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プロローグ１―１　ラシュエル







　愛は偉い大だいだ。

　愛と情熱を司つかさどる天使ラシュエルは常つね日ひ頃ごろからそう思う。

　愛は偉大だ。

　愛のためなら人はありとあらゆる艱かん難なん辛しん苦くを乗のり越こえられる。

　愛は偉大だ。

　愛のためなら爪つめも牙きばも持たぬ人とて獅し子しにも勝まさる戦士になれる。

　そして、何よりも。

（情熱的な愛は私のお腹なかを満たしてくれるし……ね）

　ぐきゅるるる～～～

「……フンっ」

　ラシュエルは自分のおへその辺りで鳴いている腹の虫に肘ひじ鉄てつを喰くらわせ黙だまらせた。

　……ぐぎゅるるる～～～

　黙らせられなかった。

「……お腹空いたな～」

　ついに声に出だして弱音を吐はいてしまう。

　お腹が減ったといっても、天使のそれと人間のそれは少し違ちがう。

　天使は人間のように食物を食べてお腹を満たすのではない。エナジーと呼ばれる目に見えない力の源を摂せつ取しゆし、存在を維い持じするのだ。

　ちなみに天使は各おの々おのの属性によって摂取できるエナジーの属性も異なってくる。

　愛と情熱を司る天使であるラシュエルは、人間たちの情熱的な愛から生まれるラブエナジーを糧かてとしていた。

「こっちはエナジー不足だっていうのに、天使としてのお勤めだって果たさなきゃいけないし……下したっ端ぱ天使はツラいわ……ああんもう！　私にもっともっと力があって大天使様並のエナジーがあれば～～～」

　ぐきゅるるる～～

　大声で愚ぐ痴ちったせいで体力を消費したのか、三み度たびお腹が悲しげな音を立てる。

「はふん」

　空腹からくる眩暈めまいを感じ、背中の翼つばさをはためかせて飛んでいたラシュエルは一いつ瞬しゆん落下しそうになる。

「おっとっと」

　危あやういところで体勢を立て直し、なんとか持ちこたえた。

　今度は空を見上げながら飛びつつお腹を押おさえる。もういい加減、そろそろ限界が近いかもしれない。

　空腹の原因――それはもちろん天使の糧となるエナジーの不足だ。

　天使は己おのれの属性に適したエナジーを摂取できなければ存在を維持できなくなる。

　要するにラシュエルは餓が死し寸前だった。

「はや、く……早く、あそこに行かないと……」

　眩暈がするほどの空腹を堪こらえながらラシュエルが行こうとしている「あそこ」とは、巨きよ大だいなラブエナジーの発生源だ。

　ラシュエルが主に活動していた地域からは遠すぎて、最初はその存在に気づくのが遅おくれたが、気づいてみれば今まで見たこともないくらい巨大なラブエナジーをバシバシ感じた。それこそ今の空腹を満たすどころか、愛と情熱の天使である彼かの女じよの力を何十倍にも高めてお釣つりがくるほどのエナジー総量だ。

　だからこそラシュエルは決死の思いで海を越え、そのエナジーの発生源を目指していた。

　エナジーの発生源は、人間たちが日本と呼ぶ国の田舎いなか町まち。

「……あ、あれだわ……」

　頭がくらくらするのを感じながら、ラシュエルはついにその巨大なラブエナジーの発生源――あるいは収束点とでも呼ぶべき〝少年〟を発見した。

　が。

「……あふん」

　目的地に辿たどり着ついたことで気が抜ぬけたのか、はたまた限界がきたのか、ラシュエルの全身から力が抜け落おち、彼女は眼下を歩いているツンツン頭の少年めがけて落下していった。







プロローグ１―２　ヅィータ・ゼロニア







　大銀河連れん邦ぽう全域へ向けた銀河ネットビジョン会社『ゼロニアチャンネル』社長兼けん総監かん督とく。それがヅィータの持つ肩かた書がきだ。

　銀河ネットビジョンでは審しん査ささえ通れば、誰だれでもひとつのチャンネルを得、大銀河連邦ネットワークを通じて好きな番組を流すことができる。

　ヅィータのように会社として番組を作る者もいれば、趣しゆ味み道楽として個人でよく分からないマニアックな放送を行なう者もいる。

　銀河ネットチャンネルの場合、視し聴ちよう者しやは観みたいチャンネルを自分で選び、チャンネル単位で視し聴ちよう料りようを払はらう。ゆえに視し聴ちよう率りつが収入に直結するのだ。

　そして、登録者の数だけチャンネルが増えるのだから、当然熾し烈れつな視聴率争いが展開されるわけだ――




　――ヅィータ・ゼロニアは寝ね不ぶ足そくだった。

　物もの創づくりを生業としている人間なんて大たい概がい年中寝不足なものだが、ここ数週間でヅィータがこさえた目の下の隈くまの濃こさは、スペースレコードトップテンに刻まれてもおかしくないレベルだった。

「フッフッフッ……できた……ていうか、フッフッフッて、あたしゃ悪の女幹部か」

　徹てつ夜や明けテンションなためか益やく体たいもないひとりツッコミなど入れてしまう。

　まぁ、ともあれ。

　ヅィータは自分の肌はだ年ねん齢れいと引ひき換かえに書き上げた企き画かく書しよを顔の高さまで持ち上げ、どこか危ない目つきでうっとりと見つめた。

「フッフッフッ……あっ、またフッフッフッて言っちゃった。まぁいいや。とにかく、できた。今度こそセンシティブでアヴァンギャルドでパーフェクトな企画書だってばよ」

　自画自賛しつつヅィータはやはり怪あやしげな笑い声を上げる。

　傍はた目めから見たら不ふ審しん者しやそのものだが、今は自室にひとりきりなので何の問題もない。

　その自室には栄養ドリンクの空きビンにスナック菓が子しの空き袋ぶくろが散乱していた。そのゴミがいったい何週間分の蓄ちく積せきなのか、もうヅィータ自身覚えていない。

　それくらい今回はヤバかったのだ。

　なにしろこの企画の成否如何いかんによって彼女の監督人生、ひいては十数人のスタッフを抱える社運が左右されると言っても過言ではない。

『ゼロニアチャンネル』はヅィータが十代の頃ころに立ち上げ、今年で設立三年を数えるネットビジョン会社で、規模や視聴率でいえば中の中と中の上の間あいだを行ったり来たり、というレベルだ。

　彼女は元々アニメ――特に特とく撮さつものが大好きで、自分の手でそれを作りたくて会社を設立したのだった。

　あちこちに借金してチャンネル権を買って放映した処女作は運よく当たった。

　スポンサーもつき、最初の借金もさっさと返し終え、処女作も二年かけて円満に終しゆう了りようして、さぁ次……というところで失敗をやらかした。

　あの時の自分は何を思ったのか……たぶん、新しいことにチャレンジしたくなったのだと思うが、なぜか前ぜん人じん未み到とうの秘境に挑いどむドキュメンタリーを『ゼロニアチャンネル』の第二弾だんとして発表したのだ。

　少し考えれば分かることなのだが、前作の特撮アニメが好きでチャンネルを選んでいた視聴者は、当然次作もそれと同じかそれに準ずるものを期待していたわけで、彼かれらはあっという間に『ゼロニアチャンネル』から離はなれていった。

　いや、ホント少し考えたら分かることだったんだけど。

　まぁ、過去のことは置いといて。

「よし……！　絶対こいつで会社を倒とう産さんさせないぞ！」

　ともかく、傾かたむきかけた会社を立て直すために書き上げた会心の企画書。ひと眠ねむりしたら早さつ速そくこれを売り込みにいって、撮さつ影えい資金を集めなければならない。そのための宣伝文句や営業トークも今から考えておいた方がいいのだが……。

（今は、とにかく、眠い……！）

　というわけでまずは寝ねることにした。

　ヅィータは企画書を机の上に置き、散らかったゴミを蹴け散ちらしながらベッドへと向かう。職しよく業ぎよう柄がら、睡すい眠みんは数少ない娯ご楽らくのひとつなので、彼女の部屋にあるベッドは宇宙でも最新式の安あん眠みんベッドだ。たとえ隕いん石せきが降ふってきても絶対安あん眠みんが約束された代しろ物ものである。並のシェルターより頑丈だ。

（あ～～でもきっと起きたら、あの企画書で本当に大だい丈じよう夫ぶなのか激しく不安になるんだろうなぁ……）

　さっきまでの自画自賛がライターズハイによるものだと、どこか客観的に理解しつつ、そんなことよりも今はとにかく眠くて仕方がなかったので、悩なやむのは起きてからにしてヅィータはベッドの上へと体を投げ出した。







プロローグ１―３　林はやし原ばら霧きり







　林原霧は熱血少女だ。

　活力溢あふれる女子中学生。部活はソフトボール部。男おとこ勝まさりだと自分で言うつもりはないが、小学生の頃から女子にちょっかいをかける男子としょっちゅう喧けん嘩かしていた。口より手が先に出るタイプだということは自覚している。

　林原霧は正義漢……もとい正義乙おと女めだ。

　悪いことをする奴やつや不当な暴力を振ふるう輩やからが大ッ嫌きらいだ。

　彼女が悪を嫌うのに深い理由などない。ツラい過去があったわけでもない。

　ただ単純に許せない！　それだけだ。

　もっとも根っこがシンプルなだけに、変に考え込まずに即そく断だん即そつ決けつ即そく実行できてしまうのが彼女の美点であり欠点でもある。

　今回の場合もそうだった。




「どっひゃああああああああ!!」

　実に女の子らしくない悲鳴を上げながら霧は地面に着地した。

　着地の衝しよう撃げきで地面が軽く陥かん没ぼつするが、別に彼女の体重が重いというわけではない。

　単に物もの凄すごい高さから物凄い勢いで落ちてきたのだ。

　で、どこから落ちてきたのかと言うと――

「ゴアアアアアアアア!!」

　――たった今耳をつんざく雄お叫たけびを上げた怪獣の、冗じよう談だんのようにデカい前まえ肢あしによって叩たたき落とされてきたのだった。

　怪獣。

　怪獣である。

　もう日曜朝にやっている番組から直接出てきたような、見事なまでに典型的な怪獣だ。二本の太い後うしろ肢あしと尻尾しつぽで立ち、胴どう体たい上部には短い前肢があり、胴体とほぼ同じ太さの首の上には凶きよう悪あくなツラの頭部が載のっている。肌はだは全体的にゴツゴツしていてまるで岩のようだ。

　全長はビルなんかよりもはるかに高く、霧との体重差は考えるのもバカらしいほど途と方ほうもない開きがあるだろう。

　そんな怪獣の足元にいる霧はまるで自分が豆まめ粒つぶになったような錯さつ覚かくを覚える。

「クッソー！　このままじゃ街の人たちが！」

　霧が毒づくと、彼女の背後から珍ちん妙みような生物が現れて声をかけてくる。

「スタープリズム大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん！　平気だけど……でも……」

　霧――もといスタープリズムは再びはるか上空にある怪獣の頭を見上げる。

　見れば見るほど絶望的な戦力差だ。

「……ッ」

「やっぱり悪の組織との戦いでヒーローゲージを失いすぎたんだ！　このままじゃ勝てないよ！」

「うん……かもしれない。でも、この一年の戦いを無む駄だにするわけにはいかない……！」

　――霧が正義の味方の変身ヒロインなどという冗談じみた職業（？）に就ついたのはほんの一年前のことだ。

　学校の部活帰りの途と中ちゆうで、助けを求めるスタモンに出会ったのが始まりだった。

　はじめは人の言葉を喋しやべるスタモンに驚おどろいた霧だったが、持ち前の大おお雑ざつ把ぱさでさほど時間を置かずに相手の存在を受け入れ、次いで衝撃の事実を知った。

　なんと！　今まさに地球が滅めつ亡ぼうしかけているというではないか！

　しかも世界征せい服ふくを狙ねらう悪の組織によって！

　悪の組織は凶悪な戦せん闘とう員いんや怪かい人じんがうようよいて、普ふ通つうの警察や軍隊では太た刀ち打うちできない――そいつらの野望を阻そ止しするには、誰かがスタモンと契けい約やくし、スタープリズムに変身して戦うしかないらしいではないか！

『分かった！　私が戦う！』

　――と、相変わらずの即断即決即実行で霧はスタモンと契約したのだった。

　それから一年、彼女は悪の組織と、怪人たちと戦い続けた。

　戦いには様々な苦労や困難があったが……一週間前、ついにスタープリズムはその悪の組織のボスを打ち破り、その野望を阻止することに成功した。

　だが……野望を阻止された悪の親玉は怒いかり狂くるい、倒たおされる間ま際ぎわに宇宙の果てから地球を滅ほろぼす大だい怪かい獣じゆうを呼び寄せたのだ。

『俺おれ様のものにならぬならいっそ滅びてしまえ！』

　そう言って組織のボスは倒れた。

　最後にとんでもない置おき土産みやげを残して。

　そして、霧ことスタープリズムは二学期の始業式でもある今日、宇宙から飛来する怪獣を迎むかえ撃うつために北海道の端はしっこまでやってきたのだ。

　で、とにかくデカい怪獣の頭部を狙おうとして、大ジャンプしたところを怪獣の前肢で叩き落とされたのがつい一分前の出来事。

「ゴアアアアアアアア!!」

「……ッ！」

　怪獣が雄叫びを上げるだけで大気が鳴動する。

　一歩踏ふみ出す度に大地が揺ゆれる。

　今はまだ周囲に人里のない北海道の端っこで戦っているからいいが、怪獣がもし都市部へと辿り着いたらどれだけの被ひ害がいが出ることか……！

　相手の歩ほ幅はばを考えれば、それが現実になるまで一時間もかからないかもしれない。

「さてと……どうしよっかな？」

　即断即決即実行は霧の美点だ。

　たとえ怪獣側にとって彼女が鬱うつ陶とうしいハエ程度の存在でも、戦いを挑むことによって少しでも注意を向けさせ、この場に足止めすることに意味はある。その間に誰かが怪獣の存在に気づいて、人々が避ひ難なんする時間が稼かせげれば万ばん々ばん歳ざいだろう。

　とはいえ。

「……やっぱり勝てる気がしないなぁ」

　即断即決即実行は霧の欠点だ。

　勝てるアテもないのに強大な敵に挑むのは無む謀ぼう以外の何物でもなく、彼女の未来には今のところ敗北の二文字しか見えない。

　そしてスポーツと違い、この戦いにおける敗北に二度目はない。

　負ければ霧も、地球も、人類も、何もかもがおしまいだ。

（こんな人っ子ひとりいない日本の端っこじゃ、スタープリズムの〝特性〟も活いかせない……悪の心を浄じよう化かするスターライトヒーリングも怪獣には効かないし……）

　餌えさを狩かるのに肉食動物が心を痛めないように、怪獣が暴れるのは本能に近い行動だ。そこには善も悪もなくて、スターライトヒーリングも意味をなさない。

「……って！　今いま更さらウジウジしても仕方ないッ！」

　霧は自分の頬ほおを張って頭を切きり替かえた。

　たとえ勝てなくたって、こうして怪獣を足止めすることには意味がある……！

　仮に世界中の誰も怪獣の存在に気づいておらず、何の避難も始まっていないとしても――ついさっき霧が出会った少年少女たちが逃にげる時間は稼げるはずだ。

　何でこんな北海道の端っこに、彼らがいたのかは知らない。少年の方は怪獣に挑みかかる彼女に対して「危ないから逃げろ！」と必死に止めようともしていた。

（何だか妙みような格好していたけど）

　まあ、それは今の霧が言えたことじゃない。

　格好はともかくとして……ああいう心のやさしい人が生き延びられる可能性をつなげられるなら、霧にとって戦う理由は充じゆう分ぶんだ。

　ただそれだけを思い、逃げ出すことなどチラリとも考えず、彼女は結末の決まった戦いに再び挑みかかっていった。







第一章　空から天使が降ってきた







　いろいろあった夏休みも終わり、今日から二学期が始まる。

「夏の終わりってのは何でこう切ないんだろうな？」

「単に休みが終わったのが名な残ごり惜おしいだけでしょ。ていうか、まだ暑いし」

　隣となりを歩く皐さ月つきは呆あきれたため息交じりに言った。

　確かに八月三十一日が九月一日になったところで、空から降り注ぐ太陽光はまだギラギラしている。家を出てまだ数分なのに早くも汗あせで首元が蒸むれてきていた。

「夏休みってさー、暑くて勉強にならないから休みになるんだろ？　そろそろ憲法を改正して九月の終わりまで休みを延長すべきじゃないか？」

「夏休みの日数を決めてるのは憲法じゃなくて教育委員会よ」

　教育委員会に直じき訴そするにはどうしたらいいんだろう……なんて自分でも本気じゃないアホなことを考えつつ手で顔を煽あおぐ。地球の温暖化は留とどまるところを知らないらしい。

「あーあ、早く涼すずしくならねぇかな」

「おやおや、烈れつ火かさんは夏のロマンが分かってませんね～」

　唐とう突とつに知った風な口を利きいてくるのは、お馴な染じみ未来人アールだ。今日も今日とて軍服姿で俺の周囲をふわふわと移動している。

「ほら、お隣の皐月さんを見てください。汗で透すけたブラウスが」

「絶対に見ねぇよ」

「何を見ないの？」

「いや、何でもない。独り言」

「？」

　やっぱこの距きよ離りで周りに誰もいないと、小声で話しても皐月に聞こえちまうな。

　とりあえず学校に着くまでアールに返事するのはナシだ。こちらの意思を示すため、俺は手でしっしっと彼女を追おい払う。

「やれやれ。まぁ、軽く十回以上はあったアバンチュールのチャンスを、全すべてふいにするようなお方ですからね、烈火さんは。夏のロマンなんて分かりませんか」

　なんか一方的にがっかりされたんだけど。理り不ふ尽じんだろ。

「……」

　入学式の日にこいつが現れてから数すうヶか月げつが経たつ。

　出会った当初の無表情と比べると、だいぶ感情表現が豊かになってきた気がするが、この妙に親おや父じ臭くさいところは最初から全然変わらない。この時代に来る前にいったいどんな教育を受けてきたのか親の顔が見てみたいものだ。

「おや？」

　ふとアールが声を上げ、遠くを見るようなジェスチャーをする。

「？」

　何だろうと思って俺も彼女の視線を追うと、前方のＹ字路の辺りに見知った顔をふたつ見つけた。

「イリス。ロザリンド。おはよう」

「やっほー烈火」

「うむ。夏祭り以来じゃな、レッカ」

　ふたりは各々の反応を見せながら、寄りかかっていた塀から背中を離してこちらへやってくる。

「もしかして俺たちのこと待ってたのか？　イリスはともかく、ロザリンドは珍めずらしいな」

　朝の通学はだいたい皐月と一いつ緒しよで、イリスはたまに通学路の途中で合流するというのが常だった。もっともイリスは寝ね坊ぼうもしょっちゅうなので毎日というわけではない。ロザリンドとは前に一回だけふたりきりで学校へ行ったことがあったが、それ以来ご無ぶ沙さ汰ただった。

「べ、別にいいではないか。それとも何か？　レッカはワシがいては不快なのか？」

「？　いや、そんなことないけど」

「ならば、よいであろうが」

　ロザリンドはもう何も文句は言わせないとばかりに会話を打ち切る。

「？」

　わざわざそこまで念ねん押おしするほどのことでもない気がするが……あと何で皐月とイリスの方にドヤ顔してみせているのだろうか？

「クッ、私のアドバンテージが段々削けずられていく……」

　皐月は皐月でわけ分からんこと言って歯は噛がみしているし。

「なんだかなぁ」

「なんだかなぁは本官のセリフですよ烈火さん。頭の中に豆とう腐ふでも詰つまってるんですか？　鈍どん感かんすぎます」

　またアールは唐突に罵ば倒とうの言葉を浴びせてくるなこの野や郎ろう。しかもなんか妙に心にグサグサ刺ささるから始末に悪い。俺以外の人に見えないアールに対して、人前でツッコミを入れるわけにもいかないし。

「はああ～～……これでは『全ての戦争オールオブウオー』が起こるのは、歴史の必然のような気がしてきますね。まったく、やれやれです」

　アールはさらに深いため息をつき、大おお袈げ裟さに肩かたを竦すくめてみせる。

　ヒドい言われようだが……う～む。

　これまでも俺とアールの間で何度となく交かわされた未来の出来事――『全ての戦争オールオブウオー』。

　さすがに今更「そんな戦争ホントに起こるのか？」なんて思ってない。未来人たちがわざわざアールを俺の許へ寄よ越こしたことや、これまで経験してきた『物語』の数々のことを考えれば『全ての戦争オールオブウオー』の勃ぼつ発ぱつだけウソだと考える理由が見当たらないし。

　ただ……理解はできていても、果たして実感が伴ともなっているのかと聞かれれば曖あい昧まいだ。

　そもそも世界異世界宇宙異次元その他諸もろ々もろを滅ぼすほどの、超ちよう絶ぜつ女たらしに俺がなるという部分がいまいち分からなくて――

「烈火？　どうしたの？」

「烈火ー？　暑さで参っちゃった？」

「レッカ。大丈夫か？」

　――今こうして俺のことを心配してくれている彼女たちが、とんでもない大戦争を巻き起こすという部分がまったく信じられない。

　そりゃまぁたまに喧嘩っぽいこともしてるけど、そんなのコミュニケーションの範はん疇ちゆうだろ？

　彼女たちが俺なんかを取り合うために超々規模の争いを……それも『全て』を巻き込むような戦争を起こして、たくさんの犠ぎ牲せいを出すなんて全然想像がつかないのだ。

「あ～～。まぁ、何でもな……」

　考え事をしていたのを誤ご魔ま化かそうと、俺がテキトーな返事をしようとした――その時だった。




　空から天使が降ってきて、アスファルトの道路の上にビターーンッと音を立てて墜つい落らくしたのは。




「お、おう……？　え？　え？」

　相変わらず異常事態ってのはいきなり発生するが、それにしたってこれはないんじゃ……ビターーンッて。

「うっ……ごふっ」

　頭の上の天使の輪っかに背中から生えた純白の翼……どこからどう見ても天使だ。コスプレという線はないと思う。だって人間だったら最初の落下で絶命してそうな勢いで道路に激げき突とつしてたし。まぁ、本物の天使であっても大ダメージは免まぬがれなかったようだが。

「天使……だよな？」

　と、俺は問い、

「たぶん……？」

　皐月は自信なさげに首を傾かしげ、

「天使って何？」

　宇宙人のイリスはそもそもよく分かっておらず、

「ただの阿あ呆ほうじゃな」

　ロザリンドは見たままの感想を述べた。

　ここまで分かりやすい天使の格好をしているのに、誰ひとりとして確信を持って天使と断定することができないって。

　いやだってさ……天使ってもっとこう〝下界に降臨！〟って感じで光とともに現れるもんじゃないの？　さっきのビターーンッなんてまるでコントだったぞ。

「……ぅううう」

　件くだんの天使は苦しげな呻うめき声ごえを漏もらす。

「これ……『ヒロイン』かな？」

「そのようですねー」

　アールはいつもの調子で返してくる。

　うーん、とりあえずこのまま放っておくのもかわいそうだし、声をかけてみるか。

「だ、大丈夫か？」

「ダメれす」

　そうか。ダメか。確かに見るからにダメそうだ。

　そこで天使はビターーンッの格好からノロノロと顔だけを持ち上げた。同時に背中の翼がシュルシュルと小さくなる。どうやら伸しん縮しゆく可能らしい。

「私の名前、は……ラシュエル」

「ラシュエルか。俺は波なみ乱だれ烈火だ」

「烈火さん、ですか……。あなたを……探していました」

「俺を？」

「……はい」

　俺のことを探していた？

　けど反応からして俺の名前を知らなかったみたいだし、じゃあいったい何を理由に彼女は俺のことを探していたのだろう。

「あなたに……お願いが、あるんです」

　喋るのも億おつ劫くうなのか、途と切ぎれ途切れにラシュエルは声を絞しぼり出す。

「で？　そのお願いって何なんだ？」

　ここには皐月にイリスにロザリンドがいるし、大概のことなら解決できると思うが。

　はたして、ラシュエルのお願いとは？

「わ、私に……」

「私に？」

「しゅ……」

「しゅ？」

「修しゆ羅ら場ばを見せてください！」

「……はい？」

　いちいち予想のナナメ上を行く天使だな、おい。

　あまりにも意味不明なお願いをされ、俺はただポカーンとするしかなかった。

「「「……」」」
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　後ろにいるみんなも呆あつ気けに取られて口を開いている。

「ふーむ……」

　ひとり、アールだけが何やら考え込むような顔をしていた。

　ちらっとそちらを見るが無視される。

　仕方がないので、俺は再度彼かの女じょと向き合った。

「ええーと……聞きき間ま違ちがいかな？　修羅場を見せて欲ほしいって聞こえたんだけど……」

「はい！　その通りです！」

「そこだけ力強く答えられても……とりあえず、理由を教えてくれ」

「それはですね……」

　ラシュエルが答えようとした時、彼女のお腹なかがぎゅるるる～～と鳴く。

「あっ……」

　彼女の頬が赤く染まり、恥はずかしそうに下を向く。

　聞こえなかったフリをするのもフォローのひとつかと思ったが、

「お腹空いてるのか？　誰か、何か持ってるか？」

　それよりもちゃんと何か食べさせた方がいいと考え直し、俺は後ろのみんなに尋たずねる。

　しかし、そこでラシュエルが「あ、いえ……」とこちらの動きを制し、

「私たち天使は地上の食べ物を受けつけません。お気き遣づかいだけ有あり難がたくいただきます」

　と言った。

　ふむ……天使は食べ物を食べられないのか。

「じゃあ、どうやってお腹を満たすんだ？」

　当然の疑問を俺は口にする。

「私たち天使はエナジーという目に見えない力の源を摂せつ取しゆし、存在を維い持じしています。天使はその属性によって摂取できるエナジーの質が異なり、自身の属性と異なるエナジーは摂取できません」

「エナジーねぇ……それって具体的には何なんだ？」

「多くの人の感情、情念、善意などですね」

「なるほどな。そうすると、ラシュエルは何の天使なんだ？」

「私は愛と情熱を司つかさどる天使です」

『愛』とはまた天使らしい属性だ。

　俺が納なつ得とくしていると、不意にラシュエルは肩を落とし、

「……ですが、最近はどこへ行ってもエナジー不足でして、ご覧の通り空腹で空も飛べないような有り様なのです」

　しくしくと泣きながら己の現状を語った。

　つまりその空腹状態を何とか解決してやるのが彼女の『物語』か。

　だけど、そうすると新たな疑問が浮うかび上あがってくる。

「けどさぁ、愛なんて探せばそこら中……とまではいかなくても、それなりに見つかるもんなんじゃないのか？」

　日本の出生率は年々下がっていると聞くけど、それでも恋れん愛あいをする男女がこの世からいなくなったわけではないはずだ。

　エナジーの摂取というのがどういうものかは分からないが、天使が空腹で飛べなくなるほど今の世の中からは愛が失われているのだろうか？

「いえ……確かにワインを水で薄うすめたような生なま温ぬるい恋愛物なら、そこら辺にも転がってるんですけどね」

「……んん？」

　今こいつ天使らしからぬこと言わなかったか？　生温いって……。

「よく分かんないけど……その、生温いとダメなのか？」

「ええ、ダメです」

　ダメなのかよ。

「さっきも言ったと思いますけど……私は愛と『情熱』を司る天使なんです」

『情熱』の部分を強調しながらラシュエルはくり返す。

「つまり――」

「つまり？」

「――私はもっと熱く煮にえ滾たぎったマグマのように、ドロドロしてベトベトした、触ふれるだけで全身が燃え上がるような、攻こう撃げき的てきでアグレッシブでエキサイティングな恋愛でないと、ラブエナジーを摂取できないんです！」

　ガッと拳こぶしを握にぎり締しめ、ラシュエルは高らかにそう宣言した。

「あうぅ～～」

　空腹を忘れて叫さけびすぎたのか、直後に情けない声を上げてへたり込んだけど。

　まぁ、それはともかく。

「……ドロドロで、ベトベトな恋愛？」

　何じゃそりゃって思うが、具体的にその「ドロドロベトベトな恋愛」がどういうものなのか、すでに答えは提示されている。

『私に修羅場を見せてください！』

　ラシュエルは最初にそう言った。

「……なるほど。確かにラシュエルさんが修羅場から生まれるラブエナジーを必要としているなら、烈火さんほど彼かの女じよを救うのに適任な方はいませんね」

「何でやねん」

　思わず関西弁でアールにツッコんでしまう。

「だいたい修羅場を見せろって言われても……なぁ？」

　俺は皐月たちの方を振り返かえり同意を求める。

「まぁ、いきなりそんなこと言われてもねぇ……。それに修羅場で生まれるのって、ラブじゃなくてジェラシーなんじゃ？　嫉しつ妬とって確か七つの大罪のひとつよね、天使的には」

「ていうか、修羅場しろとか言われても意味分かんないし」

「そうじゃな。そもそもワシは見世物ではないぞ」

　三者三様、やはり彼女たちもラシュエルの頼たのみには抵てい抗こうがあるようだ。

　そりゃあそうだよな――と思っていたら、

「……でも～、アタシと烈火がイチャイチャするだけなら別にいいわよ」

　突とつ然ぜんイリスがそんなことを言い出だし、俺にギュっと腕うでを絡からめてきた。

「「なっ!?」」

　イリスの行動に皐月とロザリンドが揃そろって血相を変える。

　もちろん俺も慌あわてた。

「イ、イリス!?　何やってんだ!?」

「だってアタシと烈火が物凄～くラブラブしてれば、そのラブエナジーってのは出るんでしょ？」

「い、いや、だからラシュエルは修羅場じゃないとダメなんだって」

「そんなのアタシと烈火で何人分もイチャイチャすれば同じでしょ？」

　え？　いや、どうなんだ？

　イリスが言っているのは要するに、それこそバカップルっぽく物凄い濃のう密みつにラブラブして修羅場並――複数の人間が入り乱れるドロドロした恋愛模様並のラブエナジーを出せばいいって、そういうことだよな。

　でもそれではたしてオーケーなのか？

　バカップルから発散されるラブと修羅場から発散されるラブはだいぶ違ちがう気が……。

「ど、どうなんだラシュエル？　お前のラブエナジーってひとり、っていうかふたりでも出るもんなのか？　それともやっぱり無理か？」

　むしろ無理と言って欲しい。イリスに引っつかれると肘ひじの辺りに……その……ほにゃららやわらかいものが押おしつけられて、恥ずかしいから早く離れたい。

「そうですねー。天使の属性っていうのは融ゆう通ずうが利きませんから、ちゃんとした修羅場でないとダ……」

　そこまで言いかけた時、不意にラシュエルがキュピーンと何かを閃ひらめいたような顔をした。

「……ああ～～、いえいえ、確かにそうですね。ええ、複数の女性が争あらそう修羅場の方がラブエナジーは生まれやすいですけど、別に誰だれかおひとりが数人分の愛情をもって烈火さんと、それはもうイチャイチャベタベタしていただければ充分なラブエナジーになります」

「んなっ!?」

　ちょっと待て！　直前に言いかけたセリフと百八十度内容が違うじゃねぇか！

「ですので、どなたか今すぐにでも烈火さんと濃のう厚こうなラブコメをしてくださいませ。どうか私を助けると思って……あっ、ちなみにイチャつくのはどなたでも構いませんよ？」

　なんかさっきから一部のセリフを強調して、ラシュエルはにこやかにみんなに告げる。

　彼女のスマイルとは対照的に、俺は背中に氷でもブッ込まれたみたいに冷たい汗が流れ始めていて……。

「おお～煽りますね～」

　一方、アールだけはいつも通りだった。

　で……皐月とイリスとロザリンドはといえば。

「「「……」」」

　怖こわッ！　睨にらみ合あってらっしゃる!?　何で!?

「……提案があるわ」

　スッと手を挙げ、皐月が慎しん重ちように口を開く。

「何？」

「何じゃ？」

　イリスとロザリンドは自分以外のふたりから決して視線をはずすことなく答える。

「……平和的に解決しましょう？　ひとりが抜ぬけ駆がけしようにも、私の魔ま法ほうのことは知っているでしょう……？　仮に烈火を連れてどこかへ逃げたとしても、絶対にふたりきりになんてさせないわ」

「……ふむ……一理あるが、お主が抜け駆けするやもしれぬ」

「だから、平和的に解決しましょうって言ってるの……私は絶対に抜け駆けしないから、ふたりも変な真ま似ねはしない。どうかしら？」

「まぁー、確かに追い駆かけっこしながらイチャイチャするのは大変よねー……」

「でしょう？　だったら……」

「……でもアタシは抜け駆けしちゃう！」

　言うや否いなや、イリスは絡めていた俺の腕をそのまま取って、脱だつ兎とのごとく駆け出した。

「ああーッ!!」

「待たぬか小こ娘むすめェ!!」

　後方から皐月の驚きよう愕がくする声とロザリンドの怒ど声せいが聞こえてくる。

「ちょっ、ちょっと待って！　私の傍そばで修羅場してくれないとエナジーが摂取できないのよー！」

　あとついでにラシュエルの悲鳴も。

「あらま～イリスさんってば大だい胆たん」

　アールはいつも通りだ。

「って、ていうかイリス!?　いきなり何を!?」

「だからー人助けでしょ？　アタシと烈火がラブラブすればあのラシュエルって娘こも助かるって言ってたじゃない」

「いや、その当の本人を置き去りにしてるんだけど……」

「いいからいいから、今日はこのままふたりでデートしましょっ」

　イリスはもう完全にノリノリで止めても言うことを聞いてくれそうにない。

「どこ行く？　暑いからプールでもいいけど、この前行けなかった遊園地でもいいかもね！」

「貴様らぁー!!」

「！」

　イリスはとっさに俺ごと地面に伏ふせる。

　その頭の上をロザリンドの飛とび蹴げりが通過し、彼女は俺たちの数メートル先にズザザザーッと着地した。

「さっきから待てと言っているであろうが！」

「ごめんね～。全然聞こえなかったわ」

　怒り心頭な様子のロザリンドを挑ちよう発はつするようにイリスは笑え顔がおで答える。

「烈火！　イリスさん！　追いついたわよ！」

「フォオ～～、なんと情熱的なキック！　ああ、ラブエナジーがたまっていく……！」

　さらに魔法で飛んできた皐月と、彼女にしがみつくようにしてラシュエルが遅おくれて追いついてくる……ていうか、ラシュエルの表情がヤバい。目がとろんとしてる。

　一方、皐月はロザリンドに勝まさるとも劣おとらない激げき怒ど顔で……。

「烈火！　何でイリスさんと逃げるのよ！」

「ええ!?　俺のせい!?」

　理不尽な怒りをぶつけられた気がした。

「とにかく！　烈火とイチャイチャするのはワシじゃ！」

「何よ～！　アタシが最初に言ったんだからね！」

「ふたりとも勝手なこと言わないで！　私だって烈火と……！」

　俺を挟はさんで少女たち三人の言葉の応おう酬しゆうが続く。

　な、なんかとんでもないことになってしまったような……ある意味、今まで巻き込まれたどの『物語』よりも厄やつ介かいだ。

　俺が延々と嫌いやな汗を流しているというのに、この状じよう況きようを作った原因であるラシュエルはドンドンハイテンションになっていって。

「いいですよ～みなさん！　もっとジャンジャンやってください！」

「お前絶対堕だ天てん使しだろ!?」

　この修羅場を見てテンション上げるとか天使の態度じゃない！

「失敬な！　この純白の翼つばさが見えないんですか！」

「修正液で白くしてんじゃねぇの!?」

「生あい憎にくと天然物百パーセントです！」

　こちらの皮肉にも真っ向から言い返してくるラシュエルにむかっ腹が立って、さらに何か言ってやろうとするが、

「「「何でそいつとイチャイチャしてるのよ（じゃ）!!」」」

　三方向から思いっきり怒声が飛んできて、うわっと首を竦めてしまう。

　うぐぐ、俺には文句を言うことも許されないのか……！

「「「……」」」

　不意に三人が押し黙だまる。

　降りてきた沈ちん黙もくはやたら息苦しくて……なんだか野生の虎とら同士の睨み合いの中心に放ほうり込まれた気分だ。

「……せいっ！」

　最初に動いたのはロザリンドだった。

　彼女は一度横にステップしてフェイントをかけたかと思うと、イリスから俺を奪うばおうと突っ込んでくる。

「させないわよ！」

「どわわわっ！」

　イリスはロザリンドを躱かわすために俺をうちわみたいにブン回し、結果としてロザリンドの手は空を切る。

「おのれっ！」

　ロザリンドが体勢を立て直し、再び地を蹴けろうとした時、

「――天つ風　古き風　あるべきものを塵ちりへと帰せ」

　突とつ如じよとして強風が吹ふき荒あれ、俺おれたち三人をまとめて地面に転がした。

「さっ皐月!?　お前まで何を!?」

「私だってたまには譲ゆずれないことぐらいあるのよ！」

「それにしたって今のは危な……」

「ちゃんと転ばせるくらいに手加減したわよ！」

「そ、そうですか……」

　謎なぞの剣けん幕まくでまくし立てられ、思わず敬語。

「ほらっ、烈火こっち！」

　皐月は尻しり餅もちをついた俺に手を差し出し、立たせようとする。

「ええっと……」

　さっきからみんなが怖すぎて一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが……まぁ皐月だし大だい丈じよう夫ぶかな～と思い、やっぱりその手を取ることにした。

「ええい！　やってくれたなサツキ！」

　が、そこで突とつ風ぷうから立ち上がったロザリンドが妖あやしく目を光らせる。

　吸きゆう血けつ鬼きの特技――相手を意のままに操あやつる『魅了チヤーム』の魔ま眼がんだ。

「さあ、レッカをこちらへ寄越すのじゃ」

　ロザリンドの真しん紅くの瞳ひとみをモロに見た皐月は完全に『魅了チヤーム』にかかったはずだが――

「うううううう！」

　――強い精神力で彼女の支配に抗あらがい、俺の手を離はなそうとしない。

　以前は簡単に『魅了チヤーム』にかかっていたはずだが、今回はかなり抵抗しているようだ。なぜ突然そこまでの精神力を彼女が発揮できたのかは謎だが。

「むう！　抵抗するでない！」

　ロザリンドはさらに魔眼に力を込めて支配力を高める。

「うくっ……！」

　皐月が苦しげな吐と息いきを漏らし……一本、二本と俺の手から指がはずれていく。

　そして、ついに五本目の指が俺から離されようとした時。

「いっただき！」

「「あああ～!!」」

　横からかっ飛んできたイリスが俺をさらい、皐月とロザリンドが揃って悲鳴を上げる。

「烈火。ちょっとごめんね」

「え？　えっ、何？　って……うわああああああ！」

　イリスは俺を脇わきに抱かかえると、思いっきり地面を蹴って民家の屋根に飛び乗り、次々と屋根から屋根へ飛び移っていく。

「無む茶ちやするなー！」

「大丈夫よ。烈火とテトラを一緒に抱えて走ったことだってあったでしょ？　これくらい軽い軽い」

「そういう問題じゃなくて単純に怖いんだよ！」

　特に放物線を描えがいて落下する時の無重力感が凄すごく怖い！　足がまるで地面に着かないところも地味に！

「……ていうか、逃にげてどうするんだよ？　さっき皐月も言ってたけど、あいつの森しん羅らの大魔法からは逃げられないぞ？」

　森羅の大魔法はこの世の全ての情報にアクセスできる魔法だ。当然、俺やイリスの現在地もリアルタイムで知ることができる。逃とう亡ぼうなど不可能だ。

「安心して！　アタシ、いい考えが浮かんだから！」

「いい考え？」

「要は、分かってても追いかけてこられない場所に逃げればいいんでしょっと」

　そう言うとイリスは制服のポケットから見覚えのあるコンパクトを取り出す。

「それって……宇宙船を呼び出すスイッチ？」

「そーのとおーりっ」

　イリスはウインクしながらコンパクトに並んだスイッチを押した。

　すると、呼び出された彼女の宇宙船がまたたく間に俺たちの頭上へとやってくる。そして、いつものアブダクションを開始した。

　いい考えって……もしかして宇宙へ逃げるってことか!?

「宇宙なら皐月もロザリンドも追ってこられないでしょ？」

「いや、確かにその通りだけど……どこへ行くんだ？」

　アブダクションの光によって宙へとさらわれながらイリスに尋ねる。

「ん～～そうね～」

　イリスはしばし考えるような素そ振ぶりを見せたあと、ポンッと手を叩たたいた。

「そうだ！　やっぱり遊園地のあるところに行きましょう」

「遊園地？　宇宙の遊園地ってことか？」

「うん！　娯ご楽らく遊ゆう戯ぎ星シエル。そこにふたりっきりで行きましょ！」

　そう言うとイリスは空中を泳いできて、俺にガバッと思いっきり抱だき着ついてくる。

　地上からまた怒ど号ごうとか悲鳴とかが聞こえてきた気がしたけど……とりあえず、俺は聞こえなかったことにして問題を先送りにした。







第二章　娯ご楽らく遊ゆう戯ぎ星シエル







　娯楽遊戯星シエル。

　イリスの宇宙船によるワープで地球から約二時間半。俺たちが辿たどり着いたのは宇宙から見てもネオンがキラキラと眩まぶしい星だった。

「シエルはね、大銀河連れん邦ぽうでも有名な娯楽遊戯の集まった人工惑わく星せいよ」

「人工って……あれ、造り物なのか？」

「うん。元は小さなコロニーだったんだけど、大々的に開いたカジノが大当たりしてね～。そこからドンドン拡張していって、大銀河連邦が定める惑星法の基準をクリアして『星』って名乗ることを許されたの」

　地球でも星を惑星とか衛星とかって区別する基準があるけれど、大銀河連邦にも似たようなものがあるらしい。その基準を満たさないと「～～星」と名乗れないとか。

「ていうか、遊戯ってカジノのことなのか……俺未成年なんだけど？」

「あっ、今から行くのは全年ねん齢れい対象のテーマパークエリアの方よ。カジノとかのあるミッドナイトエリアは大人しか入れないわ」

「へぇー」

　元はコロニー丸々巨きよ大だいカジノだったシエルも、今は様々な年ねん齢れいを対象とした幅はば広ひろいジャンルの遊戯を揃える娯楽遊戯星として生まれ変わっているらしい。俺の心配は杞き憂ゆうだったようだ。

「……それとも、烈れつ火かがどうしても行きたいって言うんなら、アタシも覚かく悟ごを決めて夜の遊園地に行ってもいいけど？」

「うん！　昼の遊園地に行こう！　今すぐ！　ああ、楽しみだなぁジェットコースターに観覧車！」

　頬ほおを赤らめたイリスのせつない視線から目を逸そらし、俺はわざとらしい大声を上げる。なんなら楽しみ度をアピールするためにストレッチだってしちゃう。

「烈火さん。物もの凄すごいアホの子っぽいですよ」

　未来人の蔑さげすんだ視線にもめげない。

　そうこうしている内に宇宙船はシエル星へと降りていった。




　　　　　▽




「ほあああ～～」

　惑星シエルに降り立った俺は思わず変な声を上げ、空を見上げた。

「「「キャアアアアアアアアア!!」」」

　空を巨大ジェットコースターが駆け巡めぐっていた。

　巨大っていうか、規模が凄い。空を縦じゆう横おう無む尽じんに走るレールはまるで蜘く蛛もの巣だ。もっともレールに使われている素材がほぼ透とう明めいなため、その下に影かげができるということはまるでない……乗ってる方もまるで何もない空を走ってるみたいで物凄い迫はく力りよくだろうな。

　そのほかにも天を突つくような尖せん塔とうに三連観覧車、そこかしこで上がる空くう砲ほうや何かの演出らしき色とりどりのスモークで、シエルの空は常ににぎやかだ。

　元はコロニーの人工惑星と聞いていたが、土を運んだり植林をしたりしているため自然に溢あふれていて息苦しさも感じられない。そういった景観にもちゃんと配はい慮りよをしてあるようだ。

「さすが娯楽遊戯星っていうだけあるなぁ」

「でしょ？」

　感心する俺にイリスは微ほほ笑えむ。

　そして、彼女は俺の手を取って。

「じゃあ、早さつ速そく行きましょ」

「ちょ、ちょっと待った。ここまでついてきておいてなんだけど、今日は学校があるんだぞ？」

「別に始業式くらいいいじゃない。どうせ授業もないんだし」

「いやまぁそうだけど……」

「それとも……」

　俺がごねていると、イリスは急に目をうるんと涙なみだぐませる。

「烈火はアタシといるの……イヤ？」

「えっ？」

　うるうるうる

「……別に嫌なわけないけど」

「そう？　じゃあ今日はずっとアタシといてね！」

「えっ、えぇ～？」

「わーい！　で・ぇ・と・で・ぇ・と」

　あっという間に涙を引っ込めたイリスの変わり身に、俺は目を白黒させる。

「こういう騙だまされやすさも『全ての戦争オールオブウオー』につながっていくんですかねぇ」

　イリスに手を引かれてテーマパークへと入っていく俺の後ろで、アールがしみじみとため息をついた。




　　　　　▽




　そんなこんなであれよあれよという間に一日フリーパスを渡わたされ、今日はイリスと遊びまくることとなった。

　まぁ、元々この『血』のせいで騒そう動どうに巻き込まれ、学校を無断欠席することもしょっちゅうだったし、皐さ月つきみたいに根っからマジメな性格というわけでもないので、もう開き直って宇宙のテーマパークを楽しむことにした。

「それはいいんだけど……」

「ん？　どうしたの？　烈火」

　隣となりのイリスは俺の呟つぶやきにかわいらしく小首を傾げる。

　それはいいのだが……問題はその顔が近すぎるということで。

「イリス。何で腕組んでるの？」

「だってー、今日は一日ラブラブしてなきゃでしょ？　だ・か・ら、ちゃーんとイチャイチャしないと」

　うれしそうに言って、イリスはさらに腕を絡めてくる。

　そもそもイチャイチャするのはラシュエルが傍にいないと意味がないので、今ここでカップルみたいに腕を組む必要はないはずなのだが……いや、それよりも問題なのは彼女がギュっとしてくると胸が潰つぶれて物凄い感かん触しよくが……ッ！

「ほらほらっ、まずはあれに乗りましょ！」

「お、おう……って、あれは？」

「フリーフォールよ。地球にもあるでしょ？」

　確かに最近の遊園地にはよくある、高いところから垂直落下する絶ぜつ叫きようマシンだ。

　気になるのは……そのフリーフォールの塔とうのてっぺんが下から見えないことなんだが……。

「なんかね、ここのフリーフォールは大たい気き圏けんからたった一分で地上まで落下するんだって！　凄そうよね！」

「いやいやいや！　凄いけど大だい丈じよう夫ぶなのかそれ!?」

「大丈夫大丈夫。大気圏は寒いけど、ちゃんと暖だん房ぼう完備してるって」

「寒さくらいなら頑がん張ばって耐たえるって！　そうじゃなくて、命の危険はないのか!?」

「ちゃんと対策してるし、今のところ事故はないそうよ」

「今のところ!?」

　それって万が一が今日起こる可能性もゼロじゃないってことでは!?

「さっ、行きましょ！」

「ま、待ってくれ～！」




　結論……死ななかった。




「……」

「烈火～。大丈夫～？」

　ベンチに座すわってへたり込む俺を心配そうにイリスが見つめている。

　今までベヒーモスの背中とかビルの屋上とかから飛び降りたことはあったが……それ以上だった。自由落下を超こえるスピードでの落下があんなに怖いものとは……ていうか、俺って魔ま王おうとか怪かい物ぶつとの死し闘とう以外でも死にそうになりすぎじゃないか？

　まぁ、無事にこうして二本の足で立てている辺り、宇宙の安全対策技術は素す晴ばらしいのひと言に尽つきるが。

「烈火はあんまり絶叫系得意じゃなかったのね。ごめんなさい」

「いや、得意不得意の問題ってレベルじゃ……ま、まぁ休んだし、もういけるって。次は何に乗る？」

　イリスが本当に申し訳なさそうな顔をするので、俺はまだちょっと足元がフラフラするけど頑張って元気なフリをした。

「ホントに平気？」

「平気平気」

「うん、分かった。それじゃあ、次行きましょ！」

　とは言いつつ、なんだかんだでイリスは俺に気を遣ってくれたのか、次に列に並んだアトラクションは遊覧船だった。

「ん？　ここのアトラクションって並んでる列が複数あるけど、この右みぎ端はしの列でいいのか？」

「シエルの遊覧船は回れるコースがいくつもあるの。アタシたちが並んでるのはＡコースね」

「遊園地の遊覧船でコースが複数って、どんだけ広いんだよ？」

「何しろ星の三分の一がテーマパークエリアだからね～。全部合わせたら海レベルの広さかも」

　そりゃまた凄い。宇宙ってのは遊園地までスケールがデカいんだな。

　そんなことを話している内に次の船が来たようで、俺たちはタラップを踏ふんで遊覧船へと乗り込む。

「おおー！　風が気持ちいいな！」

　甲かん板ぱんに出ると正面から吹く風に服の裾すそがはためき、涼すずしさが体に心ここ地ちよい。しかも船の上だというのに全然揺ゆれを感じなかった。

「烈火。ほら、見て！　対岸はフラワーガーデンになってるのよ！」

「えっ、どれどれ……おお、ホントだ！」

　反対側の岸には文字通り花が咲さき乱みだれていた。当然、地球では目にしたこともないような形の、色とりどりの花々だ。

「あっ！　見てあれ、ピングーラビットの形してる！」

　イリスがフラワーガーデンの一角を指差して大はしゃぎする。

　そこはいわゆる造形物がメインのエリアらしく、いろんな動物を模した花のオブジェがたくさん並んでいた。彼女が指しているのはその中のひとつらしいのだが、生憎と俺には件くだんのピングーラビットがどれなのか分からない。

「ん？　どれだ？」

「あれ、あれだってば！　ほら、アタシの宇宙船にぬいぐるみがあったでしょ？」

　イリスはぐいっと俺の腕を引っ張って体を寄せながら指を振ふった。

　むにゅんっ！

「……！」

　腕を通して猛もう烈れつにアピールしてくる胸のやわらかさのせいで、ピングーラビットを探すのに集中できない……ッ！

「烈火？　どうしたの？」

　カチコチに固まってるのがバレたのか、イリスが不思議そうに尋たずねてくる。

「なな何でもない！」

　イリスはこういうところいつも無防備なんだよな……。

　一いつ緒しよにいて一番ドキドキさせられるのは彼女かもしれない。

「そうだ！　烈火、お腹なか空かない？」

「そういやそうだな」

　宇宙船の中でもジュースくらいなら飲んだが、ご飯は朝食以外食べていない。地球を出てもう三時間以上経たつし、そろそろ小腹が空いてきた。

「この船ってフードコートもあるのよ。中に入りましょ」

「おう、分かった……って、相変わらずイリスに出してもらうんだけど」

　生きつ粋すいの地球人である俺には大銀河連邦で通じる宇宙通貨の持ち合わせがない。以前ベラノの海へ行った時もそうだが、こういう時はイリスに頼たよりっぱなしだ。

「そんなの気にしなくていいわよ。連れてきたのはアタシなんだし」

「地球に帰ったら埋うめ合わせするから」

「そう？　じゃあ、帰ったらもう一回デートしてもらおっかな？」

「えっ、あっ、わ、分かった」

　イリスに腕を引かれ、俺は船内の階段を下りてフードコートへと向かう。

　遊覧船の中のフードコートはおシャレなお店が多く、ファーストフードばかりが並ぶデパートのフードコートとはひと味違っていた。

「烈火はどこがいい？」

「う～ん、って言っても宇宙料理なんて全然分からないからなぁ。イリスの好きなとこでいいよ」

「そうね～～……うん、じゃああそこがいいわ！」

　イリスが指差したのは近くのカフェテリアだった。

　店に入り、窓まど際ぎわの席に座る。

「ご注文は？」

「アタシはポリポルのパスター。烈火は？」

「えっと……じゃあこのクロイツワーム肉のサンドイッチ」

「え？」

「え？」

「あっ、いえ、失礼しました。それを注文される方をはじめて見ましたので。ではしばらくお待ちください」

「あ、あの……」

　自分の失言を気にしたのか、ウエイターさんはそそくさと俺たちのテーブルを離れていってしまう。

「……どんな料理なんだ？」

　ウエイターさんの態度が激しく気になった。

　ほどなくして料理が運ばれてくるが、別段見た目は普ふ通つうの肉っぽいが……何の肉なんだ？　出てきた以上食べるとして、むしろ聞かない方が幸せだろうか？

「うん。味はフツーにいいな」

「よかったね」

「そっちはどうだ？」

「こっちもおいしいよ。食べる？」

　イリスはパスタをフォークでクルンッと巻く。

「あ～ん」

「……！」

　にこにこしながらそう言われ、思わずドキッとする。

　これは……応じるしかないよな。

「あ、あ～ん」

「ん」

　ぱくっ

　パスタと一緒に口に入った食材はタコみたいな食感がしたが、気き恥はずかしさで頭が熱くなって味までは分からなかった。もしかして俺の顔、タコみたいになってないか？

「烈火。窓の外見てみて」

「うん？」

　イリスに促うながされ視線を外へと向けると、遊覧船の進路上に巨大な滝たきが現れたことに気がついた。

「スゲー、ナイアガラの滝みたいだ。実物見たことないけど」

　あんなものまで人工で造ってしまうのか。いろいろと規格外だな宇宙。

「あの下をくぐるのか？」

「ううん。登るのよ」

「……へ？」

「ほら、何だっけ？　地球で言うところの鯉こいの滝登りみたいな、あんな感じ」

「いやいやいや！　これ船だし！」

　宇宙は本当に何もかも規格外だなぁ！

「ていうか待った。仮に滝を登るとして、船が垂直になるんじゃ……？」

「重力装置が働くから大丈夫よ」

「……ちなみに、登ったあとはどうなるんだ？」

「もちろん降りるわよ」

「どうやって？」

「滝の上うえが滑すべり台だいみたいになっててね、そこからこう一気に滑り落おちるの。甲板に出ると凄く気持ちいいわよ～」

　船のウォータースライダーみたいなものか。

「さっ、早く食べて甲板に行きましょ！」

「了りよう解かい」

　そんな笑顔で言われちゃ、頷うなずくしかないよなぁ。

　シエルに来てから、イリスはずっと楽しそうだ。

　こうして満面の笑えみを向けられると、俺だってやっぱり楽しくなる。

　俺は彼かの女じよに促されるまま、気持ち急ぎめでサンドイッチを頬ほお張ばるのだった。




　　　　　▽




　その後も例の透明なレーンの上を走るスーパージェットコースターや、六本脚あしの謎の動物に乗馬（？）する体験コーナーなど、様々なアトラクションを存分に楽しんだ。

「次は何に乗る？」

「うーん……さすがにちょっと疲つかれてきたかな。次は少しおとなしめの乗り物がいいかも」

　俺が要望を告げると、イリスはやはり笑顔で、

「それじゃあナイトエリアの観覧車に乗りましょ！」

　と言ってきた。

「あれ？　ナイトエリアってカジノとかがあるところじゃないっけ？」

「それはミッドナイトエリア。ナイトエリアはテーマパークの北側にあって、空を天てん蓋がいで覆おおってるからいつでも夜の雰ふん囲い気きが味わえるの。中でもライトアップされた観覧車は恋こい人びと同士に大人気のアトラクションよ」

「ふーん、いつも夜ねぇ……って、こいっ恋人!?」

　不意打ちで心臓にダイレクトにくる刺し激げき的てきなワードを口にされ、俺はあっという間に挙きよ動どう不ふ審しんになる。

「ほらっ、早く早く」

　イリスはもう今日の固定ポジションとなった俺の右みぎ腕うでに抱き着き、浮うかれた調子で鼻はな唄うたなど歌いながら歩いていく。

　とてもじゃないけどそんな彼女に水を差すようなことなど言えず、俺は相変わらず胸をドギマギさせられながらついていくのだった。




　　　　　▽




　ゲートをくぐった先にあったのは、ナイトエリアの名前に相応ふさわしい夜の世界だった。

　空砲やスモークでにぎやかだった空は、代わりにプラネタリウムの星々で彩いろどられ、園内には控ひかえめなＢＧＭが流れ続けている。また空の星と対ついをなすように地上も綺き麗れいにライトアップされていた。

　全体的に静かなのは夜というコンセプトを重視したためらしく、絶叫系など悲鳴と歓かん声せいでどうしても騒さわがしくなるアトラクションは、屋内施し設せつに配置されているようだ。

「おやおや、さっきとは一転して、なんとも大人なムードが漂ただよっていますね」

「……」

「今までの昼のエリアがカレーで言うところの甘あま口くちで、カジノのあるミッドナイトエリアが辛から口くちだとしたら、ここはその中間の中ちゆう辛からといったところでしょうか」

　何でカレーに喩たとえるんだよとツッコみたくなるが、まぁアールの感想はそれなりに的を射ていた。

　ここナイトエリアは子供と大人の中間にいる人たち向けの空間だ。

　その証しよう拠こにというか、右を見ても左を見てもカップルばかり。俺たちより年上が多いが、中には同年代っぽい人たちや、年下らしき男女までいる。

　そして――俺とイリスもその中に混じって、まるで違い和わ感かんなく溶とけ込んでいた。

「えへへへ」

　特に何もなくとも、ふと目があっただけでイリスははにかんで俺に体を寄せてくる。昼のエリアでは列に並ぶために走ったりもしたのに、ナイトエリアに入ってからはこの瞬しゆん間かんを一歩一歩楽しむかのようにゆっくりと歩いていた。

　こうして彼女がかわいらしく甘あまえてくるから、俺もカップルの群れに混じって違和感なく溶け込めているのだろう。でなかったらあっという間にいたたまれなくなって逃げ出だしていたに違ちがいない。

　俺とイリスはそのまま恋人たちに大人気という、ナイトエリアの大観覧車に辿り着き、列に並び、順番がきて、ゴンドラに乗り込んだ。

　さすがにと言うべきか、宇宙人も観覧車にまでトンデモギミックを仕し掛かけるつもりはなかったらしく、少しも揺れなくてゴンドラの軋きしむ音がまったくしないくらいで、地球の観覧車との間に大きな相そう違い点てんはなかった。

「ワアー、見て烈火。凄く綺麗」

「あ、ああ、そうだな」

　見事にライトアップされ、計算し尽くされた光の地上絵は見る者の目を楽しませてくれる。空のプラネタリウムと合わさって、まるで光と闇やみの芸術のようだ。

　こんな凄い景色が目の前にあるというのに……俺がやたらとそわそわして気もそぞろなのは、ゴンドラという狭せまい密室の中でイリスとふたりきりっていうのを、なぜか今日に限って物凄く意識してしまっているからだ。

「烈火さーん？　ちょっと緊きん張ちようしすぎじゃないですか？」

「う、うるさいな……」

「あらあらツッコミまでキレがないですね……ああ！」

　アールはふと納なつ得とくしたように手を打った。

「そういえば烈火さんって純じゆん粋すいなデートはこれがはじめてでしたっけ？　ロザリンドさんの時は『魅了チヤーム』で操られていましたし、響ひびきさんとのデートは囮おとり捜そう査さという名目がありましたもんね」

「こ、これだっていちおうラシュエルを助けるためっていう建前が……」

「それはラシュエルさんがいないと意味のないことでしょう？　ご自分でイリスさん相手にツッコんでいたことじゃないですか」

「……」

　確かにアールの言う通り、何の理由もない〝ただのデート〟はこれが初体験だ。

　だからなのか？　こんなにドキドキするのは……。

「ねぇ……烈火」

「っ!?　……な、何だ？」

　突とつ然ぜん声をかけられ心臓が止まりそうになりつつ、俺はできるだけ平静を装よそおって返事をする。

「烈火って……誰だれかのこと好きだったりする？」

「はい!?」

　今度はまるで動どう揺ようを隠かくしきれず、ガタンッとゴンドラの窓に頭をぶつけてしまう。

「痛テテ……」

「大丈夫？　コブできてない？」

「いや、それはいいんだけど……何で急にそんな質問を？」

「えっ！　えーと……な、何となく？」

　イリスはちょっと慌あわてたように手をパタパタさせて曖あい昧まいな返事をする。

「そ、それよりどうなの？　好きな娘こ……いるの？」

　若じやつ干かんうるんだ目でイリスは俺のことを見つめてくる。

　う～ん、これは、何て答えたらいいか……。

「この質問の答えは本官も凄く興味ありますね」

　アールまでジッと俺おれのこと見つめてくるし……。

　そんないきなり好きな奴やついるかと聞かれても……。

「いない……かなぁ、まだ」

「いないの？　烈火の周りってあんなにたくさん女の子がいるんだよ？」

　イリスはホッとしたような、ちょっと残念そうな表情で追つい及きゆうしてくる。

「まぁ、その辺のことでいろいろと誤解を受けることもあるけど……俺はそういうの、あんまり軽く決められないから……」

「ご自分がヘタレだということをオブラートに包つつみましたねぇ」

　アールはゴンドラの外に出てようか？

「そっか……」

　俺の答えを聞いて、イリスは少し俯うつむいて黙だまり込む。

　ゴンドラが観覧車のてっぺんまで来ても彼女は俯いたままなので、さすがに心配になって、

「……イリス？」

　と名前を呼ぶと、急にはじかれたように彼女は顔を上げた。

　その表情は何かを決意したみたいに真しん剣けんで……かと思ったら、向かい合って座っていた彼女は俺の座っている側の座席へと移ってくる――要するに隣に。

　肩かたも触ふれるほど近くに少女の体温を感じ、鼓こ動どうが速くなる。

「烈火……」

「あ、うん……」

　間近で名前を呼ばれる。

　イリスはほんの少し顔を傾かたむけ、俺のことをやや下から覗のぞき込むように見つめてきた。

「烈火は今……好きな娘こ、いないんだよね？」

「そうだけど……」

「じゃあ、いいんだよね？」

　何が？――と聞く前に、イリスは俺の太ももの上に手を置き、グッと体と顔を寄せてくる。その頬は触れたら熱そうなくらい真っ赤になっていて、っていうか、む、胸が……！

「ねぇ？　いいんだよね？」

「い、いいって……何が？」

「烈火はまだ好きな娘こ決まってないんでしょ？」

「あ、ああ」

「だったら……ア、アタ、アタシがれれ烈火の一番に……！」

　舌をもつれさせながらイリスがその先を口にしようとした、まさにその時――




　ガコンッ！




　――宇宙の最新技術で揺れをまったく感じなかった観覧車のゴンドラが、突とつ如じよとして大きく揺らいだ。

「キャッ！」

「わっ！」

　驚おどろいたイリスに抱き着かれ、俺は別の理由で悲鳴を上げてしまう。

　いや、ていうか今の揺れって何だ？

　ガコンッ、ガコンッ、と先さき程ほどに比べたら小さいが、揺れは未いまだに続いて……ん？　これってゴンドラの屋根の上を誰かが歩いてるんじゃ……？

　そして、バキンッ、と音を立ててゴンドラの扉とびらがいきなり開け放たれた。

「レェ～～～ッカァ～～～」

「ロ、ロザリンド？」

　思わぬところで思わぬ少女の登場に俺は戸と惑まどう。

　つーかロザリンドの全身から溢れ出でてるオーラが怖こわい。死神？　いいえ、吸きゆう血けつ鬼きです。

「……やあぁっと追いついたぞ」

「追いついたって、どうやって宇宙まで……？」

「あの女科学者の宇宙船を借りたのじゃ」

　シャーリーか。そういや彼女も宇宙船を持ってたっけ。てことは、彼女もシエルへ来てるのか？

「烈火！」

「烈火さ～ん。やっと追いつきました～」

　続いて皐月、ラシュエルも現れる。ふたりはそれぞれ魔ま法ほうと翼つばさで空を飛んでいた。

「さぁて、やってくれたのう小こ娘むすめ」

「なによぉ！　みんなして邪じや魔ましてくれちゃって！　いい雰囲気だったのに！」

「させるかバカ者！」

「抜ぬけ駆がけは許しませんよ！」

「はあぁうぅ～～、いいラブエナジーですぅ～～」

　みんなが扉を開け放ったゴンドラの中で騒ぎ始める一方、ゾクゾクゾクっとひとり体を震ふるわせているラシュエル。こいつやっぱり堕だ天てん使しだろ。止めろよ、人の争いを。

　天使が役に立たないので、仕方なく俺が彼女たちを止めようと試みるが……

「「「烈火（レッカ）は黙ってて（ろ）[image: ]」」」

「あ、はい……」

　……男にどうこうできる喧けん嘩かじゃないね、これ。

　そんなわけで俺が途と方ほうに暮れていると。

「――フンっ！　ええぃまどろっこしい！」

　憤ふん慨がいしたロザリンドが怒ど鳴なりながら、その身を数あま多たのコウモリへと変じさせた。

「なっ!?　ちょっ!?」

「前が見えな～い！」

　あっという間にゴンドラの中が黒い色と獣けものの鳴き声に埋め尽くされ――急に、俺の体が浮く。

「へ？」

　そのまま俺の体は、俺の意思と関係なく猛もうスピードで運ばれ始める。

「ええぇぇ!?」

　いまいち状じよう況きようの全てを把は握あくしづらいが、どうやらコウモリの群れが俺の体を持ち上げてゴンドラの外へと連れ去ったらしい。

「ロザリンドさん!?　あなたまで抜け駆けを……！　誰のおかげでふたりに追いつけたと思ってるんですか!?」

「コラー！　烈火を返せぇー！」

　コウモリたちの羽音に紛まぎれて、皐月とイリスの怒ど声せいが聞こえてくる。

　ロザリンドはいったい何をしてるんだ？　俺をどこへ連れて行くつもりなんだ？

　コウモリたちはやがて段々と高度を下げていき、地上近くまで降りると元のロザリンドの姿へと戻もどった。コウモリたちに持ち上げられていた俺は、今度は彼女の両りよう腕うでに抱だきかかえられた格好になっていた。

「ロ、ロザリンド。降ろしてくれよ」

「嫌いやじゃ！　断る！」

　そう言われてもお姫ひめ様さま抱っこされてる俺の身にもなってくれ！

　ロザリンドは俺の頼たのみを無視したまま遊園地の敷しき地ち内ないを駆かける。

「どこ行く気だよ？」

「決まっておる。次はワシとデートするのじゃ」

「え？」

「まったく貴様ときたらワシを差し置いて、あんな小娘にうつつを抜かしおってからに。だいたいお主にはいつもやきもきさせられて……ええぃ！　思い出したら腹が立ってきたぞ！　しばらく地球には帰さんからな！」

「え、ええぇぇ～!?」

　なんか途と中ちゆうから完全に怒おこってたんだけど、俺悪いことしたっけ？

　ていうか、今日はひたすら彼女たちに振り回まわされてばっかりのような……。

「待ちなさいよコラァー！」

　その時、怒ったイリスの叫び声ごえが俺たちを追いかけてくる。

「チッ！　しつこいぞ貴様！」

「アンタの言えたことじゃないでしょうが！」

　ごもっともである。

「ふたりともいい加減にしないと私だって本気になるわよ！」

　皐月も飛行魔法で追ってきた。遠目にも怒いかり狂くるっているのが分かる。

「なぁ、止まった方がいいんじゃないか？　スゲェー怒ってるし」

「ハッ！　物の数ではないわ。ワシとレッカのデートを邪魔するようなら蹴け散ちらしてくれる！」

「……！」

　なんか……今ちょっと本気で言ってなかったか？

　俺の背筋に、あまりにも不意に、冷たいものが流し込まれる。

　その時、ロザリンドが「むっ？」とイリスたちとは違う方向に視線を向け、続けて舌打ちして思いっきり跳とんだ。

　当然、俺も抱っこされたまま運ばれたわけだが、ちらりとロザリンドが視線をやった方に目をやると、ピンポン玉大の何かが放物線を描えがいて飛んできた。

　それが落下して破は裂れつした瞬間――バリバリバリィッと稲いな妻ずまが地面を舐なめるように迸ほとばしった。

「うぇい!?　何で地面から雷かみなりが!?」

　普ふ通つう雷って空から降ふってくるものだろ。いや、このナイトエリアは空が天蓋で覆われているからそれも無理だけど。

「惜おしい。避さけられたわね」

「……フンっ、貴様かシャーリー」

　アトラクションの物もの陰かげから現れたのは青い髪かみにメガネをかけた科学者、シャーリーだった。やはり彼女もシエルに来ていたらしい。

「って、ちょっと待て！　今の雷ってシャーリーが!?」







[image: ]







「電磁拘こう束そくトラップよ。小型で持ち運びに便利なの」

「ンなこと聞いてねぇよ！　危ねぇだろ！」

「安心して。すこ～し痺しびれるだけだから」

　笑え顔がおが怖い。

　つーか目が笑ってない。

　どうやらシャーリーも俺をロザリンドから奪うばおうとしているらしい。

　さらに皐月とイリス、ついでにラシュエルも追いついてくる。

「もう！　みんなアタシと烈火のデートの邪魔しないでってば！」

　地じ団だん駄だを踏んでタイルを破は砕さいするイリス。

「誰がいつそんなこと認めましたか？」

　ジト目の奥おくでフツフツと怒りの炎ほのおを滾たぎらせている皐月。

「貴様ら吸血鬼のワシに勝てると思うなよ？」

　三人に囲まれながら不敵に挑ちよう発はつするロザリンド。

「あら、私はまだあの手もこの手も奥の手も用意してるわよ？」

　かつて惑わく星せいエスタシオンを滅ほろぼしかけた時と同じ怜れい悧りな目をしたシャーリー。

　彼女たちは押おし黙り、睨にらみ合あう。

「「「「……」」」」

「はうあうあう～～～」

　四人の無言の視殺戦を見て、ラシュエルはまたなんか目をとろんとさせているが、俺はただただ冷ひや汗あせを流すばかりだ。

　もしかして、俺って……今、宇宙で一番危険な場所にいるんじゃなかろうか？

　そんなことを思ってしまうくらい、にっちもさっちもいかない状況だった。

「あーあー、烈火さん、どうするんですか？」

　アールのツッコミもいつも以上に容よう赦しやない。

　どうするって言われても……これ、俺にできることってあるのか？

　ラブエナジーが足りなくてフラフラだったラシュエルは元気になっていってるし、彼女の『物語』自体は順調に解決中なんだろうけど……反比例して俺自身を取り巻く状況はドンドン悪化していっている。

『ヒロイン』を助ければ助けるほど危あやうくなるって……どうしたらいいんだ？

　ていうか、俺まだお姫ひめ様さま抱だっこされっぱなしだし。

「……えいッ！」

　緊きん迫ぱくした空気の中、最初に動いたのはやっぱりイリスだった。

　彼女はその卓たく越えつした身体能力を活いかし、ひと息にロザリンドとの距きよ離りを詰つめて俺に手を伸のばす。

「させるかっ！」

「どわあっ！」

　ロザリンドはイリスの手を払はらって避け、大きく横に飛とび退のいて距離を取る。

「――天つ風　古き風　あるべきものを塵ちりへと帰せ」

　そこへ、皐月の風魔法が吹ふき荒あれる。

「二度も同じ手を喰くらうか！」

　ロザリンドは吼ほえると、一いつ瞬しゆんで鋭するどく伸びた爪つめを振るって襲おそいくる風を文字通り斬きり裂さいた。皐月が驚きの声を漏もらす。

　かと思えば、急に地面がドカンッ!!

　俺は地面に投げ出され、ゴロゴロと転がる。

「シャーリー！　やっぱりお前の使うアイテムって殺傷能力が高すぎだろ!?」

「本当に危ないものは使ってないわよ。それだってちゃんとした安全思想の下に設計された土中潜せん航こう式小型地じ雷らいなんだから」

「言っとくけど地雷って時点で安全じゃねぇからな!?」

「あくまで衝しよう撃げきで相手の平へい衡こう感覚を奪うだけなんだけど……まぁ、次からは気をつけるわ。ほら、早く立って。私と行きましょ」

　そう言ってシャーリーはにっこりと手を差し出してくる。

　だから目が笑ってないんだって！

　地球に来て以来、だいぶ丸くなっていた気がしたけど、ここまで容赦ない彼女を見るのは久しぶりだ。

「……！」

　有う無むを言わせぬ迫はく力りよくに俺はつい彼女の手を取ろうとするが……

「させません！」

「あっ！」

　ヒュンッと飛来した皐月が俺の手を掴つかみ、強ごう引いんに空中へと連れ去っていく。

「さ、皐月!?　落ちる、落ちるって！」

「魔法で飛んでるんだから大だい丈じよう夫ぶよ！」

「せめて一回降ろしてくれ！」

「そんな暇ひまないわ！」

　いつもより殺気立った声で皐月は手短に会話を切り、とにかくみんなから離はなれようとナイトエリアから飛び出してしまう。

「いやー、『ヒロイン』同士が烈火さんを取り合って争あらそうなんて……まるで『全ての戦争オールオブウオー』の前ぜん哨しよう戦せんのようですね」

　アールもンな暢のん気きなこと言ってる場合か！

「いや、あの、皐月もみんなも落ち着こうぜ？　ラブエナジーってのを集めるにしても、ラシュエルが傍そばにいないと意味が……」

「何!?　烈火はラシュエルさんともデートしたいの!?」

「へ？　いや、誰もそんなことは……」

「けどイリスさんとはデートしたんでしょ？　ふたりっきりで!!」

「そ、そりゃそーだけどあれはイリスが無理やり」

「ズルいじゃないそんなの！　烈火ってばイリスさんばっかり贔屓ひいきして！」

　贔屓って……なんか皐月やたらと興奮してないか？

「わ、私だって……れ、烈火と……」

　皐月がもごもごと何か言いたそうに顔を真っ赤にしていると――不意に視界が黒で覆われる。

「キィキィキィキィキィ！」

「わぷっ！　ロザリンドのコウモリか!?」

　ロザリンドはロザリンドでまるで諦あきらめるつもりがないらしい。

「くっ、この！」

　皐月はコウモリの群れを振り切きろうと園内上空をジグザグに飛ぶ。

　もちろん追ってきているのはロザリンドだけではない。イリスはアトラクションの間を次々と飛び移りながら、シャーリーは履はいている靴くつ自体が地面から浮く発明品らしく滑るようなスピードで、それぞれ追いかけてきている。

　彼女たちから逃にげる内に、気がつけば見覚えのないエリアにまで来てしまっていた。

「待ちなさいってば！　そっちはロケーションエリアよ！　一いつ般ぱん人じんは立ち入り禁止なんだから！」

「えっ、キャアッ！」

「わあー！」

　立ち入り禁止という単語に反応してしまったらしく、皐月は一瞬空中で停止してバランスを崩くずす。

「いただき！」

「あっ！」

　その隙すきをついてイリスが再び俺を奪い返かえした。

「おかえり～烈火。アタシがいなくて寂さびしくなかった？」

「いや、たぶんまだ離れて十分くらいだよな？」

　しかもずっと追いかけられてたし、離れ離ばなれだった感が全然しないんだが。

　いや、そこはどうでもいいとして。

　いい加減、このバカ騒ぎをやめさせなければ。まずは発ほつ端たんのイリスをちゃんと叱しかって、みんなに謝あやまってもらって……よし。

「なぁイリス」

「キャッ！」

　俺が声をかけようとした瞬間、イリスが飛び乗ったポールが、ロザリンドが自身の腕うでを変化させた狼おおかみによって半ばから折られてしまった。

　結果、イリスはバランスを崩し、ついでに彼女に抱きかかえられていた俺も落下する。

　ていうか、高ッ！

「いつの間にこんな高いところに!?」

「烈火さんが何か考え事している内にですよ」

　アールがのんびり答えてくるが、わりとシャレになってない。

「クッ！」

「烈火!?」

　とっさにイリスを抱き寄よせ、俺が下になる。チラッと見た感じだと、落下地点には何か小型のテントみたいなのがあったような……

　バスンッ！

「うわっ！」

「キャア！」

「うぼわあああああ！」

　テントの屋根を突つき抜けた俺たちは、しっちゃかめっちゃかにあちこち体をぶつけながらなんとか大ケガもせずに着地できた。どうやらテントか何かがクッションになってくれたらしい。

「イリス。大丈夫……かっ!?」

「あんっ！」

　イリスの無事を確かく認にんしようとした俺は、自分の顔面に上から押しつけられているやわらかいものの感かん触しよくにようやく気がついた。

　落下の衝撃で、気がついたら彼女の胸の谷間に顔が滑り込んでいたらしい。

「イイイリスッ！　わ、悪い！　わざとじゃないんだ！」

「アッ……あんまり下で喋しやべらないで……」

　いつもより弱々しい声のイリスに抗こう議ぎされ、俺は慌てて口を閉じ、そのまま何をどうしたらいいか分からず硬こう直ちよくする。

「「「あああああーー[image: ]」」」

　そうこうしている内に三人も追いついてきた。なんか凄すごい形相だけど……。

「烈火ってばいったい何してるのよ!?」

「ええぃ！　イリスも早くどかんか！」

　皐月が悲鳴を上げ、ロザリンドがイリスの体を無理やり俺から引っぺがす。

「まったくこの小娘は！　どこまですれば気が済むのじゃ！」

「フーンだ。アタシはアタシの気持ちに素す直なおなだけだもん。変な意地張ってる人とは違うのよ」

「ちょっと！　それって誰のことですか!?」

「まぁ、私からすればあなたたち三人とも一度は抜け駆けしようとした面子なわけだけど……さて、どうしましょうか？」

　女三人寄れば姦かしましいと言うが、皐月たちの口論もそんな感じだった。

「はぁ～、やれやれ」

「烈火さんにやれやれと言う権利はないと思いますがね」

　うるせぇ。少しくらい気を抜いたっていいじゃねぇか。なにしろ今日は彼女たちに振ふり回されっぱなしなんだ。

「はうあ～～、あフンっ！」

　ラシュエルときたら俺たちの周囲をぐるぐる回りながら身み悶もだえしてるし……その身悶える仕草はエロいはずなんだが、なんかエロくない。本人がアホっぽいからか？

　まったく、こいつのせいで今日はあちこち振り回されたり、テントの上に落っこちたりして大変だったんだぞ……ていうか、あんな高いポールの上から落ちてよく無事だったな俺。

「うぐぐぐ……」

「ん？」

　今……なんか俺の下で声がしなかったか？

「あああああああああ!!」

　その時、第三者の甲かん高だかい悲鳴が俺たちの鼓こ膜まくを貫つらぬく。

　声のした方を振り向むくと、そこには妙みように疲れた雰囲気の少女――背は低いが年上だろうか？――がムンクの叫さけびみたいなポーズをしていた。

「ああああアンタら人んとこのスタッフの仮設テントに何してくれてんの!?」

　スタッフ？　仮設テント？

　……なんか、凄く嫌な予感がした。

　俺は恐おそる恐るテントの端はしっこをめくり、自分の下した敷じきになっているものを確認すると――




　――そこには厳いかついナイスシルバーな爺じいさんが、やたらとカッコいい衣装を着たままピクピクと痙けい攣れんして横たわっていた。







第三章　ヒロイン検定







　俺たちは先程出会った疲つかれ気ぎ味みの少女――ヅィータの前に揃そろって正座させられていた。

「さてと……このクソガキども、どう落とし前つけてくれんの、ああン!?」

　額に青筋を浮かべたヅィータはメガホンで肩を叩たたきつつ、俺たちを睥へい睨げいする。体はちっちゃいのに凄い迫力だ。コワい。

　こんなことになった原因は、もちろん先程テントの上に落下した時、俺が爺さんを押し潰つぶしてしまったことだ。

「あ、あの……ところでさっきのお爺さんの容体は……？」

　俺は怒っているヅィータにビクビクしつつ、どうしても気になっていることを尋たずねる。

「……まぁ安心しとけ。とりあえず、お前が心配してるようなことにはなってないから」

「あ、ならよかっ……」

「あたし的にはちっともよくないけどな」

　安あん堵どのため息をつこうとしたところで再びドスの利きいた声を出され、思わず背筋をピンと伸ばす。

「あの人はな、ウチの特とく撮さつに出る大事な主役だったんだ」

「特撮？」

　特撮ってあれだよな？　着ぐるみの怪かい獣じゆうとヒーローが戦う感じのアニメ。

　さっき彼かの女じよが言っていた「スタッフ」というのは、その番組を撮とるカメラマンとかキャストのことらしい。

「ていうか、あんな爺さんが主役なのか？」

「言っておくけど、あの人はとある戦せん闘とう種族の戦士だからな。坊ぼうやの五億倍は強い」

「左様ですか……」

「だからまぁ、ガキふたりに下敷きにされたぐらいじゃ、本来ビクともしない人……だったんだけど」

「だけど？」

「……さっきのアレでギックリ腰ごしになっちまってな」

「ああ……」

　戦闘民族も寄る年波には勝てなかったってことか。

　って、笑い話でもないよな。
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　当たり前だけど、主役がいなきゃ特撮アニメなんて撮れるわけがない。

「まったく、困ったもんだな。今日以外に撮さつ影えいできないのに」

「あの……ホントにすみません。俺にやれることなら何でもしますから」

「あったり前でしょそんなもん！　アンタにゃ空いた役の穴あな埋うめしてもらうからね！」

　速そつ攻こうで怒鳴り返され、俺はまたしても背筋を伸ばす。

「……って、空いた役の穴埋め？」

「アンタには主役のギンガグレイトを爺さんの代役でやってもらうわ」

「……はいぃ!?」

「何でもやるって言ったろ」

　いや、いくら何でもそれは……。

「さ、さすがに主役の代役なんて無む茶ちやじゃ……？」

「ほかの代役を探してる時間がないのよ。でなきゃ誰がアンタみたいなド素人しろうとに頼むもんですか」

　ヅィータは長い長いため息を吐はいて吐いて吐き尽つくす。

「……この新シリーズにはね、ウチの社運がかかってんの。何にもせずにポシャらせることなんてできねぇし、トラブルがあったからってやれることは全部やんねーと」

　そ、そんな大切な作品の主役をギックリ腰にさせちゃったのか、俺……。

　罪悪感で全身がズーンと重くなる。

「……どうしても撮影は今日中じゃなきゃダメなんですよね？」

「そーだな」

「分かりました。俺、代役やります」

「……ふーん」

　ヅィータは俺の目を覗き込んで鼻を鳴らす。

「ガキにしちゃマシな奴だな。軽い気持ちで責任取ろうとしてるわけじゃなさそーだ。お前、名前は？」

「波なみ乱だれ烈れつ火か」

「そ。んじゃ烈火、こっち来な。そっちの嬢じようちゃんたちもね」

　スタスタと歩いていくヅィータのあとを俺たちはゾロゾロと続く。

　そうして連れてこられたのは、先さき程ほど潰つぶしてしまったのとは別のテントだった。

　中に招き入れられてヅィータから手て渡わたされたのは、さっきの爺さんが着ていたやたらカッコいい衣装だった。

「こいつに着き替がえな」

「サイズ合ってるんですか？」

「着れば自動的に合う」

「？」

　どういう意味かいまいち分からなかったが、まぁとりあえず着てみた。

　すると最初サイズが合わなかった衣装がまたたく間に収縮し、俺の体格に合わせた大きさに変化する。それも別にピッチリしているわけではなく、着苦しくない塩あん梅ばいだ。

「スゲェ。自動でサイズ調整してくれるのか」

「なにしろ特注だからな」

「はぁ～、宇宙の技術ってやっぱり凄いな」

　そんな風に俺が感心していると、腕うで組ぐみしたヅィータがうなり、

「パッとしないなぁ」

　と呟つぶやいた。

　そうハッキリ言われるとヘコむなぁ……。

「まーいいや。どうせ本番じゃマスクかぶるし」

「マスク？」

「首の後ろにあるボタン押してみろ」

「えーと……これか？」

　俺は手て探さぐりでボタンを探し、ポチッと押してみた。

　すると、背中の辺りからバイクのヘルメットみたいなバイザーで目元の隠かくれたマスクが飛び出だした。マスクもまた衣装と同じように自動で俺の頭にサイズを合わせ、すっぽりと嵌はまる。

「ホント宇宙の技術って凄いな……」

　試ためしにマスクの側面を叩いてみると、コンコンッと硬こう質しつな音が跳はね返ってくる。こんなものがどうやってスーツの中に内蔵されていたのか、俺には原理すら分からない。

「うん。マスクをかぶればお前の冴さえない顔でも問題ないな」

「……」

「じゃあ、あとは――」

　落ち込む俺を華か麗れいにスルーして、ヅィータは次に皐さ月つき・イリス・ロザリンド・シャーリーたちの方を振り向く。

「――嬢ちゃんたちの中の誰だれかにメインヒロインのギンガビューティー役をやってもらわないとね」

「「「「えっ？」」」」

　ここまでとりあえずついてきたという感じだった彼女たちは、ヅィータの突とつ然ぜんのセリフに疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。

「あの、メインヒロインって？」

　おずおずと手を挙げながら皐月が尋ねた。

　するとヅィータはメガホンをポンポン叩きながら、

「今回の新シリーズ、って言っても昔ウチでやってた番組のセカンドシーズンなんだけど、第二期の新要素ってことで今作は男女ふたり組のヒーロー戦士って設定にしたんだ。で、そのヒロイン役だった人が、ギックリ腰で入院した爺さんの奥さんでさ。おしどり夫ふう婦ふだから旦だん那なの看病は自分がつきっきりでやるって言い出して……つーわけで、ヒロイン役にも穴が空いちゃったから、アンタたちの中で誰かやってくれる奴やつに代役を……」

「私が」

「アタシが」

「ワシが」

「私が」

「「「「やる（ぞ）（ります）」」」」

「え？　あ、おう……」

　説明を遮さえぎって猛もう然ぜんと立候補した皐月たちにヅィータが面喰らっている。

　まさかここまで喰いつかれるとは思っていなかったのだろう。正直、俺おれも戸惑ってる。何でみんなこんなやる気なんだ？

「あらまぁ。『ヒロイン』のみなさんでメインヒロイン争そう奪だつ戦せんですか。これまたおもしろそうですね」

「はうはう、またラブエナジーがいっぱいもらえそうです」

　アールとラシュエルだけが蚊か帳やの外から楽しそうに俺たちのことを眺ながめていた。




　　　　　▽




　さて、立候補者が多いからといってヒロイン役の枠わくは増えたりしない。

　となると、誰がその役をやるか四人の中から選ばなきゃならないわけで。

「つーわけで嬢ちゃんたちのこと軽くテストさせてもらうから」

「「「「はい（うむ）！」」」」

　メガホンで肩かたを叩くヅィータに皐月たちは気合いの入った返事をする。

　彼女たちの目は……なんかこう、ギラギラとしていて、少し離れた位置で見ている俺にも本気度が伝わってきた。

「まさか皐月とかロザリンドが、特撮のヒロインをやりたがってたなんて知らなかったなぁ……」

「烈火さんの思考回路って、たまに落ちものパズルゲームをコントローラー逆さまに持ってプレイしてんじゃねぇのってくらい、チグハグな積み方しますよね」

「？」

　確かに思考は積み重ねるものだけど、その喩たとえはヒドいなオイ。

「まぁ、今回の『ヅィータさんの物語』もなかなか大変そうですし、烈火さんも発声練習くらいしておいた方がいいんじゃないですか？」

「……え？　ヅィータって『ヒロイン』だったのか？」

「気づいてなかったんですか？　じゃあ何で主役の代役引き受けたんです？」

「そりゃ爺さんがギックリ腰になったのは俺のせいだし、この映画に社運をかけてるって言ってたから……ていうか、もしかして今回の『物語』って俺のせいで発生したのか？」

　頭を抱かかえる俺に対し、アールはふぅとため息をついて、

「……まぁ、普ふ通つうにあのお爺さんを主役に据すえて映画を撮ったとして、それが必ず成功するとは限りませんし、『ヅィータさんの物語』の発生が何であるにしろ、いつも通り烈火さんは全力でハッピーエンドを目指せばいいかと思いますよ」

　と、なんだかフォローっぽいことを言ってくる。

　……そうだよな。申し訳ないと思うのは当たり前として、『物語』の解決に全力で取り組むことは変わらないんだ。やるべきことをしっかりやる。それで行こう。

「むっふっふ～、愛ですな～」

　人が決意を新たにしている横で……ラシュエルがなんだか気持ち悪い笑えみを浮かべていた。

「……ラシュエル」

「はい？　何ですか、烈火さん？」

「よだれ」

「はぅわ!?　これは失敬」

　顔を赤くして口元をごしごしと擦こするラシュエル。

「あのさ、お前って確かラブエナジー不足で空腹だったから俺のところに来たんだよな？」

「はい。その通りです」

「さっきから元気そうだけど、もうラブエナジーって充じゆう分ぶんに補給できたんじゃないか？」

　それならとりあえず、これ以上ラシュエルのためにイチャイチャする必要はなくなるのだが。

「確かにそうですねー。段々お腹なかも膨ふくれてきました！」

「そうなのか？　だったら……」

「……あっ！　でもでも、まだまだお腹減ってますよ？　腹三、いえ、二分目くらいです！　このままじゃ明日にはまた行き倒だおれてしまいます！　ホントですよ!?」

　大おお袈げ裟さに身み振ぶり手て振ぶりを交えながらラシュエルはアピールしてくる。

　途中で言い直したような気がするが……まぁ、まだというなら仕方がない。

「それじゃあまぁ、もう少しつき合うけどさ」

「ありがとうございます！　それにしても私みたいな厄やつ介かい極きわまりない奴につき合ってくださるなんて、烈火さんはいい人ですね！」

　自覚あったんかい。

「いえ、あなたの周りに溢あふれるこのラブエナジーを思えば、ラシュエル的にはもはやいい人なんて域に留とどまりません！　神です！　神レベルです！」

「おい天使」

　天使がそんな簡単に人を神とか言っちゃっていいのかよ！

「それにしてもあれですね、こんなラブエナジーを毎日いただけるなら、今日からあなたを唯ゆい一いつ神としてお仕えしたい所存ですよ」

　翼つばさをぱたぱたと動かしながら、ラシュエルは猫ねこみたいに体をすり寄せてくる。

　なんとも陽気というか、お気楽というか、軽いノリで宗しゆう旨し替がえ表明しちゃったぞこの天使。

　登場からしてそうだったけど、ラシュエルって天使に対する俺の先入観をことごとくブチ壊こわしてくれるよなぁ。

「そこの変態天使！　何をレッカに密着しておるのじゃ！」

　ヅィータから役の説明を受けていたロザリンドが、俺たちのやり取りに気づいて眉まゆを吊つり上あげる。

「はう！　ああン、さらに強きよう烈れつなラブエナジーが私の中に流し込まれて……ふぅ」

　一方、怒ど鳴なられたラシュエルは身をよじらせて喜んでいた。

　……ドＭ？

　ロザリンドはそのままラシュエルに詰め寄ろうとしたが、彼女の首根っこをヅィータが片手で捕つかまえる。

「時間ねぇんだからちゃっちゃとテストするぞ。それともアンタは不戦敗でいいの？」

「ぐぬぬ……！　いや、やる！」

「よし。じゃあ、始めるぞ」

　ヅィータは手をパンッと叩いて皐月たちの顔を順番に見やる。

　そういやテストって何をするんだろ？　ラシュエルと話していて聞いてなかった。

「それじゃ、さっき渡わたした台本ね。その三ページ目にあるセリフ、順番に演技してみな。最初はそっちの……」

「皐月です」

「じゃあ皐月から。皐月が終わったら、その隣となりの金きん髪ぱつチビな」

「誰がチビじゃ！　ワシはロザリンドじゃ！　たいして背せ丈たけ変わらんじゃろうが！」

　ロザリンドが憤ふん慨がいするが、ヅィータは相手にしない。

「んじゃ、やってみて」

　彼女は腕組みしながら皐月のことだけをジッと見つめていた。

「はい。えっと……」

　皐月は緊きん張ちようした面おも持もちで台本を開き……なぜか頬ほおを赤らめる。

「あ、あの、これ本当に言うんですか？」

「あ？　当たり前だろ。言うっていうか、ヒロインの名乗り口上なんだから叫べ」

「で、でも……」

「恥はずかしいんなら別にいいぞ。そんなんじゃ役者なんて務まらん。あと三人いるし、そっちの銀ぎん髪ぱつ娘むすめはやる気がありそうだしな」

　そう言ってヅィータが指差したのはイリスだった。

「はーい！　頑がん張ばりまーす！　あとアタシの名前はイリスでーす！」

　イリスはなんだか早くやりたくてウズウズしているようで、受け答えもハイテンションだった。結構特撮アニメとか好きなのかもしれない。

　やる気満々な態度を見せるイリスにヅィータは満足そうに頷うなずく。

「――ッ！　や、やります！　やらせてください！」

　ふたりのやり取りを見て、皐月は慌あわてて表情をグッと引ひき締しめた。

　彼女は台本を眺めたあと一度目を閉じる。

　おそらく頭の中で今覚えた台本のセリフを暗唱しているのだろう。

　そして、サッと目を開け、ためるように息を吸った。

「わ……私の名はギンガビューティー！　銀河の平和を乱す者よ！　私が大アンドロメダ星雲に代わって成敗するわ！」

　全力でギンガビューティーの名乗りを叫び終え……少し間を置いて、ボッと顔を真っ赤にする皐月。

　うーん、皐月はめだつのがあんまり好きなタイプじゃないから、こういった派手な演技っていうのは苦手なのかもしれない。

「もう一回」

「っ！　私の名は……！」

　ヅィータに促うながされ、皐月はもう一度セリフをくり返す。

　当然なのかもしれないが、彼女は相手が恥ずかしがってるかどうかなんて斟しん酌しやくしない。やれるかやれないか、それだけを真しん剣けんな眼まな差ざしで見み極きわめていた。

　それが皐月にも分かっているみたいで、徐じよ々じよに羞しゆう恥ち心しんを捨てて演技をしながら声を張り上げていく。

「私の名はギンガビューティー！　銀河の平和を乱す者よ！　私が大アンドロメダ星雲に代わって成敗するわ！」

「ん。それじゃ次はロザリンドな」

「う、うむ……ゆくぞ」

　続くロザリンドも恥ずかしそうに、というか若じやつ干かん嫌いやそうにだが、透すき通とおるような美声を披ひ露ろうした。

「じゃあ次はイリス、いっきまーす！」







[image: ]







　イリスは乗り気に元気よく、一番役になりきって演技していたように思う。

「私がトリなんて緊張するわね。シャーリーです。よろしくお願いします」

　シャーリーの演技は完かん璧ぺきだったが、逆に完璧すぎるというか、可もなく不可もなくといった感じがした。

「こういうのはやはり性格が如によ実じつに出るもののようですね」

「だな」

　珍めずらしく俺がアールの意見に同意していると、ふと隣にいたはずのラシュエルがいなくなっていることに気がつく。

「あれ？　ラシュエルは？」

「ラシュエルさんならあちらですよ」

「？」

　アールが指差したのは腕組みしているヅィータ――に後ろからこそこそと近づいていっているラシュエルだった。

　いったい何やってんだ……？

　ラシュエルはヅィータの背中をちょいちょいっとつつき、彼女が振り返ると何事かを耳打ちする。

「ん。そうだな。そうするか」

　ラシュエルの耳打ちに頷いたヅィータは俺の方を振り向く。

「おい、ちょっとこっち来い」

「はい？」

　呼ばれたのでヅィータのところへ行くと、俺も台本を渡された。

「ついでだからお前の演技も見るわ。嬢ちゃんたちと一いつ緒しよにギンガグレイトの名乗りやって」

「あ……」

　そういや俺も皐月たちみたいなセリフ言わなきゃなんだった。

「烈火の代わりはいねーから、お前だけは何がなんでもギンガグレイトの演技を完璧にしてもらうぞ。覚かく悟ごしとけ」

　早くも飛び出たスパルタ宣言に慄おののきつつ、俺は台本のページをめくる。

「……？　これ、台本のわりにギンガグレイトのセリフしかないような？」

　しかもあんまり前のセリフと次のセリフにつながりがない。

「ん。それはギンガグレイトの台本だからな」

「ギンガグレイトの？」

　よく見ると俺の台本のタイトルには『ギンガグレイト』と書かれているのに、みんなのには『ギンガビューティー』と書かれている。

　キャラクターごとに台本が用意されてる？　台本って全員共通のものを使うんじゃないのか普通……いや、まぁ特撮アニメの撮影っていうのがどういう進行でやるのかなんて、俺は知らないんだけど。

「いいから烈火はギンガグレイトのセリフを頭に叩き込め。で、覚えたらそっちの嬢ちゃんたちと並んで決めポーズ取りながら決めゼリフの練習な」

「わ、分かっ……」

「ああ、それと決めポーズは各自自分で考えること」

「え？」

　どういうことだ？

「今回の撮影はかなり特殊な企画だからな。ある程度はお前ら自身のやりやすさを考こう慮りよする必要があるんだよ。それにこっちの翼生えた嬢ちゃんに聞いたとこ、お前ら全員深～い仲なんだろ？　だったら誰と誰の息が一番合ってるかってのも見ておきてぇんだ。主役とヒロインの息がバラバラじゃあ台無しだからな」

　ヅィータはサスペンダーをパチンパチンとはじきながらそう説明する。

　ていうか、またお前かよラシュエル。

　たぶん彼女がそんな入いれ知ぢ恵えをしたのは、俺と彼女たちとの接せつ触しよくを増やしつつ、かつ彼女たちの対立を煽あおるために違ちがいない。

　クソゥ！　なんて厄やつ介かいなんだ今回の『ヒロイン』は！　ロザリンドやシャーリーとは直接戦ったことだってあるけど、ラシュエルは明確に敵ってわけでもなく、なんかいらんことばっかりするっていうか……とにかく困ったちゃんすぎるだろ！

「「「「……」」」」

　案の定、みんな物もの凄すごい真剣な表情でお互たがいの様子を窺うかがってるし。

「じゃあ場合によっては名乗り口上に多少のアレンジは加えてもいいから、各自十分ずつポーズの考案と練習をして、あたしに見せに来て」

　ヅィータがそう告げた瞬しゆん間かん。




「「「「烈火！　私（アタシ）（ワシ）と練習しましょ（するわよ）（するぞ）！」」」」




　皐月・イリス・ロザリンド・シャーリーが一いつ斉せいに、俺へと詰つめ寄ってきてまたたく間に激しい争奪戦が繰くり広ひろげられた。

「いやっ、ちょっ！　みんな落ち着ッ！　順番！　せめて順番にッ……ギャアアア！」

「ああああ！　効くきくキクゥ～～～」

「ラシュエルウウウウ！　覚えてろよこんちくしょうめ！」

　過去、これほどブン殴なぐりたいと思ったヒロインはいなかった気がする。

　つーかやっぱりこいつ堕だ天てん使しだろ、と心の底からそう思った。
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　そんなこんなで。

　ポーズを含ふくめたセリフテストがあり。

　バトルシーンに必要なアクションテストがあり。

　その他諸もろ々もろ俺おれにはよく分からない専門的なテストがあって。

　俺の相方となるギンガビューティー役に決定したのは……。

「じゃーん！　イリスちゃんでーす！」

「「「何でよ（じゃ）[image: ]」」」

　はしゃぐイリスに抗議する三人。

　その様子をメガホン片手に眺めながら、ヅィータは面めん倒どうくさそうに。

「シャーリーは演技に〝熱〟ってもんがないんだよ。そんなんで特撮のヒロインが務まるかっての」

「あらら」

「皐月は運痴だし」

「うぐぐ」

「ワシはどうなのじゃ!?　セリフもアクションも完璧だったじゃろうが！」

「あー、まぁロザリンドも悪くなかったんだけど」

　ヅィータはそこで頭の高さを示すように手でジェスチャーして。

「ヒーローとヒロインってのは並んだ時のバランスが大事なんだよ。お前チビすぎ」

「むむむ」

「何がむむむだ。あとお前胸もないし」

「ぬぐわぁ！」

　ロザリンドは頭を抱えて苦く悩のうの叫び声ごえを上げた。

「……と、いうわけで総合的に見て一番問題点の少なかったイリスがギンガビューティー役だ」

「なんかそれ、あんまり褒ほめられてる気がしないわね」

「ド素人がナマ言ってんじゃねーよ」

　ヅィータはぴしゃりと言い切り、ふと俺の方を振り向く。

「で、お前どうした？」

「……察してください」

　競きそい合う四人の少女に振り回まわされた男の心労と、あと主に体力を。

　ま、まぁその甲か斐いあって無事ヒロイン役も決まったし、よしとするべきか……あとで皐月たちに何かしらのフォローを入れる必要がありそうだけど。なんかダメージのデカそうなロザリンドは特に。

「つやつや～」

　すっかり生気を取とり戻もどしたラシュエルは、浮かれた調子でぐるぐると宙を飛び回っている。その後ろをアールがおもしろがって追つい尾びしているのだが、もはやツッコミを入れる余よ裕ゆうもない。

「じゃあ、イリスはこれ着て」

　そう言ってヅィータはギンガビューティーの衣装をイリスに渡す。

「はーい。えへへ」

　イリスはうれしそうに受け取って、俺と同じようにヒロインの衣装を着た。すると彼女の体形に合わせて衣装のサイズが自動調整される。

「んんー……まぁイメージより胸がデカいけど、そこは仕方ないか」

　ヅィータはイリスの衣装の着こなしを見て妥だ協きようするように頷く。

「じゃあ、あたしは撮影現場に移動する準備してくるわ」

　寝ね不ぶ足そくなのか、目元を揉もみほぐしながらヅィータは喋しやべり、準備とやらのために俺たちの許もとからいったん離はなれた。

「んふふ～、烈火」

「ん？」

「お揃い！」

「う、うん……」

「「「……」」」

　イリスが物凄くうれしそうなのはいいんだが、その後ろの三人が……。

「今回はイリスさんのひとり勝ちですね～」

　上空からコマのように回転しつつ下りてきたアールがそんなことを言う。

「本官はイリスさんのスペックには最初から期待しておりましたよ～」

　よく分からんことを回りながら喋るな。エコーっぽくなるから。

「あっ、どーもどーも烈火さん」

　ふとラシュエルが俺に気がついて空から降りてくる。アールのことを見上げていたのを自分が見られていると勘かん違ちがいしたらしい。

「いやあ、先さき程ほどのみなさんが繰り広げた恋こいのデッドヒートは最高にハイでしたね！　見てくださいこの肌はだつやを！　生まれたての赤ちゃんみたいでしょう？　まるで天使学生時代に戻った気分です」

「……それっていったい何年前の」

「ああ！　あんなところに空飛ぶカバが！」

　ちょっと意地悪を言おうとしたらラシュエルは慌てて大声で叫び、話題を逸そらすようにあさっての方向を指差す……って、ホントにカバが空飛んでやがる!?

　まんまと彼女の意図通り俺が驚おどろいていると、そこへイリスが寄ってくる。ラシュエルと話している俺を見てちょっとつまらなそうに頬を膨らませながら。

「カバが空飛ぶくらい別に珍しくもないでしょ。……ねっねっ烈火～、ヅィータが戻ってくる前に軽くセリフのおさらいしましょ？」

「えっ、あ、うん」

　イリスが差し出した台本を受け取り、俺は彼女と読み合わせをする。

「俺の名はギンガグレイト！　銀河の平和を護まもる者！　ビッグバンよりも熱くイクぜ！」

「私の名はギンガビューティー！　銀河の平和を乱す者よ！　ブラックホールに代わってあなたをプチっと潰してあげる！」

　相変わらずイリスはノリノリだ。

　俺はまだちょっと恥ずかしいが、四人との練習のおかげでだいぶスラスラとセリフを言えるようになった。

　……にしても、ホントこの台本ってセリフだけだよな。

　台本っていうよりセリフ集？

　小説みたいに地の文がないとはいえ、台本だって全部読めばある程度ストーリーが思おもい浮かぶもののような気がするが、これは全然分からない。

「……あれ？　そういえば……」

「ん？　どうしたの？　烈火」

「いや……この台本、悪役が出てこなくないか？」

「そりゃーアタシのはギンガビューティーの台本で、烈火のはギンガグレイトの台本だもん」

「そうなんだけど、主役のセリフの中に敵の名前が一個も出てこないって……」

　こういう作品の場合「現れたな○○！」とか「○○許さん！」みたいなセリフがあってもよさそうなものだけど、このギンガグレイトの台本にはそれが一個もない。イリスのギンガビューティーの台本にもだ。

「ん～、そう言われてみれば何か変かも……？」

　とはいえまぁ、この台本を作ったのは俺たちじゃないわけで、ふたりして首を傾かしげても答えなんか出ないに決まってる。

　こういうのはやっぱり書いた本人に聞くのが一番早いよなぁ。

　そんなことを思っていたら、ちょうどヅィータが帰ってきた。

「ヅィータ」

「ん？」

「この台本、悪役の名前が全然出てこないけど、俺たちって何と戦うんだ？」

　正確には特撮アニメとして、戦う演技をするわけだが。

「ああ、そのことか。ちょうどいいや」

「？　ちょうどいい？」

　質問の答えに思わぬ言葉を返されて戸と惑まどう。

「さっきその敵さんが見つかったから、今から移動するぞ」

「え？」

　見つかったって……何だそれ？

　敵役の役者さんが到とう着ちやくしたとかならまだ分かるけど、見つかったって表現はおかしくないか？

　それじゃまるで今の今まで敵役が誰になるのか決まってなかったみたいな……。

「ほらほら！　ボサッとしてないで移動すっぞ！　お前らが乗ってきた宇宙船は何隻せきだ？」

「えっと、一、いや、二隻だけど」

「じゃあウチの宇宙船で牽けん引いんできるな。さっさとここに呼び出せ。ウチの奴には高速ワープ装置積んであるから目的地まで三十分もかからないぞ」

　本当に急いでいるらしく、ヅィータは俺たちの背中を蹴けっ飛とばして自分たちの宇宙船へと慌ただしく乗り込ませる。

「ちょっ、ちょっと待った。せめて目的地はどこなのか教えてくれよ」

「ああン？　目的地？　えっとなぁ……」

　ヅィータは悪態を吐つきながら宇宙船のコンソールを操作する。

　そうするとメインスクリーンに巨きよ大だいな映像がひとつ浮かび上がった。

　そこにはやたらと見覚えのある星が映し出されていて……。

「……地球？」

「ん？　何だよ知ってるのか。大銀河連れん邦ぽうに所属してない星なんだけどな」

「地球が目的地なのか？」

「そーだよ。お前らが戦う敵さんがここで見つかったからな」

「え？」

　地球で敵が……見つかった？

　ますます意味の分からないことを言われ、本格的に俺は混乱する。

　そうこうしている内にヅィータたちの宇宙船はワープ態勢に入り、カウントが始まった。

「なぁ……最初の質問に戻っていいか？」

「ん？」

「俺たちって……何と戦うんだ？」

「あれ？　まだ言ってなかったか？」

　ヅィータはわりとガチで覚えてなかったらしく、軽く首を傾げてから、

「怪かい獣じゆうだよ」

　と答えた。
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「……え？」

「ゴアアアアアアアア!!」

　俺の眼前……と言うべきかはるか頭上と言うべきか分からないが、大だい怪かい獣じゆうが巨大な雄お叫たけびを上げた。

　って！　ちょいちょいちょいちょっと待ったああああああああああああああああ！

『よし、倒せ』

「んな無む茶ちやな！」

　俺は耳元で聞こえてきたヅィータの声に向かって怒鳴り返した。

　ギンガグレイトのマスクの内側には通信機が内蔵されていて、はるか上空の宇宙船から俺とイリスと怪獣のバトルを撮さつ影えいしているヅィータたちと話すことができるのだ。

「ゴアアアアアアアア!!」

　目の前の怪獣――正確には宇宙怪獣というらしい――は、これまた特とく撮さつアニメに出てくる怪獣そのまんまというか、岩石のような肌にビルよりも大きな巨きよ体たいを併あわせ持もつ強こわ面もての怪かい物ぶつだった。

　こんなもんが宇宙じゃいろんなところを飛び交かっているらしい。

　もちろん、それを撃げき退たいする軍隊も大銀河連邦にはちゃんといるんだが……問題は、その軍隊ってのは連邦領内の怪獣しか退治してくれないってことだ。

　まぁ、軍隊にも所属と管かん轄かつってものがあるわけだし、それ以外のところに手を出すのはいろいろと問題になるらしいのだが……。

「でもやっぱり怪獣退治は軍隊に頼たのんだ方がいいんじゃないか!?」

『バーカ。軍人だってお仕事だぞ。金にならん仕事やるプロがどこにいるんだよ』

「だってなぁこれは……」

　俺は自分よりもはるかにデカい怪獣を見上げる。

『金で戦うのが軍人だ――なら、金ももらわずに戦うのはヒーローってもんだろ？』

　通信の向こうでヅィータがニヤリと笑った気配がした。

　金銭ではなく、正義によって戦う者――いわゆる本物のヒーロー。

　その本物のヒーローが主演する特撮アニメというのが、ヅィータの企画した『リアルヒーロー伝説　ギンガグレイト』の肝きもらしい。

　いや、確かに本物が出る特撮アニメとか凄すごいとは思うけど……。

　ズシンッ!!

　大怪獣がその巨大な一歩を踏ふみ出だし、大地が震ふるえた。

　……何で特撮アニメのヒーローが巨きよ大だい化かしたりロボットに乗ったりするのか、今の俺には激しく理解できた。そうでもしねぇと勝てないだろこんなん……。

　幸いというか何というか、ここは北海道の端はしっこで、海岸線沿いに道路こそ走っているもののほかには何にもないところだ。数十キロ先まで民家ひとつない。だから今すぐこいつのせいで被ひ害がいが出るってことはないけれど……かといって、勝てなきゃどうしようもないのには変わりない。

　いちおう皐月とシャーリーに、ヅィータたちには内ない緒しよでリアやコロナを呼びに行ってもらっているが、

『オラオラ、せめて名乗り口上ぐらいシャンとやれ！』

　撮影自体もしっかり成功させないと、『ヅィータの物語』がバッドエンドになっちまうんだよなぁ。

　ヅィータたちが「撮影は今日しかできない」と言っていた理由のひとつは、彼かの女じよはとあるツテを使って連れん邦ぽう軍ぐんから情報を買っていて、ちょうど手て頃ごろな敵役となる宇宙怪獣が人のいる惑わく星せい――地球――に飛来するのが今日だと予測を立てていたからだ。

　もうひとつの理由は単純にスケジュールと金銭の問題……例の戦せん闘とう民族の爺じいさんを口説き落とすのに時間がかかったこともあって、これ以上撮影を先延ばしにすると先に彼女の会社が潰つぶれてしまうらしい。

　うん、そうだ。爺さんのギックリ腰ごしだって俺のせいだし、しっかりやらねぇと……。

「ゴアアアアアアアア!!」

　でもやっぱり怖ェエエエエエ！

　デッケぇ奴やつと戦ったことはこれまでにもあったけど、基本的にはこう手順を踏んでというか、『物語』を進めていった果てのラスボスとして出てきた感じで……こんな唐とう突とつ感溢れる展開は、ハリッサの時の魔ま王おう以来か？

「烈火。そんなに緊張しないで。アタシと烈火のコンビなら無敵よ！」

「イリス……？」

　こんな時でも明るいイリスはギンガビューティーの衣装に身を包つつみ、俺に笑え顔がおを向けていた。

「でもよぉ、正直俺には勝てる作戦が全然思いつかないんだけど……」

「平気平気。なんとかなるって。それに、このスーツにもいろいろ特殊な機能が内蔵されてるってヅィータが言ってたじゃない」

　そういやワープ中にそんな説明受けてたっけ。半分うわの空であんまりちゃんと聞いてなかったけど。

「ほら、とにかくやってみましょ！　ヅィータたちが計算したあの怪獣の移動スピードだと、あいつがここから街まで移動するのに一時間くらいしかかからないって言うし。ここまで来てモタモタしてるなんて烈火らしくないわよ？」

「……だな。そうかもしんねぇ」

　イリスはホント前向きだな。

　俺おれも見習うか。

　とにかく、今はまだあの怪獣について『デケェ！　強そう！』って、見た目の印象から分かる情報しか持っていない。

　それにイリスの言う通り、このヒーロースーツの性能だってまだ試ためしてないんだ。

　まずは自分に何ができて何ができなくて、相手に何ができて何ができないのかを探さぐる。それには逃にげてちゃ始まらない。とりあえず突っ込んで、がむしゃらに情報を集めて勝機を探すんだ！

「ありがとな。イリス。なんか楽になったわ」

「えへへ。どういたしまして」

『えぇい！　なにいい雰ふん囲い気きを出しておるのじゃお主らは！』

『はおおお～～！　またまたいいラブエナジーいただきましたあ！　こんなにラブエナジーがたまっちゃったら私、私……もう、ダメ！　自分を抑おさえきれなくなっちゃいますぅ～～～！』

『うぉら！　テメエら何遊んでんだちゃんとやれ！』

　ぬわっ！　モタモタしてたら通信機越ごしに怒おこられてしまった（若じやつ干かん一名おかしな奴もいたが）。

「……」

　俺はスーツの胸の辺りをまさぐる。そこにはケータイが入れてあって、バイブモードに設定してあった。

　今、皐月たちがシャーリーの宇宙船で、リアやコロナといった仲間たちを集めに行ってくれている。仲間を集め次第ケータイに連れん絡らくが入る予定だ。

　だが、リアたちを連れてきてもらうのはあくまで最悪の場合の保険だ。万が一、力を借りることになったとしても『ヅィータの物語』が救えるように、番組として破は綻たんのない筋書きを考えないといけない。

　もちろん、俺とイリス――ギンガグレイトとギンガビューティー――で怪獣を倒してしまうのが一番いい。仮にそれが無理だったとしても、リアたちが到着するまで最低限の時間を稼かせぐ必要がある。

　結局、今は目の前の怪獣と戦うしかないってことだ。

　うしっ！

「イリス！　……いや、ギンガビューティー！　やるぞ！」

「うん！」

　俺とイリスは横に並び、練習したカッコいいポーズを取る。

「俺の名は……」

　そして、俺がギンガグレイトのセリフを言おうとした……その時だった――




「待ちなさい！」




　――聞き覚えのない少女の叫さけび声が、俺たちのセリフに割り込んで響ひびき渡ったのは。







第四章　スタープリズムの登場とラシュエルの暴走、そして







「待ちなさい！」

　その声は頭上から降ふってきた。

　海から上陸してくる怪獣を迎むかえ撃うつために、俺たちは浜はまの付近で待ち構えていた。しかし、どうやら声の主は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきになっている崖がけの上から、怪獣と俺たちに向かって呼びかけているようだ。

「あれ、誰だれだ？」

　俺が呟つぶやくと、突とつ然ぜんバイザー越しに見ていた景色が変化し、崖の上にいる少女の姿が拡大される。おそらく内蔵された望遠機能が勝手に働いたのだろう。ちなみにバイザーはパソコンの画面のようになっていて、崖の上とは別に目の前の浜や視界外の怪獣の様子も同時に映っている。これならよそ見している間に踏み潰されるなんてこともなさそうだ。

「おーい！　そんなところにいたら危ないぞ！　早く逃げろ！」

　そんなところというのは崖の上という意味ではなく、もちろん目前に迫せまった怪獣のすぐ傍という意味だ。

　だが、少女の方は俺の警告に対して、

「私は大だい丈じよう夫ぶ！　君たちこそ早く逃げなさい！」

　と、逆に警告してきた。

　いったい彼女は何者なんだ？

「悪い怪獣め！　アンタの好きにはさせない！　私がやっつけてやる！」

　そう言うと少女は何やらかわいらしいデザインのコンパクトを手に取った。

　え？　なんかこういう場面見たことがある気がする。

「変身！」

　まさか、という俺の予想通りに、彼女は高らかに漢字二文字の『お約束』を叫んだ。

　瞬間、光が視界を塗ぬり潰す。

『おい何だこの光は!?　こっちでも視し認にんできないぞ！』

　通信機からかろうじてヅィータの声が聞こえてくる。

　たぶん、彼女たちの撮影機材には宇宙的な最新技術が使われているのだろう。それをもってしてもこの光の向こうで起こっている光景を見ることはできないらしい。

　なぜだと考えるのは野や暮ぼだろう――これはきっとそういうものなのだ。

　やがて光が収まる。

　そして。

「眩まばゆき天の輝かがやき！　スタープリズム見参！」

　勇ましく、カッコよく、光の中から現れた少女――スタープリズムは高らかにそう名乗った。

　いやはやなんとも見み惚とれる光景なのだが。

『おいコラ！　ヒーローお前が見せ場盗とられてどうすんだ！』

　ヅィータは完全におかんむりだ。

『ていうか、あいつはいったい何者なんだ!?』

「えーと、ご当地ヒーロー……いや、ヒロイン？」

　しかも地域復興とかのアレではない。

　たぶん、あれは地球産の本物の正義の味方だ。

「あー……それで？　どうする？」

　本物のヒーローが活かつ躍やくする特撮アニメ、というのが今回の企画のコンセプトだ。

　だが、本物のヒーローといってもこちらはあくまで創つくり物。天然物に割り込まれたら立たつ瀬せがない。
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『ったく！　トラブルって奴は何でいつも子だくさんなんだ！　撮影当日になってこうもトラブりまくるなんて！』

「いやまぁ俺に言えたことじゃないんだけど、その点については心底同意する」

『……あーもうしゃーない！　突然現れた現地ヒーローと共きよう闘とうって筋書きを考える！　お前らも早く突っ込め！　一緒に戦うにしても、トドメはお前らが持ってけよ！　でなきゃさすがに破綻する！』

　愚ぐ痴ちと自や棄けを含みつつのＧＯ宣言に、俺とイリスは戸惑いつつも頷うなずく。

「よし、イリス……じゃなくてギンガビューティー！　行くぞ！」

「オッケー、グレイト！」

『おいコラ、イリス。勝手に略すな』

　ここにきて予想外の急展開だが、今いま更さら撮さつ影えいをやめるわけにもいかないし、怪獣を放っておくわけにも、あのスタープリズムという少女ひとりに戦わせるわけにもいかない。

　なぜなら――

「どっひゃああああああああ!!」

　――あの娘こ弱いから！

　もとい、ジャンプ力とか見るに決して弱くはないんだけど、あの大怪獣を相手にするには弱いというか、見ていて彼女が勝てるビジョンが浮うかばない。

「ゴアアアアアアアア!!」

　スタープリズムの迎げい撃げきにしばし足を止めていた怪獣が進しん撃げきを再開する。

「待てええええええ！」

　そんな怪獣めがけて、またもや無む謀ぼうな突とつ撃げきをかけるスタープリズム。

　怪獣はまるでハエでも払はらうような動作で彼女を叩たたき落おとす。

　砲ほう弾だんのような勢いで地面に着ちやく弾だんした少女は、しかし両りよう脚あしできっちり着地していて、どうやらケガはないようだ。

「おーい！」

「あっ！　逃げてって言ったのに何でまだいるの!?」

　駆かけつけてきた俺たちを見てスタープリズムはプンプンと怒いかり出す。

　自分の身より他人を心配するって、どんだけヒーロー気質かたぎなんだこの娘こ。

「俺たちも戦う」

「何言ってんの!?」

「至し極ごく真っ当なツッコミだけど、その発言思いっきりブーメランだからな？」

「いいから早く逃げなよー！　なんか変なカッコしてるし！」

「それこそ本気でブーメランじゃねぇかな!?」

　格好についてのツッコミはＮＧだと思う、お互いに。

「とにかく俺たちも……！」

　ズシンッ!!

　俺たちがアホなこと言っている内に、怪獣がまた一歩進む。

　怪獣はすでに浜を踏とう破はし、海岸線の道路に巨大な足あし跡あとを刻んでいた。

「「「止まれええええ[image: ]」」」

　反射的に、俺たちは叫んで行動を起こす。

　俺はスーツのベルトからレーザー銃じゆうを出してトリガーを引き、イリスは怪獣の脛にパンチをくりだし、スタープリズムは跳とんで腹を蹴ろうとする。

　しかし。

「んなっ!?」

「えっ!?」

「うっひゃあああああ!!」

　レーザーとイリスのパンチは怪獣の硬かたい皮ひ膚ふに阻はばまれ、傷ひとつ与あたえられなかった。スタープリズムにいたってはまた叩き落とされる始末。

　……って、このレーザー銃って威い力りよく低くないか!?　型は違うけど、前にイリスに借りたレーザー銃は魔王すら倒たおしたんだけど!?

　改めてレーザー銃をよく見ると、出力設定が最低になってやがった！

「おいヅィータ！　このレーザー銃の威力どうやって上げるんだ!?　なんか最低から動かせないんだけど!?」

『ああ、それ最初から最低威力しか撃てないタイプなんだよ。ヒーローがレーザー銃で敵を倒したってつまんないだろ？』

「こっちは生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわなんですが!?」

『バカ野や郎ろう。こっちだって存続生きるか倒産死ぬかの瀬戸際だ。キリキリ働け戦え』

　そりゃそうなんだけどさあ！

　もう少し文句も言いたいが、最低威力以外出せないんじゃ仕方がない。俺はレーザー銃を諦あきらめ、スーツの別機能を試すことにする。

「ええっと、デュアルスキル起動！」

　スーツの音声認にん識しきに向かって叫ぶと、一いつ瞬しゆん全身が震えるような感覚が起き――気がつけば隣となりに俺とまったく同じ姿をした俺がいた。

「「うわっ！　マジで分身した！」」

　声までデュアルだよ！　半はん端ぱないな宇宙科学！

「「よ、よし！」」

　スーツの性能で俺の体は脳のリミッターが解除された状態にある。普ふ通つう、人の体は全力を出すとブッ壊こわれてしまうので脳がセーブしているが、このスーツはそれをブッ壊れないようにサポートしてくれるらしい。

　最強の宇宙科学に支えられ、俺（と俺）は同時に地を蹴り、怪獣めがけて突とつ進しんする。

「「ううおおおおおりゃあああああ!!」」

　渾こん身しんの力を込め……俺は跳んだ！

　そして――ふたりまとめて尻尾しつぽに叩き落とされる。

「「ぐへぇ!!」」

　やられボイスも二倍に、俺は無様に地面をゴロゴロと転がった。

「ヅィータ！　このスーツ役に立たないぞ!?」

『元はといえばギックリ腰ごしになった爺さん用に設計したスーツなんだよ。あの戦闘民族が脳みその制せい御ぎよはずして戦えば、その怪獣相手でも勝てたんだろうけどな』

　うぐぐ……よく考えれば元々の主役である戦闘民族の爺さんはもとより、地球人の数倍強いイリスがスーツを着ても怪獣には効かなかったのだ。ただの地球人に過ぎない俺の攻こう撃げきなんて効くはずないか……。

『とりあえずそのスーツなら一億トンくらいまでの衝しよう撃げきなら耐たえられるから、やれるとこまでやってみろ』

　確かにさっき叩きつけられた時も無傷だったけど……。

「きゃあああああ！」

「どっはああああ！」

　ああ、イリスもスタープリズムもまたやられた！

　俺はもう一回分身してふたりになり、落下してくるイリスとスタープリズムをそれぞれ受け止める。

「ゴアアアアアアアア!!」

「「のわああああああ!!」」

　ふたりを抱だっこしたまま俺（と俺）は宇宙怪獣から距きよ離りを取る。

　クッソー！　こういう工く夫ふうの余地のない正面きってのバトルって、実は俺苦手かもしれない！

　がむしゃらにでも前に出なきゃどうにもならないのはその通りだけど、このままじゃあまりにも勝ち目がなさすぎる！

　俺は怪獣の視界から隠かくれるため、雑木林みたいになっているところまで逃げてから彼女たちを降ろし、分身を解いた。

「ふたりとも大丈夫か？　ケガないか？」

「うん。平気」

「平気だけど……君、もしかして忍にん者じや？」

「いや、違ちがうけど」

　スタープリズムにまじまじと見られながら質問され、俺はちょっと困りつつ否定する。

「じゃあ、いったい何者なの君たち？」

「うーん……宇宙のヒーロー、の代役かな？」

「？？？」

　曖あい昧まいな答えにスタープリズムは何度も首を傾げる。

「ていうかさ、そっちこそ何者なわけ？」

　今度はイリスがスタープリズムに向かって質問した。

「えっ？　私はスタープリズムだよ」

「だから、そのスタープリズムって何なの？」

「正義の味方だけど……」

　イリスの質問にスタープリズムは答える。

「正義の味方ってわりには弱いわね」

「うっ……そ、それはそっちだって一いつ緒しよでしょ。宇宙のヒーローとか言ってたのに」

「いや、あくまで代役っていうか……」

　そうやって俺たちがいまいち本題に入れないまま会話を空回りさせていると、

「スタープリズムのことが知りたいなら、ぼくが代わりに答えるよ！」

　誰かが俺たちの会話に割り込んできて……え？　何だこれ？

　そいつは何と言うか、ピンク色の……ピンクで、瞳ひとみがつぶらな、手の平サイズの生き物だった。いや、ホントこれこそ何者なんだ？

「ぼくの名前はスタモン！　よろしくね！　きみの名前は？」

「えぅ、あっ、波なみ乱だれ烈れつ火か。こっちはイリス」

　スタモンの珍ちん妙みようさには、宇宙の様々な生物を見慣れているイリスですら呆あつ気けに取られていた。

　それは俺も同じだけど、いわゆるこういう場合のお約束というのを知っているので、彼かれ（？）の正体についてもしやという予測は立てることができていた。

「えーと、スタモン？　お前って、その、いわゆるマスコットって奴か？」

「うん！　そうだよ！」

　へぇー、正義の味方のマスコットってホントにいるんだ。

　って！　それはどうでもいいよ！

「なあ、スタープリズムは」

「霧きり」

「え？」

「本名は林はやし原ばら霧っていうの。だから霧でいいよ。長くて呼びづらいでしょ。私も烈火とイリスって呼ぶよ」

「分かった。それで霧たちにはその、奥おくの手てってあるのか？」

「奥の手？」

「特撮アニメ風に言えば必ひつ殺さつ技わざかな？　何か、あの怪獣を倒せる技とか」

　どうやら俺たちと違って彼女たちは本物（天然物？）の正義の味方のようだし、もしかしたら悪を倒すための都合のいい必殺技を持っているかもしれない。

　ズズゥン!!

　こうしている間にも怪獣は着実に人のいる場所へと近づいている。

　俺では正面からあの怪獣を倒すのはどうも無理っぽい。だから、何かこの状じよう況きようを打開する糸口が欲ほしい！　そんな期待を込めて俺は尋たずねた。

「スタープリズムの必殺技はスターライトヒーリングっていうんだけど、あの怪獣には効かないんだ」

「何でだよ？」

「スターライトヒーリングは悪の心を浄じよう化かする技なんだ。けどあれは怪獣だし、本能で行動してるだけだもん。たぶん、地球を破は壊かいするのを〝悪い〟ことなんて思ってないよ」

　うっ、それは確かに……悪いと思いながら狩かりをする野生動物はいないよなぁ。

「いや、ていうか浄化系必殺技も確かに正義の味方っぽいけど！　っぽいけどフツーのもっとこう、直接的に敵をブッ倒す系の必殺技とかないのか!?」

「うーん、必殺技というわけじゃないんだけど……ひとつあるよ」

　スタモンは体を折り曲げて――首がないが、たぶん首を傾げて――少し困ったように答える。

「スタープリズムはね、みんなからの応おう援えんを力に変えられるっていう〝特性〟を持ってるんだ！」

「応援？」

「そう！　たぶん数万人も彼女のことを応援してくれる人が集まれば、あの怪獣だって倒せるはずさ！」

　それってデパートの屋上とか遊園地でやってるヒーローショーで、司会のお姉さんが「ヒーローがピンチだよ！　みんなで応援してあげて！」ってやる奴と一緒かな？

　そう考えると、それも確かにヒーローらしい特とく殊しゆ能力って気がする……けど。

「でも、ここじゃなぁ……」

　ここは人気のない北海道の端っこにある海岸線。

　こんな観客のいない場所で誰かの応援を受けるなんて無理な話だ。

「うわーん！　地球のみんなー！　私に力を分けてくれー！」

　スタープリズムもとい霧は半泣きになりながら両りよう腕うでを天に向けて叫ぶ。

　もちろんそんなことをしても何にも起こらない。

「ダメかー！　だったらせめて元気をちょうだい！　うん！　うん！　よっしゃあああああ！　行くよー！」

　霧は悔くやしそうに手をバタバタ振ふったあと、もう一回天に向かって叫ぶだけ叫んでから怪獣に向かって突撃をかまそうとする。

「いやいやいや！　別に何にも起こってないだろ今の！」

「でも、あの怪獣止めないとたくさん被害出ちゃうじゃない！」

　そりゃそうだけど切きり替かえ早すぎ！

　霧はとにかく俺を振り切ろうとじたばた暴れている。

「俺の言えた義理じゃないけど無謀すぎだって！」

「じゃあどうしろって言うのよぉ!?」

「だからそれを今から考え……！」

　ブルルルル！

「！」

　胸で振しん動どう――ケータイだ！

　俺はスーツの首元から中に手を突っ込み、内側のシャツの胸ポケットに入れていたケータイを取り出す。

「皐さ月つきか!?」

『烈火。リアさんとコロナさんとつみきさん、それにハリッサちゃんにリュンさんを召しよう喚かんしてもらって、今そっちに向かってるわ。たぶん、あと数分で着くから』

「分かった！　頼む！」

　思わずガッツポーズを取り、俺はケータイを切る。

「誰？」

「仲間。来てくれれば、あの怪獣だって倒せると思う」

　尋ねてきた霧に簡単に事情を説明した。

　すると彼女は表情をグッと明るくして俺に詰つめ寄よってくる。

「ホント!?　凄い！」

「あ、ああ。だからあとは……」

『待てコラ！　これ以上他人の助けを借りたらギンガグレイトの活躍が薄うすれるだろうが！』

　……あとは、ヅィータの説得だよなぁ。

「でも倒せなくて終わるよりはいいだろ？　何かこうギンガグレイトも頑がん張ばった的な筋書きを考えてさぁ……」

『あのなぁ、戦隊ものでもない限り、ヒーローものってのは主役が自分の力で敵を倒すもんなんだよ。戦隊ものだって基本はリーダーが倒す。今回はギンガグレイトとギンガビューティーのふたり組だけど、最終的にはギンガグレイトが敵を倒さなきゃダメなんだ』

　うっ、そういうものなのか？　でも言われてみれば、子供の頃ころに見てた特撮アニメってだいたいそんな感じだった気も……。

「何？　どうしたの？」

「いや、ちょっともうひとりの仲間と揉もめてて」

　俺はなるべく簡潔にこちらの事情を霧に説明した。

　そうしたら彼女は怒り出し、

「何よそれー！　地球の人たちのことはどうでもいいっていうの!?　ちょっと替わって、私文句言ってやるから！」

　そう言いながら俺に顔を近づけてくる。どうやらマスクに内蔵された通信機に向かって喋しやべろうとしているらしく、必然的に俺と物もの凄すごく密着してしまう。

「あっ！　烈火に引っつかないでよー！」

　その霧のくっつき具合が気に入らなかったようで、今度はイリスが怒り出してしまい、あっちこっちへ引っ張られて俺はしっちゃかめっちゃかにされる。

「おお落ち着けって……！」

　もうすぐ皐月たちが到とう着ちやくするとはいえ、なるべく怪獣をこの場に足止めしなきゃならない。

　そのためにもう一回特とつ攻こう、というか囮おとりになろうと提案しようとした――が、なぜか脇わきで話を聞いていたスタモンが慌あわてて。

「スタープリズム！　本当に烈火たちの力を借りるつもりかい？」

「そうよ！　だって私じゃ勝てないもん！」

「で、でも！　それじゃきみは……」

　何だ？　このスタモンの慌てっぷりは。

　気になってそのことを詳くわしく聞こうとした時。

『おい！』

　これまでとは違ったヅィータの切せつ迫ぱくした声が耳元で響いて。

　次の瞬しゆん間かん。

　ズドドオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン!!

　雷らい鳴めいにも似た爆ばく音おんが轟とどろいた。

「のわあああああ！」

「「きゃああああああ！」」

　凄すさまじい揺ゆれが俺たちを襲おそい、必死に地面にしがみつく。

「な、何が起こったんだ？」

　揺れが収まったあと、俺は呆ぼう然ぜんと呟いた。

『あの怪かい獣じゆう……火ィ吐はきやがった』

　通信の向こうからヅィータが生なま唾つばを呑のみ込むのが聞こえる。

「火って……火を吐いたからって大地が揺れるわけ……」

『火は火でもレーザーっていうか波動砲ほうっていうか……とにかくあの野郎が放った火線ビームで山が半分消し飛びやがった』

「はい!?」

　雑木林から少しだけ顔を出して確かく認にんすると……ここからいくつか見えていた小山のひとつがホントに半分抉えぐれていた。

　おいおい……マジかよ。

　いくらスーツを着てるからって、あんなもん喰くらったら……。

『……しゃーねぇ』

　ヅィータの舌打ち。

『おい、お前らもう避ひ難なんしろ。宇宙船で回収すっから』

「え？　でも撮さつ影えい……」

『責任取れっつったけど別に死ぬまで戦えとまでは言ってねぇだろ』

　物理攻撃相手ならスーツがあれば大だい丈じよう夫ぶだが、あの火線ビーム相手では無事では済まないとヅィータは判断したのだろう。けど……。

「それじゃ撮影が……」

『……っるせぇ。やれることは全部やった。ガキがつまんねぇ心配してんじゃねぇ』

　ぶっきらぼうにヅィータは言った。

　その声こわ音ねには隠しきれない悔しさが滲にじんでいる。

「……まだ全部はやってねぇよ」

『あアン？』

「元はと言えば俺が全部悪いんだ。最後までやらせてくれ」

『あのなぁ』

「言い損そこねてたけどここは俺たちの母星なんだ。何にしたって怪獣は倒さなきゃならないんだよ」

　それにもうすぐ皐月たちが到着する。

　そうしたら倒す手段だって……。

「……？」

　ふと見上げた怪獣の動きが止まっていた。

　顔が高い位置にありすぎてハッキリとは分からないが、ついさっき自分で吹ふき飛とばした山の方に視線を固定しているような……？

「大変！　あっちには街が……！」

「!?」

　霧の焦あせる声。皮膚が粟あわ立だつ。

　怪獣が街に着くまで一時間程度と予測していた。

　だが、あの火線ビームがもし街まで届くのなら？

　さっき山を吹き飛ばしたのは、火線ビームの射線を確保するためだったとしたら？

「ゴアアアアアアアア!!」

　大地を揺るがすような大だい音おん声じようとともに、怪獣の口に眩い光が収束する。

「「「……ッ!?」」」

　俺たちはそれを止めようと動こうとしたが、遅おそかった。

　怪獣の大口から特大の火線ビームが発射される。

　そして。




　バリイィィィィィン!!




「!?　あれは、ヅィータたちの宇宙船!?」

「バリアよ！　宇宙船のバリアで怪獣の火線ビームを防いでるわ！」

　イリスによると、宇宙にはデブリやら小惑わく星せい群があちこちに点在しているので、物理保護目的のバリアを装備している宇宙船は多いらしい。

『バリアの出力上げろ！』

　通信機の向こうからヅィータの怒ど鳴なり声ごえが聞こえる。

「ヅィータ！　おい!?　ヅィータ!?」

『……ダメです！　……バリアもちません！』

『真っ向から受けるな！　角度つけて上空に逸そらすんだよ！』

　切せつ羽ぱ詰つまったスタッフとヅィータのやり取り。俺の呼びかけに答える余よ裕ゆうなんてないようだ。

「……！」

　俺たちが固かた唾ずを呑んで見守る中、怪獣の火線ビームを正面から受け止めていたバリアがナナメに傾かたむき、その勢いを空へと受け流し始めた。

　しかし、火線ビームの持続時間はまだ続く。

『バリアのエネルギー残量がゼロになります！』

『ほかのバッテリーエネルギーも全部バリアに回せ！』

　バリアが最後の力を振り絞しぼるようにまたたく。

　バリバリバリバリ　バキンッ!!

　大きな音を立ててバリアが破れた。

　同時に火線ビームの持続時間も切れたようだが、最後の残りカスのような細い閃せん光こうがバリアの切れた宇宙船を掠かすり、着ちやく弾だん箇か所しよから爆ばく発はつと黒こく煙えんが上がる。

　煙けむりを上げた宇宙船は均きん衡こうを保てなくなり、ヨロヨロとよろけるように墜つい落らくした。

「ヅィータ!?　おい!?　大丈夫なのか!?」

『……さっきからうるせぇ。ギリで不時着できたっての。無事だ』

　返ってきた彼かの女じよの声にホッと胸を撫なで下おろす。

『でももうこれ以上は無理だ。次の火線ビームは防げねぇ。だから、あとはお前らが何とかしろ。さっきあの翼つばさ生えた女がそっち向かった』

「ラシュエルが？」

『何か策があるとか言ってたぞ』

　策？

「烈火さーん」

「レッカ！　無事か!?」

　俺おれが首を傾かしげていると、そこへ件くだんのラシュエルと、コウモリに変身してやってきたロザリンドが現れる。

「ラシュエル。何か作戦があるって聞いたんだけど？」

「はいっ！　ちょっとばかり烈火さんに協力していただく必要はありますけど、私に任せていただければあの怪獣さんを一いち撃げきで屠ほふってご覧にいれますよ」

「一撃で!?」

　あまりにも突とつ拍ぴよう子しもない提案に俺は思わず本当かと疑ってしまった。

　しかし、ラシュエルはあくまで自信ありげで。

「フッフッフ、お忘れかもしれませんが、こう見えて私は天使です。天使って基本的にハイスペックなのですよ。ただの神様の使いっパシリと思ってもらっては困るのです」

　いや、天使云うん々ぬん以前に今回の『物語』で一番の厄やつ介かい者ものとすら思っていたんだが。

　とはいえ、怪獣が次の火線ビームを撃つ前に何とかできるというなら、ここは彼女の策とやらに乗っかるしかない。

「分かった。俺にできることなら何でもする」

「お任せください。うっふっふ」

　……ここは彼女に頼たよるしかないのは間ま違ちがいないんだけど、物凄く悪わる巧だくみしているように見えるのが不安で仕方ない。

「それでは烈火さんこちらへ。あっ、みなさんも私たちの活躍をちゃんと見ていてくださいね？」

「フンっ、いいからさっさと行かんか」

「ちぇっ。アタシと烈火で怪かい獣じゆう倒たおしたかったのに」

　ラシュエルの余計な念ねん押おしに、ロザリンドとイリスはつまらなそうに反応する。

「なぁ、早くしてくれ！」

「はい。あっ、マスクははずしてくださいね」

「？」

　何でマスクをはずす必要が？

　まぁ、いちいち押おし問もん答どうしている暇ひまはない。俺は言われた通り首の後ろのボタンを押してマスクをスーツ内に収納する。

「ほら、はずしたぞ。早く早く」

「はいはい。じゃあ、とりあえず飛んで怪獣さんに近づきますか」

　そう言うとラシュエルは翼を広げ、俺を正面から抱き着つくように抱かかえて飛び上がる。少し重そうだったが、飛行には特に問題なく怪獣のすぐ傍へと移動した。

　怪獣は先さき程ほど宇宙船のバリア相手に全力火線ビームを放ったせいか、まだ次じ弾だんを撃うちそうな気配はなくノドから重低音を響ひびかせている。俺たちのことはサイズが小さすぎて視界に入っていないようだ。

「このあとどうするんだ？」

「もう烈火さんってばせっかちさんですね。あと少し待ってくださいってば。確か、もうすぐ来るって仰おつしやっていたはずですけど……」

「？」

　その策とやらをやるにはタイミングがあるのか、ラシュエルはしきりに空を見上げて何かが来るのを待っている。

　……ん？　もうすぐ来るっていえば。

　ブルルルルル

　俺の胸ポケットで振動――と同時に、怪獣が再び大口を開ける。

「おい！　次を撃つ気だぞ!?」

　怪獣の口に光と熱が収束していく。

「あっ！　来ました！」

　その時、ラシュエルが明るい声を上げる。

　彼女の視線を追えば、そこには宇宙船が一隻せき――リアたちを迎むかえにいったシャーリーの宇宙船だ！

「烈火ぁー!!」

「レッカ様!!」

「ナミー!!」

　宇宙船から仲間たちが続々と降りてくる。

　けど、もう火線ビームが……！

「烈火さん」

「え？」

　唐とう突とつにラシュエルが俺を呼んだかと思うと、いきなり彼女の顔が間近へと迫せまって――




　ちゅっ




　――やわらかい感かん触しよくが俺を襲った。

「「「「「「「「「あああああああああああああああああああああああああああああ」」」」」」」」」

　皐月たち、それに地上にいたイリスたちのつんざくような悲鳴が響き渡わたる。

「って！　お前こんな時に何す……」

「フオオオオオオオオ！　キタキタキタァ――――！」

　抗こう議ぎしようとした俺の声を遮さえぎって、ラシュエルがハイテンションに叫さけぶ。

　キタって何がと思ったが、なんだか叫ぶ彼女の背中から物凄いオーラが……。

　え？　これってまさか今のでみんなの強大な嫉しつ妬と……ラブエナジーが集まって、ラシュエルがパワーアップしたってこと？

　そんな俺の推測を肯こう定ていするように、

「ラアアアアアアアアアアブアンドオオオオオオオ――」

　天にも轟くような声を上げるラシュエルの手て許もとに迸ほとばしる光が、大だい怪かい獣じゆうの背せ丈たけをも越こえる剣けんとなり、

「――ピイィィィィィィィス!!」

　一刀両断。

　今まさに火線ビームを放ちかけていた怪獣は文字通り縦に真っ二つとなって、左右に分かれながら大地の上に倒れた。

「……」

　その光景を唖あ然ぜんと見下ろしながら、俺はラシュエルに抱えられたまま彼女と一緒に地上へ降りる。

「いやー上う手まくいきましたねー。うへへへへ」

　頬ほおを上気させながらラシュエルは笑う。

「まぁ、上手くはいったけどさ……あ、ああいうことするなら事前に教えてくれ」

「んんん～？　ああいうってキスのことですかー？　いやだなーもう！　烈火さんくらいモテモテならとっくにキスのひとつやふたつ済ませてるんでしょー？」

「は？　え、いや……」

「はいいいい!?　ま、まさかまだでしたか。あら、そんなどうしましょう。烈火さんのはじめて私がいただいちゃいましたね！」

「何言ってんだ！　ギリギリで口は回かい避ひしただろうが！」

　ちょっと掠めたけど……ダイレクトアタックにはならなかったはずだ。よっぽど近くで見なけりゃ口同士でしたように見えただろうけど。

「アハハハハ！　まぁそんな細かいことは気にしないでくださいよー！　ヒック！」

　相変わらず顔真っ赤なままラシュエルは俺の肩かたをバシバシと叩たたく。

　照てれ隠し……って感じじゃないよなぁ。それなら何でこんな真っ赤なんだ？　しかもやたらハイテンションだし。なぜかしゃっくりまでしてる。酔よっ払ぱらいか？

　……ん？　ていうか今、こいつの背中の翼が黒く明めい滅めつしたような……？

「烈火さん。烈火さん」

「ん？」

　その時、アールに背中をちょいちょいっとつつかれ、俺は何の疑問もなしに振り返かえる。

「「「「「「「「「……」」」」」」」」」

　え？　鬼おに？

　あ。違う。皐月たちだ。

　皐月・イリス・ハリッサ・つみき・リア・ロザリンド・シャーリー・コロナ・リュンの九人が、睨にらんでいたり、ジト目だったり、怒ど髪はつ天だったり、ブルブルと拳こぶしを震ふるわせていたり、顔を真っ赤にしていたり……要するにみんな怒おこっていた。

「烈火」

「は、はい！」

　思わず気をつけ。

「ちょっと見ない間に随ずい分ぶんとラシュエルさんと仲よくなったのね……？」

　そう尋ねてくるのは皐月だ。前まえ髪がみで目が隠れてる。怖こわい。

「あ、いや、あれは、その……か、怪獣を倒すためで」

「それなら私たちを頼ればよかったじゃない。間に合ったんだし。そのために私にリアさんたちを呼びにいかせたんでしょ？」
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「あー……それは、その、止める暇もなかったっていうか……」

「だったら何で事前に確かめておかなかったのよ？」

　平へい坦たんな声で問とい詰めてくる皐月に、つみきも加わってくる。制服姿で岡おか持もちを持っているのは、おそらく学校から拉ら致ちしてきたあと『のぞみや』に寄って、リアとコロナをパワーアップさせるための暗黒物質ダークマターを取ってきたからだろう。

「そんなことはどうでもいい……」

「……？」

　不意に割り込んできたのはロザリンドだ。

　彼女は目にハッキリと怒ど気きを滲ませながら、鋭するどく爪つめを伸のばした右手を掲かかげる。

「ワシはとにかくそこのクソ天使をブチのめさねば気が済まん」

　どう見てもブチのめす程度じゃ済まなそうなんですが!?

「ま、待てってロザリンド！　こんなんでもいちおう地球を救ってくれたんだから、さすがにブチのめすのはちょっと」

「何じゃ！　お主はそやつを庇かばうのか!?」

「そうよそうよ！」

「レッカ様。ウチのいないところでいつの間にそんな方と……！」

　非難囂ごう々ごう。

　ロザリンドとイリスは今にもラシュエルに襲いかかりそうで、ハリッサは涙目で俺のことを見つめてくる。

「あたしなんてナミーが危ないっていうから、ハリッサに召喚されてきたっていうのに、何なの!?　わざわざあんなもの見せつけるために精せい霊れい界から呼んだの!?」

　リュンもかなり憤ふん慨がいしていて、彼女の周りでは風がざわめていた。

　彼女とハリッサには俺を精霊装そう甲こうで強化してもらうはずだったのだが、このままじゃ助けてもらうどころか何か精霊魔ま法ほうのひとつでもぶつけられそうな勢いだ……！

「シャ、シャーリー……」

　比ひ較かく的てき冷静そうなシャーリーに助けを求めるが、

「……ふーん」

　と、冷たい視線を返された。

「「……」」

　リアとコロナは無言だが、ちょっと不ふ機き嫌げんそうだ。

「うっ……」

「四し面めん楚そ歌かどころの話じゃありませんねぇ」

　まったくだ。味方がひとりもいない……。

　この場で唯ゆい一いつ俺おれの味方になってくれそうな人物といえば……ラシュエルしかいない！

「な、なあ、ラシュエル。ちょっとこっち来てみんなに説明してくれよ」

「……」

　俺はこちらに背を向けている天使の肩を揺さぶるが、なんか反応がない。

　あれ？　ていうか、さっき光の大剣出だした時みたいなオーラが出でっぱなしじゃないか？　しかもさっきより色合いがサイケデリックになってるっていうか……。

　ん？

　ていうか、翼が黒くなってる？

「ラシュエル？」

「……ふっ、フヒッ！」

「？」

「アヒャヒャヒャヒャッハァー！」

「!?　ど、どうした!?」

　何か明らかにおかしなスイッチ入ってるんだが。

「ラシュエル！」

　俺は強ごう引いんにラシュエルをこちらへ振り向むかせた。

　すると、そこには赤を通とおり越こして変な顔色になった上に目がグルグル回っている彼女の顔が……。

　これ、完全に酔っ払い……いや、でも何で？

　ふと俺は彼女の全身から溢あふれるオーラ――ラブエナジーに視線を移す。

　もしかして、過か剰じようにラブエナジーを摂せつ取しゆしすぎて正気を失って……つーか翼の色的にホントに堕だ天てん使し化してる!?

「おい！　ラシュエルしっかりしろ！」

「フヘヘヘヘ」

　ダメだこれ。

　あんまり揺さぶりすぎちゃマズいのか？　それとも水を、って水飲ませても意味ないか？　……なんて、俺があれこれ考えていると、

「おいレッカ！　またその女と何をしておるのじゃ!?　そんなに顔を近づけて、まさかまたキスを……!?」

　勘かん違ちがいしたロザリンドがさらに激げき怒どしてこちらへ詰め寄ってくる。

　そして――今のでさらなるラブエナジーが生まれて、ラシュエルの中に。

「はッフン！」

　ビクビクビクーッとラシュエルの体が痙けい攣れんし、その場に崩くずれ落おちた。

「ラ……ラシュエル？」

「……」

　心配して声をかけるが、俯うつむいた彼女の表情は見えない。

　――が。

「もっと……」

　唐突に、ラシュエルが小声で何事かを呟つぶやく。

　もっとよく聞こうとしてかがんで耳を近づけようとすると――いきなり彼女はビンッとバネ仕じ掛かけのように立ち上がり、

「もおおおおぉっっとラッブエナズィー持ってこおおおおおおい!!」

　あらん限りの大声で絶ぜつ叫きようした。

　かと思えば、急に天を指差し……その指先にピンクキツめのオーラが集まる。

　それから彼女はその指先を皐月たち九人の『ヒロイン』へと向け、

「熱くなれよおおおおおおお!!」

　そのオーラの塊かたまりを発射した。

「「「「「「「「「!?」」」」」」」」」

「なっ―――!?」

　俺の驚きよう愕がくの声は爆ばく発はつ的てきな光の渦うずに呑み込まれた。







第五章　〝プチ〟リトル黙示録







「皐さ月つきぃー!?」

　まばゆい閃光から目を守りながら、俺は白い光の中に消えた幼おさな馴な染じみの名前を叫ぶ。

「いや、ていうか何でお前みんなに攻こう撃げきしてんだよ!?」

　俺はラシュエルの肩を揺さぶって問い詰めるが、

「うぷぷぷぷ」

　ダメだこの天使。話が通じない。

　意味が分からないぞ。何だこの急展開!?　何でラシュエルが皐月たちを攻撃しなきゃならないんだ？　なんか叫んでたし。

　やがて、光がやむ。

　チカチカとする視界がまどろっこしくて、俺は何度か目を擦こすった。

　そうして十数秒が過ぎて、ようやく視力が元に戻もどる。

「……！　みんな！」

　幸い彼女たちみんなは無事なようだった。

　ただ光にやられたのか、妙みように呆然とした様子で立たち竦すくんでいる。

　俺は変な笑い声出だしっぱなしのラシュエルをひとまず放置し、彼女たちの方へと駆かけ寄った。

「皐月！　大だい丈じよう夫ぶか？　ケガはないか？」

「……うん。私は平気よ、烈れつ火か」

　ほっ。少しボーッとしていたようだが、いつも通りの皐月だ。

「ん？」

　ふと、皐月の髪かみに木の葉がついているのに気づいた。

「髪に木の葉ついてるぞ」

「え？」

　皐月は慌てて自分の頭の右側に手をやる。残念、左側だ。

「逆だって。取ってやるよ」

　そう言って俺は彼女の頭に手を伸ばし――その手首を、横合いから伸びたイリスの手に掴つかまれた。

「イリス？」

「どーして烈火は皐月にばっかりやさしいの？」

「へ？」

　唐突に変な質問をされ、つい間ま抜ぬけな声を出してしまった。

「いや、別に木の葉くらい」

「さっきだって一番に皐月の名前を呼んだじゃない！　ズルい！　皐月ばっかり！」

「ばっかりってそんな、あれは咄とつ嗟さに……」

　何だ？　やけにこだわってくるな……シエルで繰くり広ひろげた俺おれ争そう奪だつ戦せんが尾おを引いているのだろうか？

「今日はアタシとデートしてくれたじゃない！　それなのに何でアタシのこと一番に見てくれないのよ!?」

「痛い痛い痛い！」

　折れるから！　イリスが全力で握にぎったら手首折れちゃうから！

　俺が悶もん絶ぜつしながら何とか彼女をなだめる言葉を探していると――今度は皐月がイリスの手をバシンッと叩き落とした。

「やめてください！　烈火が痛がってるじゃないですか！」

「何よー！　アタシと烈火の話を邪じや魔ましないでよ！」

「割り込んできたのはそっちでしょう!?」

「お、おいふたりとも落ち着、けっ!?」

　口論を始めた皐月とイリスを仲ちゆう裁さいしようとしていたら、急に襟えりを引っ張られ一いつ瞬しゆんノドが絞しまった。

　ぽゆんっ

　そして、後頭部がなんか物凄くやわらかいクッションに受け止められる。

「烈火……」

「リ、リア？」

　後ろから引っ張ったのはリアだった。

　ってことは、この後ろにあるふたつの膨ふくらみは……!?

　思わず体勢を立て直そうとするが、彼女が後ろからギュっと抱だっこしてきて動けない……！

「あ、あの離はなして……」

「イリスとデートしたというのは本当か？」

　こちらの話を聞かずに、逆にリアは質問を浴びせてくる。

　顔の位置関係的に至近距きよ離りで彼女から見下ろされ、後頭部の感触も相まって物凄くドキドキしてしまう。吐と息いきが……！

　なんてことをしていたら、次は足を思いっきり引っ張られた。

「ぬおっ!?」

　しゅぽんっとリアの胸の間から体を引ひっこ抜ぬかれ、そのまま地面に押し倒たおされる。

「ロザリンド……に、ハリッサ？」

「レッカ様！　デートってどういうことですか!?　というか、今日一日ずっと何してたんですかぁ！　今日は始業式で早く帰ると仰っていたからずっと待っていたんですよ！」

「レッカ！　貴様という奴やつはまたしてもあんな脂し肪ぼうの塊に惑まどわされおってからに！　そんなに胸が好きか貴様は!?　えぇい、ワシが一から女の価値について教育し直してくれる！」

「お、おおう……？」

　倒れた格好のまま両側からロザリンドとハリッサに責め立てられる。

「えっと……す、すみません？」

　両手を肩の高さまで上げて降参のポーズ。

　何で怒られてんのかよく分からないけど……む、胸に惑わされてなんかないし。

　俺がたじたじになっていると、口論していたはずの皐月とイリスがこちらへやってきてまた喧けん嘩かを始める。

「ちょっと！　烈火を返してよ！」とイリス。

「返してって何ですか！　烈火はイリスさんのものじゃありません！」と皐月。

「レ、レッカ様はウチと一いつ緒しよに長老にあいさつしてくれたんです！　だからレッカ様はウッ、ウッ、ウチのものだべさ！」とハリッサ。

「どいつもこいつもふざけたこと抜かすでないわあ！」とロザリンド。

「……」

　ど、どうしよう……段々、俺が口を挟はさめる隙すきがなくなってきた。

　その時、四人の隙を突ついてリアが再度俺おれのことを抱っこするように持ち上げ、自分の方へと引き寄せる。

「烈火。私とデートしよう」

「えっ!?　なっ、ななな」

「イリスとしたんだろう？　それはもう過ぎたことだから仕方がない。だから、次は私とデートしよう」

　過ぎたことならそのまま水に流して忘れてもらえないかな……ダメ？

「リアさん！　そいつを離してください！」

「……つみき？」

　リアに文句をつけたのは、意外にも彼女と仲のいいつみきだった。

「なんだつみき。今は私が烈火をデートに誘さそっているのだ。邪魔しないでくれ」

「じゃ、邪魔なんてしてないです！　私はただそっちの女たらしがリアさんの胸触さわってニヤついてるのが許せないだけで！」

「ニヤついてなんかないし触ってない！」

　触りたくて触ってるんじゃない！　リアが当ててくるんだ！

「なんだそんなこと。私は烈火にならいくら触られたって構わんぞ」

「そそそそんなのダメです！　ほらっ！　アンタも離れなさいよ～」

「痛デデデ！」

　腕うでがち～ぎ～れ～る～！

　つみきは強引に俺の腕を引き抜こうとするが、リアも俺から手を離さない。ダメだってこれホント裂さけちゃうから！

「ムゥ！　つみき離せ！　烈火が痛がっているではないか！」

「リアさんが離してください！」

「嫌いやだ！」

「うぅ～～！　もう『のぞみや』に来ても私の料理食べさせてあげませんよ!?」

「ぬっ!?」
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　ほんの一瞬リアに迷いが生じ、つみきはその隙に一気に俺を彼女から奪うばった。

　しかし、勢いがつきすぎ、俺を引き寄せた反動で自分が仰あお向むけにバランスを崩してしまう。

「やっ、え？　きゃあ！」

「うわっ！」

　腕を掴まれたまま倒れられたので、俺も一緒に転んでしまった。

「アタタ……って!?」

「ひゃうっ!?」

　真下からつみきの息を呑む声。

　どうも倒れ込んだ拍ひよう子しに、彼女の上に覆おおいかぶさってしまったらしい。

「れ、烈火……」

「……！」

　体勢のせいなのかお互たがいの顔が近すぎるせいなのか、思わずふたりして赤くなる。

　な、何なんだ……こんなしおらしいつみきはじめて見たかも……！

　こんな状じよう況きようだというのに、ついかわいいと思ってしまった。

「「「「「ああああああ！」」」」」

　皐月・イリス・ハリッサ・リア・ロザリンドが俺たちの格好に気づき、怒気を孕はらんだ悲鳴を上げる。

「何をやってんのよー！　ナミーのバカ！」

「ふごおっ!?」

　リュンの放った風魔ま法ほうでブッ飛ばされて宙に浮うき――空中で誰だれかに受け止められた。

「後こう輩はい。大丈夫か？」

「あ、ああ……ありがとう、コロナ」

　どうやら空の飛べるコロナが俺のことを空中でキャッチしてくれたらしい。

　それにしても……みんないったいどうしたんだ？

　最初はたまにやる喧嘩の一種かと思っていた。

　だが、リアとつみきが喧嘩してるところなんてこれまで見たことがない。特にリアはあまり仲間に対して大声を上げるようなタイプじゃないのに……。

　今いま更さらになってようやく俺はこの状況に違い和わ感かんを覚え始めていた。

「後輩……いや、烈火」

「ん？」

「烈火は大きな胸が好きなのか？」

「ブッ!?」

　コロナから唐突に変な質問をされて噴ふき出す。

「もしそうなら、我われのものならば好きにしても構わぬぞ」

　若じやつ干かん頬ほおを赤らめながらコロナはそんなことを提案して、ぐいっとその立派な胸を俺の方へと突き出してくる。いや、というかお互い密着した状態なので、もはや押しつけてきているといった方が正しい。

　クッソー、わりと最初から当たってたけど、何とか意識しないように頑がん張ばっていたのに、胸むな板いたの上で潰つぶれる感触が強すぎて、どうしてもその存在を認にん識しきしてしまう……やわらかすぎる！

　そうして俺が思考を誘ゆう惑わくによって乱されていると。

　カシャンッ

「ん？」

　不意に俺の首元で硬かたい音がしたかと思うと、そのままグイッとノドを締しめ上あげられながら後方――地面へと強引に引きずり落とされた。

　地面に激げき突とつするかと思ったが、直前で体がふわりと浮いて減速し、やさしく土の上に腰こしから降ろされた。

　さて、人をカウボーイ、もといカウガールの縄なわ投げのようなやり方でコロナから引き剥はがしたのは、

「もう……烈火は本当にモテモテね」

「シャ、シャーリー……」

「でももう大丈夫よ。この無重力ウィップがあれば、いくらでも捕つかまえられるから」

　そう言ってシャーリーはにこっと微ほほ笑えむ。

　さっき体が浮いたのは無重力ウィップという鞭むちの機能のようだ……たぶん、捕まえた相手を無重力状態にして浮かせることで抵てい抗こうできなくするアイテムなのだろう。地面に足が着かなければ逃にげることもできない。

「おいメガネ小こ娘むすめ。レッカを返せ」

「シャーリー！　烈火を返しなさい！」

「ふふっ、嫌よ？」

「ふざけないでください」

　こちらへやってきたイリスとロザリンドの脅おどしに、シャーリーは挑ちよう発はつする笑えみで答え、その笑みに対して皐月が静かに怒いかりのボルテージを上げる。

　ほかのみんなも着実にこちらへ集まってきて、互いに互いを牽けん制せいし合っている……いやいやいや！

「待った！　ホント待った！　みんな落ち着けって！」

　俺は両手を上げてみんなに呼びかけるが、彼かの女じよたちにはまるで声が届いていない。

　キッカケは何だったのか……。

「「「「「「「「「……ッ！」」」」」」」」」

　突とつ如じよとして戦いの火ひ蓋ぶたは切られた。

　一瞬で、魔法と科学と拳と能力が交こう錯さくする。

「ちょっと待てぇええええ!?」

　俺の絶叫は爆ばく音おんに呑まれ誰の耳にも入っていないようだ。

　何でいきなり攻撃!?　いや、喧嘩か!?　喧嘩にしたって度が過ぎる！

「おとなしくしろこの小娘がぁ！」とロザリンド。

「逃げるんじゃないわよ！　烈火を置いていきなさい！」とイリス。

「お断りよ！」とシャーリー。

　そもそもどうしてみんなそんなに怒ってるんだ!?

　俺おれはシャーリーの無重力ウィップにつながれたまま振ふり回まわされ、彼女たちの喧嘩（？）を眺ながめることしかできない。

「だいたい！　あとから現れたクセに、あなたたちはいつも勝手に烈火にくっつきすぎなのよ！」と皐月。

「幼馴染だからってそっちこそ勝手なこと言ってんじゃないわよ！」とつみき。

「私だって烈火とくっつきたいぞ！」とリア。

　戦いはドンドン激化していって、雑木林の木々が倒れ地面がめくれ、土つち埃ぼこりが凄すごいことになっていく。

「レッカ様はウチと結けつ婚こんするんだべさ！　あんたら邪魔すんなぁ！」とハリッサ。

「いいや、烈火は我がもらう！」とコロナ。

「元魔ま王おうになんか渡せるわけないでしょ！」とリュン。
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　もう何がどうなってるのか全然分からない！

　ただ……とりあえず、この状況が俺を取り合っているせいだってことは分かった。

　それにさっきラシュエルが放った閃せん光こうも気になる。

　みんながおかしくなったのは明らかにアレを喰くらったあとだ。

　とにかく、あのアホ天使を問い詰つめるとこから始めないと……そのためにはまずこの場を離れなきゃらならない。それに俺がいなくなれば彼女たちだって一時争いをやめてくれるはず！

　それにはこの無重力ウィップをどうにかしないと……。

「そうだ！　確かこのスーツに……！」

　ヅィータに説明されたギンガグレイトの特とく殊しゆ能力のひとつに役に立つ技わざが！

　そう、確かかけ声は……

「ギンガブレイド！」

　瞬しゆん間かん、右みぎ腕うでの肘ひじから先が高速振しん動どうする。骨ごと砕くだけそうな勢いだが、スーツのおかげなのか痛みはゼロだ。

「ッ！」

　俺は不安定な無重力状態に苦労しながら、自分を拘こう束そくする鞭に向かってギンガブレイドを叩き込んだ。

　おそらくこの無重力ウィップも何か宇宙製の特殊素材でできていたのだろうが、さすがは特注ヒーロースーツに内蔵された必ひつ殺さつ技わざといったところか。ギンガブレイドは無重力ウィップをいとも容易たやすくザシュッと斬きり裂いた。

「ぐぬっ！」

　やや不格好ながら地面に着地し、ゴロゴロと転がってから起き上がる。

「あっ！　烈火逃にげないでよ！」

　鞭が切れたことに気づいたシャーリーが声を上げた。

「「「……ッ！」」」

　すぐ傍そばにいた皐月・イリス・ハリッサがそれに反応する。

「烈火！　こっちに来なさい！」

「もう一回デートのやり直しするわよ、烈火！」

「レッカ様！　ウチも覚かく悟ごを決めました！　今夜は一緒に寝ねましょう！」

「いいからみんなはまず落ち着けえええええ！」

　俺はスーツの力を借りて脱だつ兎とのごとく逃げ出す。

　懸け念ねんは同じスーツを着ていて基き礎そ能力が俺と段だん違ちがいのイリスだったが、皐月とハリッサが彼女の行く手を妨ぼう害がいしてくれたおかげで逃げ切きれた。

　だが追手は彼女たち以外にもまだまだいる。

「レッカ！　ワシから離れてどこへ行く気じゃ!?」

「お前はここに残れ吸きゆう血けつ鬼き。烈火が逃げてしまうだろう」

「逃げるのはワシのせいだと言う気か貴様!?」

　ロザリンドとコロナがギャーギャー言いながら追いかけてくる。またその後ろからリアとリュンが空から俺のことを狙ねらっていた。

「まっ、待ちなさいよー！」

　一いつ般ぱん人じんのつみきだけかなり遅おくれて、ひぃーひぃーと息を切らしながらそれでも走っていた。

「もう諦あきらめてみなさんと酒しゅ池ち肉にく林りんしちゃったらどうですか？」

「やかましい！」

　完かん璧ぺき他人事なアールに怒ど鳴なりつつ、俺は何とか離れたところにあった原生林らしき場所に逃げ込む。

　まるで人の手入れがされていない自然の中は走るのにとても不向きで、何度も転びそうになりながら走り続けた。やがて道は斜しや面めんへと変わり、ドンドン勾こう配ばいを増していく。

　ズガガアアアアアアン！

「なっ、何だ!?」

　後方から響ひびき渡わたってきた轟ごう音おんに思わず足を止める。

「『ヒロイン』の誰かが邪魔な木を焼やき払はらってるんじゃないですか？　もしくは他の『ヒロイン』に対して妨害を行なっているとか」

「……クソッ！　マジで何でこんなことに……!?」

「原因は明らかでしょう」

「……あの時のラシュエルが撃うった閃光だよな」

　二十分ほど前に起きたその光景を、俺はやや苦々しい気持ちで思い返す。

「つーか、結局あの光は何だったんだ？　どうしてみんなはあんな風に……？」

「それも明白な気がしますけどね」

「え？」

　俺が驚おどろいて視線を向けると、アールはやたらと呆あきれたようなため息をついた。

「仕方ありませんね。大サービスですよ？」

「あ、ああ」

「ラシュエルさんの放ったあの光ですが、そもそも彼女が何と何を司つかさどる天使なのかを思い出してください」

「何と何を司る天使か……？」

　それは……愛と情熱、だったか？

　そう答えるとアールは頷うなずく。

「ですね。では、彼女が今日集めていたのは何ですか？」

「……ラブエナジー？」

「正解です」

「それがどうしたんだ？」

「次の質問です。ラシュエルさんはどこからどうやってラブエナジーを集めていましたか？」

「……？」

　アールは何でこんな質問を続けるんだ？

　彼女は大サービスだと言っていた……つまり、これは今の状況に対するヒントということだろうか？

「……」

　今朝出会ったラシュエルはラブエナジー不足で腹を空すかせ、俺に助けを求めるために遥はる々ばる海を越えてやってきた。

　そんな彼女が俺、いや、俺たちに求めたのは……

「……修しゆ羅ら場ば？」

「正解です」

　いつもの無表情でアールは首を縦に振る。

　天使のエナジーを得る原理はよく分からないが、ともかくラシュエルは修羅場の間近にいることでラブエナジーを吸収していた。また、彼女は「修羅場＝情熱的な愛」だと言っていたはずだ。

　愛と情熱を司る天使ラシュエル……司る？

「まさか……力の戻ったあいつには、修羅場そのものを生み出す能力があるのか？」

　そうとしか考えられない。

　であれば、みんながあんな俺を取り合うようなカオスな状況が生まれてもおかしくないはずだ。

「烈火さんを取り合う修羅場によって起こる戦い、まるで『全ての戦争オールオブウオー』みたいですねぇ。もっとも規模も人数もずっと少ないので、さしずめ〝プチ〟リトル黙示録といったところでしょうか。意味が重複してますけど」

　アールがしみじみ呟いたように、後ろの方から聞こえてくる戦せん闘とう音は時間が経たつにつれ激しさを増していっている。このままじゃいずれ〝プチ〟どころの騒さわぎじゃなくなって……。

　ていうか！

「あんのアホ天使ッ！　みんながおかしくなったのは全部あいつのせいかよ！　やっぱり堕天使じゃねーか！」

「まぁ、彼女の様子を見るに過剰なエナジーを摂取して暴走している、という感じでしたけどね」

　むぅ、そう言われれば確かに暴走状態というか酔よっ払ぱらいっぽかったけど……にしたって今日の騒そう動どうの八割方はあいつが主原因じゃねーか！

「いや、でも待てよ。ってことは、ラシュエルをどうにかすればこの状況は収まるのか？」

「可能性としては充じゆう分ぶんあるでしょうね」

　正直、あんな暴れ回るみんなをどうしたらいいのか考えあぐねていたが、少し希望が見えてきた。

「かといって、今のラシュエルさんはラブエナジー吸収しまくって、相当なパワーアップされてると予想されますが。もしかしたらさっきの怪かい獣じゆうよりも強いかもしれませんね」

「ぐはっ、そうか……！」

　そういやあれだけ俺たちが苦労した怪獣を一いち撃げきだったもんな。

　本当にどこまでも厄やつ介かいな奴だなあちくしょう！

「烈火！」

「ッ!?」

　突とつ然ぜん誰だれかに名前を呼ばれて心臓が跳とび上がり、俺が驚いてそちらを振り返かえると、

「き……霧きり？」

「烈火。大だい丈じよう夫ぶだった？」

　そこにいたのは心配そうな表情をした霧だった。




　　　　　▽




　俺は霧に案内され、原生林の中にあった洞ほら穴あなに身を隠かくした。

「やあ」

「スタモン」

　洞穴には例のマスコットキャラ、スタモンもいた。

「スタモンがここを見つけてくれたの」

「そうなのか」

　どうやら皐月たちが争いを始めたあと、戦闘に巻き込まれないように逃げてきたらしい。

「そういえばどうして霧はラシュエルの光を浴びても影えい響きようがなかったんだ？」

「いくら烈火さんでも未攻略の『ヒロイン』とフラグが立つことなんてありませんよ」

　またアールは妙な専門用語を使いつつ嘆たん息そくしていたが、とりあえず影響はないと考えてよさそうだ。

「ていうか霧も『ヒロイン』なのか……まぁそりゃそうだよな」

　どう見ても大ピンチな上に勝ち目もなさそうだったし。

「ひとまず霧が無事でよかったよ」

「うん……」

　霧は頷くが、どこか元気がない。

「……霧？」

「はぁ……はぁ……」

　急に霧は地面に膝ひざをつき、苦しそうに喘あえぎ始めた。

「お、おい！　大丈夫か？」

「……うん」

　返事こそあるものの、やはり顔には苦く悶もんの表情が浮かんでいる。

「スタープリズム……」

　彼女の様子を見てスタモンも泣きそうな声で名前を呼ぶ。

「スタモン！　霧は急にどうしたんだ!?　何かの病気か!?」

「違ちがうよ……これはヒーローゲージの減少が原因なんだ」

「ヒーローゲージ？」

　俺はおうむ返しに尋たずねる。

「ヒーローゲージっていうのはヒーロー――正義の味方の魂たましいそのものなんだ。正義として悪と戦って、悪を倒すことでゲージは上じよう昇しようする。逆に悪を倒せなかったり、正義の味方として相応ふさわしくないことをするとゲージは減少する」

　しかし見ている限り、霧はかなりの正義感を持った少女だ。

　そんな彼女がヒーローらしからぬ行動でゲージを減らすとは思えないが……？

「はぁ……はぁ……」

「霧っ！」

　ついに彼女は膝で立っていることすらできなくなり、危あやうく頭を打ちそうになったので慌あわてて支え、体を横たわらせる。

「……実はここ一年戦っていた悪の組織がいたんだけど、奴らはスタープリズムのヒーローゲージに気づいて卑ひ劣れつな策を取り始めたんだ」

「卑劣な策？」

「うん……」

　スタモンの説明によると、こういうことらしかった。

　スタープリズムのヒーローゲージは〝悪を倒す〟ことで上昇するのなら、倒されなければいいと悪の組織は考えたらしい。つまり、スタープリズムに負けそうになったら、彼女にやられる前に『自じ爆ばく』してしまうのだ。

「最初はやられるギリギリに自爆してたから、それもスタープリズムが倒したって結果に反映されてゲージは上昇していたんだけど……段々、奴らもタイミングを掴んできて、この半年ばかりスタープリズムのゲージは減る一方だったんだ」

　ちなみにヒーローゲージは、何と言うか〝ヒーローの摂せつ理り〟みたいなもので、ヒーローとなった者には必ずついて回るものらしい。

「……」

　聞いてみれば何じゃそりゃと言いたくなるような策だが、それでも有効な――そして卑劣な――策であることは間ま違ちがいない。

　ヒーローゲージが減少すると、ヒーロー自身も力を失っていく……怪獣と戦っていたスタープリズムがやたら弱かったのも納なつ得とくがいった。

「それでも怪かい人じんたちを減らし続けていれば、いつか組織はなくなるはずだって頑張ってきたんだ……。その甲か斐いもあって何とかヒーローゲージの残っている内に組織は壊かい滅めつさせられたんだけど、組織のボスは倒される間ま際ぎわに地球を破は壊かいする大だい怪かい獣じゆうを宇宙から呼び寄せたんだ。自分たちのものにならないならいっそ滅ほろんでしまえって」

「何つー傍はた迷めい惑わくな最後っ屁ぺなんだ」

　ヅィータが怪獣探知機で発見して、ラシュエルがトドメを刺さしたあの宇宙怪獣は、霧たちが戦い続けていた悪の組織が呼び寄せたものだったのか。

　……ってことは、つまり。

「その大怪獣をラシュエルが倒しちまったから……『また』スタープリズムは……霧はヒーローゲージを回復できなくて倒れちまったのか？」

「……そういうことになるね」

「なんてこった……」

　クソッ！　なんか今回の『物語』って全部俺のせいなんじゃないかって気がしてきた……ギンガグレイト役の爺じいさんをギックリ腰ごしにさせたのも俺だし、霧やスタモンの話をちゃんと聞かずに怪獣を倒させちゃったのも俺だし、ラシュエルの暴走を止められなかったのも俺だし……。

「あーもう！　今回の俺は振り回されてばっかりで何の役にも立ってないな！」

　それが本当にイラ立たしくて、怒りに任せて洞穴の壁かべをガンッと蹴ける。

「うっ……」

　その音で目が覚めたのか、霧は小さくひとつ呻うめくと、震ふるえる手をついて立ち上がろうとし始めた。

「霧。無理すんなって」

「でも……外、ヒドいことになってるんでしょ？」

　確かに聞こえてくる破は砕さい音はドンドン近づいているし、ヒドいことになっている。

　ラシュエルによって洗脳されたみんなが互いに戦いながら俺を捜さがしているのだろう。

「このままじゃ、街にも被ひ害がいが出ちゃうかもしれない……止めないと」

「いや、それは……」

　さすがにみんなもそこまではしない……と言いたかったが、ラシュエルの洗脳がどうなっているのか、またラシュエル自身が過か剰じよう摂せつ取しゆしたラブエナジーによってどこまで暴走しているのか、何ひとつ確かなことはなく、説得力のある言葉が見つけられなかった。

「スタープリズム！　無む茶ちやしないでっ」

「スタモン……無理だよ。私の性格、知ってるでしょ？」

「知ってるよ！　だから止めてるんじゃないか！　もうスタープリズムのヒーローゲージは残りわずかなんだよ？　ゲージがゼロになったら……きみは死んじゃうじゃないか!?」

「なっ!?」

　死ぬって……そんな……

「何だよ死ぬって!?　ヒーローゲージって体力とかパワーに関係しているだけじゃなかったのか!?」

「……ヒーローっていうのはそういうものなんだ。悪を倒せなきゃ、ヒーローに価値はないんだよ」

「何言ってんだ！　霧はこの一年間、悪の組織と戦い続けてきたんだろ？　ゲージが減ったのだって、敵の卑劣な策のせいじゃねぇか！」

「うん……。でも、そういう契けい約やくなんだ」

「契約って……！　スタモン！　お前が霧をそうさせたんじゃ……！」

　ついカッとなって俺がスタモンに掴つかみかかろうとした時、

「やめて！　スタモンは悪くないよ」

　霧が起き上がり、振り上げそうになった俺の腕をそっと下ろさせた。

「でもよ……こんなのあんまりじゃないか！」

「そんなの知らない！」

　激げき昂こうする俺の言葉を、霧はキッパリと切り捨てた。

「スタープリズムになるって言ったのは私なの！　スタモンは悪くない。悪いのはあの組織のボスとか、地球をブッ壊こわそうとしちゃう怪獣の方だよ！」

「そりゃそうだけど……」

「私のことなんてどうでもいいの！　それよりもみんなを護まもれないことの方がよっぽど悔くやしい！」

「……！」

　……『波なみ乱だれの血』を引く俺は主人公の代役だけど……霧は本物の主人公みたいな少女だ。

　正直、カッコいい。

　そんでもって今日の俺はカッコ悪すぎる。

　だったらここらで挽ばん回かいしなくちゃダメだよな。

「私、行くよ」

「待ってくれ――」

　洞穴から出ようとする霧を俺は止める。

「――一分くれ。それで、何とかしてみせる」

「何とかって、何を？」

「全部」

　俺は頭の中で与あたえられた『物語』のピースをもう一度整理する。

『霧の物語』。スタープリズムの〝特性〟。彼女の持つ悪を浄じよう化かする必殺技。

『ヅィータの物語』。彼女の番組。彼女の企き画かくの内容。彼女の会社の状況。

『ラシュエルの物語』。暴走したラシュエル。ラシュエルに操あやつられているみんなの力と、彼女たちにかけられた洗脳。

　ひとつひとつの欠片かけらを、ああでもないこうでもないと試し行こう錯さく誤ごしながら、噛かみ合あう部分を探していく。

「スタモン……スタープリズムは人からの応おう援えんを力に変えられるんだよな？　それはヒーローゲージがなくて弱った状態でもパワーアップできるのか？」

「え？　う、うん。力に変えられるって言ったけど、正確にはヒーローの力の源であるゲージを応援の力によって一時的にブーストするようなものなんだ。応援がなくなればまたゲージは下がっちゃうけど、パワーアップ自体は今でも可能だよ」

「分かった。あともうひとつ、あの暴走堕だ天てん使しをしばき倒たおしたらヒーローゲージは回復すると思うか？」

「……うん。それはそうなると思うよ」

「この場合、倒すっていってもあくまで正気に戻もどすってことなんだけど、それでもか？」

「うん。スタープリズムの必殺技は悪の心を浄化するって言ったでしょ。悪人を改心させることも立派なヒーローの役割さ」

「了りよう解かい」

　なら、暴走するラシュエルを霧に倒させることは、双そう方ほうの『物語』の解決につなげられる。

　問題は霧のパワーアップのために彼女のことを応援してくれる人。そして数だ。

　それがあればスタープリズムは力を取とり戻す――いや、上う手まくやれば取り戻すどころか何倍にも何十倍にもパワーアップさせることができるはず……。

「……ところでさっきからきみの着ている服、首の後ろが光っているよ」

「え？」

「何なんだろ……これ、スイッチかな？」

　スタモンは俺の肩かたに飛び乗って、その光っているもの――スイッチを見つけ、ポチッと押おした。

「わっ！」

　スタモンの驚きの声と同時に、ギンガグレイトのマスクがスーツから飛び出だして俺の頭に装着される。

『ぃ……おい！　聞こえてんのかクソガキ!?』

　瞬間、マスクに内蔵された通信機から響いた大声が俺の鼓こ膜まくを貫つらぬいた。

「ヅィータか!?」

『生きてたのかコンチクショウ！　だったらさっさと応答しやがれ！』

　もしかして不時着したあと、ずっと通信を送ってきてくれていたのか？

　だとしたら心配をかけてしまった。俺は素す直なおに謝罪する。

『……ったく、ていうか今どうなってんだ？　火線ビームはもう飛んでこねーけど、ドンパチの音は続いてるし、怪獣はどうなったんだよ？』

「あー……えっと」

　何から説明していいか迷っていると、こちらの言葉を待たずヅィータはため息をこぼし、

『まーもう番組もおジャンになったわけだし、今いま更さら怪かい獣じゆうがどうなろうがいいけどな。帰ったらウチのチャンネル契約の解除と会社の破産申しん請せいを……』

　妙みように淡たん々たんと喋しやべり続けていたヅィータだが……不意に、湿しめっぽいため息が混じる。

『ハァ……もっと、たくさん創つくりたかったんだけどな』

　その呟つぶやきにはヅィータの心の底からの本音が含ふくまれているように思えて。

　彼女の『物語』における最大のバッドエンドとは、会社がなくなることよりも、もう新しい物を創れなくなることなんだと感じた。

　彼女の会社がチャンネル登録している銀河ネットビジョンは、破産や規約違い反はんなどの理由で一度登録を抹まつ消しようされてしまうと、再申請が物もの凄すごく困難になると聞いている。というか、よっぽどのことがない限り受け付けてもらえないと。ひとり一チャンネルが持てるという凄い世界だが、その分ルールが厳し……

「―――」

　その時、ビビッと俺の脳のう裏りで何かが閃ひらめいた。

「ヅィータ！　ちょっと待ってくれ」

『ああン？』

「ヅィータの会社って、いや、ていうか銀河ネットビジョンってのは、ひとつの会社がひとつのチャンネルを持っていて、好きに番組を流してるんだよな!?」

『それがどうした？』

「ってことは、番組の内容とか放送時間をある程度自由にできるのか!?」

『そりゃまぁ……できるけど』

　興奮気味に尋ねる俺に対して、やや困こん惑わく気味のヅィータの声が返ってくる。

「……ヅィータ。物は相談なんだけど」

『あン？』

　俺は今頭の中で思おもい浮かべた作戦をかいつまんで説明した。

『……確かに、その〝新しい企画〟はおもしろそうだ。やろうと思えばできる。幸い、機材は無事だしな』

「本当か！　なら……」

『でもな、分かってんのか？　ぶっつけ本番になるぞ』

　少しこちらを心配するような声こわ音ねを見せたヅィータに対し、俺はカラっと笑ってみせる。

「何とかしてみるって。ヅィータだって言ってただろ？　やれることは全部やってみるって」

『……そうだな』

　苦笑いとも微び笑しようとも取れぬ声を漏もらして、ヅィータは俺の作戦に同意してくれた。

「霧とスタモンもできそうか？」

「うん！」

　まだ若じやつ干かんフラついているというのに、霧はグッと気合いのこもった拳こぶしを握にぎってイケることをアピールしてくれた。

　だったら、俺も気合いを入れて……！

「よしっ！　それじゃあいっちょ、一世一代の大おお芝しば居いと行こうか！」
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「さて……と」

　俺は深呼吸してビクつく心臓を落ち着かせる。

「緊きん張ちようしてますか？」とアール。

「そりゃ、まぁな。何度やっても慣れないよ」

『物語』のクライマックス……ハッピーエンドにできるかできないかの分かれ目だ。慣れることはない。

「いえいえ。そういうことではなく」

「？」

「今日の遊園地の時もそうですが、烈れつ火かさんはご自身を取り合う『ヒロイン』同士の争いに関してまったくの無力ですからねぇ。だからこそ、今日はずっとダメダメの振り回されっぱなしだったわけですが」

「痛いとこ突つくな……」

　確かに今日はもうみんなに振り回されっぱなしだった。ダメダメと言われても仕方がない。

「だけど、今はようやくやるべきことがハッキリ見えて、『物語』を解決するための策もある。こっからはやるべきことをやるだけだ」

「ええ……まぁ、そうでしょうとも」

　アールはまだ何か言いたげだったが、その先は口にしなかった。

「……」

　俺も今は特に何も言わずに、目先のことに集中する。

「ヅィータ。そっちの準備はできてるか？」

『……いつでも始められるぞ』

　通信機の向こうからヅィータの声が返ってくる。

「おう。じゃあ、やるけど……序盤の俺のセリフは撮とらないでくれよ？」

『分かってるっての。頼たのまれたってあんなセリフ入れるか。ギンガグレイトのキャラが崩くずれる。こっちがカメラ回し始めたら教えるから、そこから先はキチンとキャラ作ってやれよ』

「了解」

　俺はいったん通信を終しゆう了りようし、覚悟を決めて木々の間から飛び出す。

　宇宙船の観測システムを使ってヅィータにナビゲートしてもらい、俺は原生林の山の中を迂う回かいして『ヒロイン』たちの争いが一望できる崖がけの上まで移動していた。

「……うわあ」

　見える範はん囲いだけで、とりあえず海岸線の道路が壊滅していた。

　ほかにもいたるところで大地が陥かん没ぼつしていて、木々が薙なぎ倒されたり燃えていたり、彼かの女じよたちの争いの激しさを如によ実じつに物語っていた。

　たださすがにと言うか、特別な力を持たないつみきはすでに気絶してリタイアしているようだ。気を失っている彼女のことはリアが抱だきかかえて護っている。そのリアもリヴァイアサン化はしていないし、見ればコロナも力をセーブしているみたいだ。

　ラシュエルに操られていても、彼女たちは仲間同士。その辺りの加減を失っていないのは不幸中の幸いだ。あくまで俺を探すために、お互たがいを妨害するという程度に留とどめているのだろう。

　とはいえ、

「いつタガがはずれるか分かりませんよ」

　と、アールには警告されているが。

　もちろん、俺おれだってこれ以上彼女たちが争あらそうのを見たくない。

　ちなみに元げん凶きようのラシュエルはといえば、怪あやしい似非えせ外国人みたいな喋りで上空からみんなのことを煽あおっていた。

「アハハハ！　ミナサーン、バーニングラァアアアブデスヨー」

　いや、燃えてんのは山だから。山火事寸前だからこれ。

　全部終わったら鎮ちん火かしねぇとな……。

　ともあれ、改めて確かく認にんしてみるとラシュエルが叫さけぶ度に、彼女からラブエナジーのオーラが溢あふれてみんなの頭上に降り注ぎ、争いを激化させているように見える。

　やはりあのバカ堕天使を止めなければみんなを止めることはできなそうだ。

「――あっ、烈火！」

　その時、崖がけ下したのイリスが俺の存在に気がついた。

　彼女の声で他のみんなもこちらに気がつき、崖の上を見上げる。

　よしっ、やるぞ！

「イリ――――――――ス！」

　俺は羞しゆう恥ち心しんを捨てて、ありったけの大声で叫んだ。

「はぁーい！　烈火！　何？」

　イリスが戦いを中断してうれしそうに俺に向かって両手を振ふってくる。そのほかのみんなの表情が五割増しで険しくなった。

　たぶん、このあともっと険しくなる……でも言うしかない！

　俺は気持ち一いつ瞬しゆんだけ声をためて、

「服を脱ぬいでくれええええええええ！」

　全力で叫んだ。

　いや、変な意味はない変な意味は！　あくまで作戦の一いつ環かんだ！　決してやましい気持ちはない！

　しかし、そんなことみんなには伝わるはずもなく。

「イヤンッ、烈火ってば大だい胆たん！」

「「「「「「「何じゃそりゃあああああああああああああああ!?」」」」」」」

　イリス以外のみんなの表情が修しゆ羅らに変わった。

　うん。変態扱あつかいされる覚悟はしてた。でも仕方なかったんだよ！

　ギンガグレイトのマスクの中で悶もん絶ぜつする俺の耳に、ザザッと通信が入る。

『おい、さっきの言い方だと今着てる服を全部脱げって意味に聞こえるぞ』

「へ？」

　ヅィータに言われて見下ろすと、イリスは本当に服を全部脱ごうとしていた。

「うわわわっ！　イリス！　スーツ！　脱ぐのは上のスーツだけでいいから！」

「ええ～、別に遠えん慮りよしなくても。アタシだって恥はずかしいけど、烈火が望むなら……」

「望んでない！　望んでない！」

　大おお慌あわてで訂てい正せいする。

　それで何とかイリスはスーツを脱ぐだけで止まってくれたけど、

「「「「「「「烈火（レッカ）（レッカ様）（ナミー）ーー[image: ]」」」」」」」

　完全に皐さ月つきたちを怒おこらせた。

　しまった……スーツを脱いでくれって言うだけでも、ほかのみんなを刺し激げきしちまうんじゃないかって懸け念ねんしてたのに、言葉が足らなかったせいで余計にマズいことに……！

「烈火！　いいいいきなりイリスさんに脱げだなんてどういうつもりよー!?」

　真っ先に飛んできたのは皐月だった。彼女は飛行魔ま法ほうで一気に崖上まで来ると俺の胸むな倉ぐらを掴み、ガックンガックンと揺ゆさぶりまくる。

「ご、誤解、いや、あの皐月さん力つよっ、だから誤解だってば！」

「レッカアアアアアアアアアア!!」

「へ？　ブゴラッ!?」

　俺が皐月に弁解していると、横からロザリンドが物凄い勢いで飛とび蹴げりをジャストミート！　俺は吹ふき飛ぶ。

「痛ッテェー！　今のスーツがなかったら首なくなってるぞ！」

「黙だまれぃ！　この変態が！」

　ロザリンドはよっぽど怒いかり狂くるっているようで、紅玉の瞳ひとみが爛らん々らんと輝かがやいている。

「ワッ、ワシを差し置いてあんな小こ娘むすめの裸はだかを望むとは何事じゃ!?　しかもこんな外で！　この特とく殊しゆ性せい癖へきが！」

「だから誤解だって！」

　クッソー、ラシュエルの洗脳がよっぽど効いてるのかみんないつも以上に好戦的に……いや、いつもこんなもんだったっけ？

「とにかく！　今すぐ貴様の目を覚まさせてくれるわ！　使いたくないが、『魅了チヤーム』でワシの虜とりこにしてくれる！」

「ッ!?」

　ヤバい！　『魅了チヤーム』だけはマズい。ここで俺が意識を失えば、全てが水の泡あわになる。

「そんな変てこなマスクでワシの『魅了チヤーム』は防げぬぞ！」

　俺がとっさに腕うでで目を覆おおおうとすると――下から飛来したボールがロザリンドの顔に当たって破は裂れつし、ペンキのようなものが撒まき散ちらされて彼女の顔面にべったりと付着する。

「なっ、何じゃこれは!?　と、取れん……！」

　何だあのとりもちとペイントボールを合体させたようなアイテム……と思っていたら、今度は鞭むちが飛んできてロザリンドの足首に巻きつき、彼女を崖の下へと引きずりおろす。

「ぬわああああああ！」

「ふぅ。まったく。ここで烈火を『魅了チヤーム』なんかされたらたまったものじゃないわ」

　入いれ替かわり上がってきたのはシャーリーだった。遊園地でも使っていた宙に浮うく発明品で崖の上まで昇のぼってきたらしい。

　彼女は治療銃メデイカルガンを構える。

「シャ、シャーリー？」

「安心して。入ってるのはただの睡すい眠みん薬やくだから」

「全然安心できないんだけど……」

　眠ねむらせたあとどうするつもりなんだ。

「じゃ、おやすみ」

　シャーリーがにこやかに微笑ほほえみながら引き金を引く――

「待ちなさいよそこをぉ！」

　――瞬しゆん間かん、突とつ風ぷうが吹き上あげて、俺めがけて発射された睡眠薬入りの弾だん丸がんの軌き道どうが逸それた。

「リュンちゃん。もう電磁拘こう束そくネットを抜ぬけてきたの？」

「おかげさまでね！　不意打ちなんて卑ひ怯きような真ま似ねしてくれたじゃない！」

　軽く驚おどろいた素そ振ぶりを見せるシャーリーに対し、風をまとったリュンは憤ふん慨がいしながら答える。

　どうやらシャーリーはみんなが俺に気を取られている隙すきに、件くだんの電磁拘束ネットとやらで不意打ちをしたようだ。皐月だけは真っ先に飛び出したため逃のがしたようだが……計算高いというか冷静というか。

　まぁ、電磁「拘束」というくらいなのだから、たぶん安全っちゃ安全な代しろ物ものなんだろう……遊園地で言っていた「本当に危ないもの」はまだ使っていないようだ。

　ただやられた方のリュンは完全に頭にきているようで、シャーリーに向かってガン飛ばしまくっている。

「……」

　さらにコロナも宙に浮いた状態で崖上に現れて四竦すくみ、いや、俺も含めると五竦みの状態になり、互いに動けなくなった。

　そこへヅィータからの通信が入る。

『おい烈火。霧きりの方も準備ができたみたいだ。今からカメラ回すぞ』

「―――」

　いよいよ本番か……。

　俺はやや及および腰ごしになっていた背筋を伸のばし、大きく息を吸う。

　こちらの動きを見て、彼女たちが何事かと注目し……

「俺の名はギンガグレイト！　銀河の平和を護る者！」

　……本当に何事だと怪け訝げんな表情を浮かべた。

「れ、烈火……大だい丈じよう夫ぶか？」

「俺の名はギンガグレイトだ！　烈火などという少年は知らん！」

　ここは重要だからしっかり強調しておけと言われてる。

　リュン、コロナ、ギンガグレイトのことを知っている皐月とシャーリーもポカンとしていた。

　まさかこんな時に俺がギンガグレイトの演技を――ひいては『リアルヒーロー伝説　ギンガグレイト』の撮さつ影えいを開始するとは思っていなかったようだ。

　俺は彼女たちが呆あつ気けに取られている間に、上空で高みの見物をしているラシュエルのことをビシッと指差す。

「嫉しつ妬と狂ぐるいの悪翼人ラシュエル！　自分がモテないなどという理由で、辺境の星々に住む少女たちの心を狂わせて争わせて世の男子たちを幻げん滅めつさせ、健全な恋れん愛あいをできなくするなどというその悪わる巧だくみ！　俺がここで止めてみせる！」

「ハーハッハッハ、ハ？　烈火さん何を言ってるんですか？　私は嫉妬狂いじゃなくて愛と情熱の天使ですよ？」

「黙れこの堕だ……駄天使！」

　当然だが、これは伊達だてや酔すい狂きようでやってるわけじゃない。

『ヅィータの物語』と『霧の物語』、そして暴走したラシュエルを止めるために考え出した作戦なのだ。

　だから、今まで学芸会で木の役しかやったことのない俺だけど、本気の本気で、全力の全力で、最高にカッコいいヒーロー役を演じてみせる！

「貴様の悪事、エントロピーの法則が許してもこのギンガグレイトが許さん！」

　俺は真っ赤なマフラーをたなびかせヒーローのポーズを決めた。

「ビッグバンよりも熱くイクぜ！」

「……何だかよーく分かりませんがー」

　ラシュエルは未いまだに酔よっ払ぱらったように真っ赤な顔でにんまりと笑う。

「今や大天使様をも超こえた私に敵はありません！　もう上司のお局つぼね天使にイビられる日々とも、下したっ端ぱ仕事にひいこら言う日々ともおさらばするんです！」

　ショボッ！

　それだけパワーアップしておいて望むことがその程度でいいのかお前？

　ある意味で今のがラシュエルが根っこの部分で善人というか、単なる苦労人というか、少なくともたいした悪人じゃないという証明なのかもしれないが……俺にとって迷めい惑わくなことに変わりはない。

「確かに『ヒロイン』を助けるのは俺の役割だけど、やりすぎな奴やつにはお仕置きが必要だな！」

『おいコラ意味不明なセリフ入れんな。これ生放送なんだぞ』

「……っと、ワリィ」

　俺は小声でヅィータに謝あやまる。

　俺の作戦を成立させるにあたって、ヅィータの持つチャンネルの番組編成をイジって急きゆう遽きよこの番組を生放送にしてもらったのだ。

　つまり何もかもがぶっつけ本番。失敗は絶対に許されない！

「……烈火さんには感謝していますが、私の邪じや魔まはさせません！」

　ラシュエルは気合いとともに、みんなを嫉しつ妬とに狂わすラブエナジーを『ヒロイン』たちへと注ぎ込む。

「さあ！　愛いとしの彼かれはそこですよ！　もっともっと激しく奪うばい合って、そして愛し合ってください！」

　みんなをさらに暴走させることで、そちらの対応で俺を手て一いつ杯ぱいにするつもりか！

「れえええええええっかああああああああ！」

「ん？　どべえっ！」

　突とつ然ぜん、背後からタックルを喰くらって俺は地面に押し倒される。

「烈火！　もう離はなさないからね！」

　イ、イリス!?

　どうやら空が飛べない彼女は少し迂回して崖を登り、俺の後ろから現れたらしい。

『おいバカ！　ヒーローがいきなりやられてどうする!?』

「そ、そんなこと言ったって！」

　ヅィータのイラ立った声に小声で言い返すが、確かにこれは格好がつかない。

『～～～ッ、しゃーない！　いいか？　今すぐこう言え！』

「!?」

　俺はヅィータの指示を聞き、とっさに彼女に合わせる。

「『おのれ！　操られているだけの彼女たち相手では手が出せない！　卑怯だぞラシュエル！』」

　……そうか！　これなら手が出せないせいでイリスに押し倒されてしまったという言い訳がつく。むしろヒーローが罪のない人々を傷つけないのは当然。

　それにこれは『ヒロイン』同士の争いを止めつつ、かつみんなを傷つけたくない俺の気持ちとも合がつ致ちする。ナイス機転！　さすがは総監かん督とく！

「えへへっ。じゃあ、さっきの続き……しよ？」

「はい？」

　そう言うとイリスはいきなり服のボタンを……って、続きってその続きか!?

　依然大ピンチ！――しかし、

「イリス！　烈火から離れろ！」

「それ以上ナミーに変なことしないでよ！」

　コロナとリュンがイリスの行動に怒り狂って、彼女に向かって闇やみと風の魔法を放つ。

「危ない！」

　俺はスーツのパワーでイリスを振り解ほどき、彼女の身代わりになってふたりの魔法を浴びる。

「ぐはっ！」

「烈火!?」

「ナミー!?」

　ブッ飛ぶ俺を見て、コロナとリュンが動どう揺ようする。

「うっ、ぐふっ……ホントこのスーツ、スゲェ」

　にしても、今のはふたりとも結構強力な魔法を撃うってた……それだけラシュエルから送られるラブエナジーの濃のう度どが濃こくなっているということか。

「烈火に何するんですか!?」

「今のはイリスが悪いわよ！」

　激昂する皐月に、リュンも怒ど鳴なり返している。

「ていうか、アンタたちいい加減にしないとアタシも本気でキレるわよ!?」

　邪魔をされたイリスもほとんど半ギレ状態になって、コロナとリュンに食ってかかっている。

　さらに。

「やってくれたな小娘ぇえええ！」

「えっ？　キャア！」

　さっき喰らったとりもち＆ペイント弾だんを顔から引ひき剥はがしたロザリンドが、一歩引いてチャンスを窺うかがっていたシャーリーに奇き襲しゆうをかけた。

　ヤッバい！

「ロザリンド！　やめろ！」

　俺はグッと地を蹴って走り出し、シャーリーに襲おそいかかるロザリンドめがけて横からタックルをかました。そのまま彼女を抱き締しめ、ゴロゴロと地面を転がって――崖から落ちた。

「うわああああああああああ！　ゴフッ！」

　今日は何度このスーツに命を救われてるんだろうか……。

「ロザリンド。大丈夫か？」

　俺が下になったのでケガはないと思うが。

「……」

　あれ？　返事がない。

　ロザリンドは妙に俺の腕の中で小さくなって、

「レ、レッカ……胸」

　と、恥ずかしそうに呟く。

　何かと思って確かめると……抱き締めた時、俺の手が思いっきりロザリンドの胸を鷲わし掴づかみにしていた！

「わわわワリィ！」

「い、いや、このくらい……」

「あらまぁ、普ふ段だんは余よ裕ゆうのある方だと思っていましたが、ロザリンドさんは案外こういうことに耐たい性せいのない方でしたか。かわいいですね」

　そんな感想述べてる場合か！　アールはいつも他人事だなぁ！

　ゴゴゴゴゴゴ

「ハッ!?」

　不意に、巨きよ大だいな影かげが俺とロザリンドの頭上に現れ、太陽を遮さえぎった。

　恐おそる恐る視線を影の主へとやると、

「アンタねぇ～～～」

　そこには……リヴァイアサン化して新幹線並みの大きさになったリアと、その頭に乗ったつみきが額に青筋を浮かべていた。

　リアがさっきからいないと思ってたら、気絶したつみきのことを起こして暗黒物質ダークマターを補給してもらってたのか。

「イリスさんにいきなり脱げって言ったって聞いてお仕置きに来たけど、まさかロザリンドの胸まで揉もんでるなんて！　このロリコン！」

「違ちがうわ！」

「じゃあ胸フェチ!?　大も小も分わけ隔へだてなく愛するっていうの!?」

「お前は何を言ってるんだ!?」

　つみきもだいぶ錯さく乱らんしているようだ……いや、ていうか。

「ところで、お仕置きって……？」

「当然！　女たらしのアンタの煩ぼん悩のうが消し飛ぶまでボッコボコよ！　リアさんやっちゃって！」

『む……うむ。しかし、暗黒物質ダークマターまでもらっておいてなんだが、本当に大丈夫か？』

「烈火のしぶとさなら大丈夫よ。それに、こいつをこのまま放っておいたらその内ほかの女の子たちの服も脱がそうとするに違いないわ！」

『それは許せんな』

「ちょっと待ってくれええええ！」

　ボッカンボッカンと大地を穿うがつ水弾から逃れるように、俺はロザリンドを抱きかかえたまま走り出す。すでにあちこち穴だらけで走るのに苦労した。

「ヅィータ!?　まだ例の準備は整わないのか!?」

『とっくに銀河ネットチャンネルのトップページやら情報掲けい示じ板ばんでＣＭ打ってる。特とく撮さつには根強いファンも多いし、前作を見てた奴らが中心になって情報が拡散されてきた。事前の目標数値にはまだ足りないが……って、おい！　お前の出番はまだ先……！』

　通信の向こうでヅィータが慌あわてた声を出す。

　直後。




「待ちなさい！」




　つい最近聞いたばかりのセリフが、先さき程ほどまで俺たちのいた崖上から降ふってきた。

　逃にげる俺とロザリンドを追うために、ラシュエルに操られている『ヒロイン』たちはみんな崖下に下りてきている。

　なら、今崖の上で声を張り上げたのは――

「私の名はスタァ……じゃなかった。私の名はギンガビューティー！　ちきゅ、銀河の平和を乱す者よ！　私が大……大……大宇宙に代わって倒してやるわ！」

　ギンガグレイトの相方、ギンガビューティーだった。

　だが、今あの衣装を着ているのは元々ギンガビューティー役をやるはずだったイリスではない。彼女が脱ぎ捨すてたヒーロースーツを回収して装着したスタープリズム――霧きりだ。

　ヅィータの言う通り、彼女の出番は〝準備〟が整ったあとのはずだが……もしかしたら彼女の性格的に、ピンチの俺を見て黙っていられなかったのかもしれない。

「待っててギンガグレイト！　今助けるわ！」

　そう叫んで、彼女は勇んで崖の上から飛び降りてくるが、

「「「「「「「「邪魔」」」」」」」」

「うきゃあああ！」

　俺が抱いているロザリンドを除く『ヒロイン』たちの総そう攻こう撃げきを受け、あえなく撃げき墜ついされた。

　なんかカッコいい登場から速そつ攻こうでやられるところまで含めて、さっきの怪かい獣じゆう戦の再現を見ているようだ。

　てかやっぱり準備ができてからじゃないと無理っぽい！

「ギンガビューティー！　無理するな！」

「イタタ……ううん！　私は大丈夫！」

　霧はやられた直後とは思えないくらい元気な声を上げると、続いて上空のラシュエルをキッと見上げる。

「こうなったら元凶から叩たたいてやるわ！　そこを動くなー！」

「もうっ、あなたからはラブエナズィが感じられませんね。関係ない人は引っ込んでてください」

「うっひゃああああああ！」

　ああ！　ビューティーがまたやられた！　しかもデコピンで！

　それにしても思った通り、ラシュエルは吸収したラブエナジーでだいぶパワーアップしているようだ。それで暴走してちゃ世話ないが。

　どうする……〝あれ〟をやるには、根本的な力でラシュエルを上回る必要があるとスタモンから聞かされている。あのダメ天使が想像以上にパワーアップしているとなると、こちらの当初の想定以上に作戦が上う手まく行かないとダメということになるが……って、霧の奴こっちに向かって落ちてきてないか!?

「うわっ！」

「むぎゅぅ！」

「へぶわっ！」

　俺、ロザリンド、霧は互いに揉みくちゃになりながら地面をゴロゴロと転がる。

「だ、大丈夫か？　き……ギンガビューティー」

「へ、平気らよ……」

　ケガはないようだが回転しながら落ちてきたので目が回ったらしく、若じやつ干かん呂ろ律れつが怪しい感じで霧は返事する。

　って、ロザリンドはどこ行った？

　気がつけば腕の中からいなくなっていた彼女を捜し……何がどうしてそうなったのか、地面に半ば顔面を埋まい没ぼつさせた形で四よつん這ばいになっている吸きゆう血けつ鬼き少女の姿を発見した。

　土が抉えぐれた跡あとがあるから、たぶん霧が衝しよう突とつした勢いで放ほうり出だされたあと顔面でブレーキをした……ってところだろうか？　悲ひ惨さんすぎる。

「……レェーエェーッカァー」

　ボコリッと土の中から顔を引っこ抜きながら、ロザリンドは地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような低い声で俺の名前を呼んだ。

　さらに彼女の後ろから、皐月・イリス・ハリッサ・つみき・リア・シャーリー・コロナ・リュンも現れて、眉み間けんに物凄いシワを寄せてこちらを睨にらんできていた。

　そういや受け止めた勢いで、また俺は霧のことを抱き締めていたっけ……。

「「「「「「「「「いい加減にしろおおおおおお[image: ]」」」」」」」」」

「俺のせい!?　俺のせいなのかこの状じよう況きよう!?」

「何で私まで追われてるの!?　ねぇ何で!?」

　俺と霧は揃そろって彼女たちから逃げ出した。

『おいお前ら逃げるな！　正義の味方が逃げてどうする!?』

「ハッ！　た、確かに！」

「ヅィータに乗せられんな霧！　どっちにしろみんなは傷つけられねぇだろ！」

　危あやうく反転しかける霧の肩かたを強ごう引いんに掴つかみ、俺たちはさらに逃とう走そうを続ける。

『クソッ、いくら相手が操あやつられてるって設定づけしてもこのままじゃ絵面が悪すぎんだろ……いや、待てよ。逆にこの状況を利用して……』

「何だよ？　何か思いついたのか？　ヅィータ」

『ちょっと待ってろ。上手くいくか分からねーけど、生放送のライブ感を利用できれば何とかなるかもしれん』

「本当か!?」

『だから分からねーって言ってんだろ……。でもまぁ、そうだな。あえて言うならファンを信じろってとこだ。つーわけでもうちょい頑がん張ばれ』

「頑張ることは頑張るけどなっ！」

　ドゴンッ！

　コロナの放った魔ま法ほう弾だんで地面がポップコーンみたいにはじけ飛び、俺と霧は揃って宙へと投げ出される。

「クッ！」

　何とかスーツの力を借りて着地するが、今度は謎なぞの爆ばく発はつが!?　魔法っぽくなかったからたぶんシャーリーの仕し業わざだ。

「ていうかみんなさっきから攻こう撃げきが激しくなってやしませんかねぇ!?」

「烈火が悪いんでしょう!!　次から次へと新しい女の子に手を出して……私のこともちゃんと見なさいよ！」

　怒鳴りながら皐月が見たこともないような攻こう撃げき魔ま法ほうを放ち始める。

「皐月そんな魔法まで使えるのかよ!?　攻撃魔法は不得意なんじゃなかったのか!?」

「森しん羅らの大魔法で遺失魔法の知識にアクセスしたのよ！」

　荒あれ狂う激情がそうさせるのか、皐月が今までにない森羅の大魔法の使い方をし始め、ドンドン強力な魔法を使うようになっていく。

「私もそろそろ容よう赦しやできなくなってきたわね」

「シャーリーもかよ！」

　ついにはシャーリーまでやたらと威い力りよくの高い……おそらく「本当に危ないもの」と自分で言っていた凶きよう悪あくな発明品を使い始めたようだ。

「いやはや、烈火さんがハッキリしないまま次々ラッキースケベをしまくるせいで、『烈火さんを取り合う女の修しゆ羅ら場ば』から『浮う気わき者ものな烈火さんを制裁する修羅場』に変化し始めましたね～」

「アールはどんな時でも冷静だな！」

　しかもそのパターンって、きっと男が最後に刺さされるタイプの修羅場だよな!?

「アアアア～ン！　凄すごい！　今までで一番凄いラブエナジーですよ！　みなさーん、その調子で燃えてくださいねー！　アハハハー！」

　そんなわけで『ヒロイン』たちの追つい撃げきはドンドン苛か烈れつになっていき、空では調子に乗りまくったラシュエルが身み悶もだえしながら高笑いしている。

　その内、俺と霧はドン詰づまりまで追い込まれ、ついに逃げ場ばを失ってしまった。

「烈火ぁ～～～」

「ま、待った。いったん落ち着こう」

　全員を代表するように拳こぶしをパキパキと鳴らすイリスに俺は懇こん願がんする。

「……ん？　あれ？」

　一方で、同じく追おい詰つめられている霧は、何かに気づいたみたいな声を上げた。

　しかし、それが何なのか確かめる間もなく。

「反省しなさああああああい!!」

「殺気こもってるううううう!?」

　恐きよう怖ふのためかイリスの握にぎった拳が何倍もの大きさに見える！

　宇宙の先せん端たん技術の詰め込まれた特注スーツも、さすがにこれは受けきれないかもしれない。

　わりと真しん剣けんに俺が死を覚かく悟ごした時――横から伸びた手がイリスの拳をドシンッと受け止めた。

「このッ……！」

　イリスは拳を引き戻もどそうとするが……動かせない。

「――キタ」

　霧はギンガビューティーのマスクの下で、最初独り言のように呟つぶやいた。

「キタキタキタキターッ!!　元気がキターーーッ!!」

　続けて叫びながら万ばん歳ざいするように立ち上がり、その勢いでついでにイリスを投げ飛ばす。

「わっ！　ちょっ！」

　イリスは危なげなく着地したが、急に元気になった霧に驚いているようだ。それはほかのみんなも同じらしい。

　もっとも俺は彼女に何が「キタ」のか心当たりがあるのだが。

「キタってことは……上手く行ったのか？」

「うん！　みんなの〝応おう援えん〟が届いたよ！」

『おう。何とか目標の数値に届いたな』

　霧とヅィータ、両方から肯こう定ていの言葉が返ってくる。

　――今回の要は霧、もといスタープリズムの持つ〝特性〟だった。

　ラシュエルはもとより、洗脳されて攻こう撃げき的てきになっている『ヒロイン』たちをケガさせずに抑おさえるのは生半可な力じゃ不可能だ。また俺たちの側で唯ゆい一いつそれができる可能性を持っているのがスタープリズムだった。

　スタープリズムは他者からの応援で力を増す。ここで大事なのは「スタープリズム」という名前ではなく「彼女自身」が応援されればパワーアップできるという点だ。

　とはいえ、日本の端はしっこではその応援をしてくれる人がどこにもいないし、一いつ般ぱん人じんをこんな危険な場所へ連れてくるわけにもいかない。

　そこで俺が目をつけたのは、ヅィータの会社が持っている銀河ネットのチャンネルだった。

　まず元々撮とる予定だった『リアルヒーロー伝説　ギンガグレイト』を急遽生放送に変えてもらう。日本のテレビだって大事件が起きれば緊きん急きゆう生放送が入る。自社でチャンネルを持っているなら、それも可能だろうと思ったのだ。

　次にイリスから衣装を回収し、霧にスタープリズムに変身した上でギンガビューティーのスーツを着てもらう。スーツは自動でサイズ調整されるので、スタープリズムの服の上からでも充じゆう分ぶん着られる。

　あとは『本物のヒーローがリアルタイムで戦う番組がある』という情報を、ヅィータたちスタッフの手で拡散してもらう。

　ヅィータは本物のヒーローが本物の悪と戦うのが今回の企き画かくの肝きもだと言っていた。

　だったらそれがさらにリアルタイムの放送になったら、もっと臨場感が増すんじゃないかと思って提案したのが、この『超ちようリアルタイムヒーロー伝説　ギンガグレイト』だ。最初から無む謀ぼうな企画をさらに無む茶ちやなものにした企画だが、やらないよりはマシと彼かの女じよもＧＯサインを出してくれた。

　あとはこの企画が当たって視し聴ちよう率りつがうなぎ上りになれば、まず『ヅィータの物語』は解決できる。

　さらに言えば、視聴率の上じよう昇しようにはもうひとつ恩恵があった。

「凄い！　こんなパワー今まで感じたことないくらい……物もの凄すごくたくさんの人たちが私のことを応援してくれてる！　烈火！　凄いよこれ！　宇宙ってこんなにいっぱいの人がいるんだね！」

「ああ。あと、今はギンガグレイトって呼んでくれ」

「うん！　グレイト！」

『略すな』と、すかさずヅィータのツッコミが入る。

　もうひとつの恩恵とは、番組の視し聴ちよう者しやたちが全員「霧を応援してくれる人々」になってくれるということだ。

『ギンガグレイト』は特撮ヒーローアニメ。観てくれてる人の多くはヒーローが悪に勝つことを期待している。

　しかもこの番組の趣旨は本物のヒーローが「本物の悪」を倒たおすというもの……創作だったらたまに人気の悪役なんてのもいるけれど、相手が本物だというなら、なおさら視聴者はヒーローを、ギンガビューティーに扮した霧のことを応援してくれるはずだと踏ふんだ。

　結果は期待通り。

「しかし、何で急にここまで霧に……ギンガビューティーに応援が集まったんだ？」
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『簡単だ。単純にあいつの応援されればされるほどパワーアップするって〝設定〟をネタバラししたんだよ。まぁ、観てる奴全員が純真な子供ってわけじゃないから、本気にしてない奴もたくさんいるだろうが、そういう奴らだって番組の演出だって思ってくれる。そして、ファンってのはこういう時ノリがいいもんさ』

　ヅィータはなんだか誇らしそうにそう言った。

　彼女の作戦はまさにデパート屋上のヒーローショーと同じだ……言われてみれば、子供の頃ころヒーローショーを観に行った時、俺おれも本気でヒーローに応援を送ったっけ。

　そして、ファンたちの声援を聞いたヒーローは、逆境の中からいつも立ち上がってきてくれた。

「行っくよー！」

　宇宙中に散らばる星々に住む人々から応援を受け取った霧は、威勢よく気合いを入れながら『ヒロイン』たちの許へと突とつ撃げきする。そのパワーとスピードは圧倒的で、人数差をものともせず次々と彼女たちを気絶させていく。

「リアさん！　しっかりして！」

『ハッ！　おのれ！』

　他の『ヒロイン』と同じように、リアも霧の突然のパワーアップに面喰っていたが、ギリギリのところで我を取とり戻して彼女に戦いを挑いどむ。

　さすがにリヴァイアサン化したリア相手となると、霧もあっさり完勝というわけにもいかず、戦況は五分だった。

『おい！　ギンガビューティーにばっかり戦わせるな！　ギンガグレイトがサボってたら格好がつかないだろうが！』

　その時、通信機の向こうからヅィータの怒鳴り声ごえが聞こえてくる。

「そう言われてもな……」

　今回の作戦は基本的に霧のパワーアップに賭けていた。イリスにスーツを脱ぬいでもらったり、事前に決めた目標の数値まで視聴率が上がる間みんなを引きつけたり、そこまでは俺にもやらなきゃいけないことがあったが、作戦が半ばまで成功した今やることは、というかやれることが……。

「いや……待てよ？」

　そういえばみんなを引きつけている最中に一度だけ、〝あれ〟をした時ロザリンドがおとなしくなったよな。

　少し恥はずかしいけど、確かに霧にばかり負担を押おしつけるのは万が一ということがあるし、番組的にもマズい。俺にもやれることがあるなら、やるだけやってみる価値はある。何にもやらないよりはマシだ……！

　現時点で抵てい抗こうを続けているのはイリスにロザリンド、コロナ、それからリアと彼女の上に乗ったつみきの五人だ。

「……イリスッ！」

　俺は最も手近にいた少女の名を叫さけび、彼女に向かって突とつ進しんする。

「え？　烈火、何……!?」

　突然の俺の行動に驚いて固まるイリス。

　そりゃそうだろう。俺だって逆に自分がやられたら硬こう直ちよくする。

　俺は今、彼女を正面から思いっきり抱だき締めていた。

「「「「あああああああああああ!!」」」」

　周囲から悲鳴のような怒ど号ごうが上がるが、とにかく俺は全力でイリスを抱き締め続ける。

「あ、あの、あのっ、烈火……あうぅぅぅ」

　ぷしゅううううと音を立ててイリスは顔を真っ赤にしたまま腰こし砕けになった。

「あらあら……烈火さんの、特にラブい方面に関して言えばほとんど初の積極的な行動に、脳みそがオーバーヒートしちゃったんですかね」

　アールがイリスの顔を覗のぞき込みながら淡たん々たんと呟く。

　俺も頭が沸騰しそうだ……。

「いやはやこれは、もちろんラシュエルさんがラブエナジーなんていう、恋愛事に超過敏になる不思議エナジーを彼女に大量注入していたのも原因なのでしょうが……烈火さんがドのつく鈍どん感かん＆朴念仁なせいで、これまでロクなアプローチをしてこなかったのが、今回の場合は功を奏したということのようですね」

「……アールうっさい」

　完全に脱力したイリスの体を地面に横たえ、俺は次にロザリンドめがけて走り出す。

　そして、イリスと同じく抱擁。

「レレレレレレレッカ!?」

「……」

　イリスよりずっと華奢な体なので慎しん重ちように、できるだけやさしく腕うでに抱く。また周りから非難の声が上がったが、極力耳をふさいで目の前のロザリンドにだけ集中する。

　この抱き締めて無力化作戦を思いついたのは、さっき抱きかかえて走っていた時に彼女が物凄くおとなしかったのがヒントになったおかげだ。だからってわけじゃないが……俺も羞しゆう恥ち心しんを捨てて、彼女が気を失うまで抱擁を続ける。

「うぐぬぬぬ……うぅぅぅぅ～～～」

　やがてロザリンドも白い肌はだをゆでだこみたいにして全身から力を抜ぬいた。

「アッ、アッ、アンタねぇ～！　なんてハレンチなことしてんのよ！」

「つみき」

「ふえっ!?」

　次々と少女たちを抱きまくる俺に対して怒るつみきの許へ、スーツの跳躍力を使って一いつ瞬しゆんで移動した。

　急に目の前に現れた俺に驚くつみきに対し、俺はまたもや少女を腕の中に収める。

「ちょっ、アアアアンタ……コ、コらっ」

「頼たのむから怒るなって」

「ふあっ!?」

　怒おこらせたままじゃまた争いになるから――という理由から、俺は耳元でやさしく囁いたのだが、つみきは想像以上に反応し、体をビクンッとはずませた。

　……そんな驚くようなこと言ったかな？

　つみきもイリス・ロザリンド同様に足腰の力を失ってへたり込む。

　さて、あとはコロナとリアなんだけど……リアの場合、まずはリヴァイアサン化を解いてもらわないと抱き締めようがない。どうやって解いてもらおうか？

「……烈火」

「ん？」

　なんてことを考えていると、リアの方からリヴァイアサン化を解いて、いつもの見慣れた姿に戻ってくれた。

　そうして彼女は俺の前にやってきて、少し頬ほおを染めながら、

「……みんなばかりズルい。私も抱き締めてくれ」

　と言ってきた。

「待て。我も頼む」

　さらにコロナもやってきて、抱いてくれと頼んでくる。

　……こちらの思惑通りことが進みすぎて逆に首を傾かしげてしまったが、それでおとなしくなってくれるならと思って、要求通り彼女たちを順々に抱擁する。

「……何て言うか、『ヒロイン』の方々に振ふり回まわされつつも、さすがは烈火さんといったところでしょうか。このハーレム野や郎ろう」

「さらっと罵ば倒とう混ぜんな」

　全員をおとなしくさせたところでアールのツッコミが入り、それにおざなりな言葉を返す。

「……なんか凄いね、烈火って」

　若じやつ干かん呆あきれたように言いながら、霧が俺の隣となりまでやってくる。

　どうして呆れられたのか分からないけども……まぁ、それより。

「ラシュエル！　俺とギンガビューティーの力でみんなの洗脳は解いたぞ！　次はお前の番だ！」

　まぁ正確には気絶させたり無力化したりしただけなのだが、番組の都合上そういうことにしておく。

「ぐぬぬぬ！　やりますね！　さすがは私の見込んだ男の方なだけのことはあります！　ですけど！」

　ラシュエルは天に手の平をかざし、そこにこれまでにないほど巨大なラブエナジーの塊かたまりを生み出させる。

「あなたたちもラブエナジーの虜とりこにしてしまえば同じこと！　私の大天使への昇格と三食昼寝つきのダラダラとした生活のために、愛の奴隷へと堕おちていってください！」

「……言いたいことは分かるけど、また絶ぜつ妙みょうにいやらしく聞こえる言い回しだな」

　あと相変わらず欲望がしょぼい。

　ラシュエルがどんだけ傍はた迷めい惑わくな奴やつだろうと、その根っこは決して悪い奴じゃない。あいつもまた集まりすぎた力にあてられて正気を失ってるだけなんだ。

「待ってろ。今すぐそのアホなハイテンションから解放してやる。ビューティー！」

「うん！　グレイト！」

『だからテメェら省略すんな！』

　ヅィータが怒っているが、さすがに対応している暇ひまはない。ラシュエルは今にもラブエナジーの塊を俺たちにぶつけようとしているのだ。

　俺と霧は右手と左手をつなぎ、頭上の天使と相対する……と、

「……必ひつ殺さつ技わざのかけ声は何にする？」

　彼女がこそこそと小声で耳打ちしてきた。

「かけ声って、別に何でもいいっていうか、元の名前でいいんじゃないか？」

「ダメだよー。だって今の私たちはギンガグレイトとギンガビューティーなんでしょ？　だったら相応しい名前にしないと」

『そうだぞバカ。待ってろ五秒で考える』

「できれば二秒以内に頼む！」

　だからそんなに時間ないんだってば！

『よし！　じゃあこう叫べ――』

　ヅィータがその必殺技名を俺と霧に伝えた瞬しゆん間かん。

「バアアアアニングラアアアアアアアアアアアアアブ!!」

　ラシュエルが人を愛の虜にしてしまう光の奔流を放った。

　同時に、俺と霧はつないだ手を前へと突つき出し、

「「スタアアアアアアバーストギャラクシーーー!!」」

　必殺技の名前を叫びながら星のように輝く光の渦うずを発射する。

　光と光は空中でぶつかり合い、強きよう烈れつなスパークを撒き散らしながら拮抗した。

「ぬぬぬぬぬ！」

「ううううう！」

「うりゃああ！」

　俺たちは互たがいに歯を食い縛りながら押し合いに耐える。

　……いや、正確に言えば、耐えているのは霧の方だ。スターバーストギャラクシーと叫んで放ったそれは、実際にはスタープリズムの必殺技であるスターライトヒーリングにほかならない。スターライトヒーリングは悪の心を浄じよう化かする技わざ――ラシュエルの心を暴走させている過か剰じようなラブエナジーをこれで吹き飛ばすのが狙いだ。

「うぬぬぬぬぬ！」

　だがそれはつまるところ、この必殺技を出しているのは霧ひとりであるということだ。俺が手をつないでいるのは、単に番組的な見映えを重視しただけに過ぎない。ギンガビューティーひとりがトドメを刺したのでは格好がつかないからだ。

　そんなことは最初から分かってる……でも、クソッ！　これじゃさっきと同じじゃないか。

　俺に、俺にできることは……。

「うっ、うううぅぅ……」

　霧が苦しそうに呻き、徐じよ々じよにこちらの光が押され始める。

　やはり朝から延々とラブエナジーを吸収し続け、ついさっきも『ヒロイン』たちに修羅場をやらせたことで、さらにパワーアップしたラシュエルの力は強大なのか!?　銀河の星々からかき集めたみんなの声援だけじゃ足りないってのか!?

「アハハハー！　終わりですよ！」

　一気に押しきろうと、ラシュエルがさらに攻撃に力を入れる。

　このまま負けるのか――そう思った時、ギュっ……と俺の右手を霧が握ってきた。

「うっ……くっ……」

　…………バカ野郎。隣で霧が頑張ってるってのに、何もしてない俺が弱気になってどうすんだ？

　しっかりしろ波なみ乱だれ烈火。お前は何だ？　『波乱の血』を引いてる男だろ。

　俺が『ヒロイン』の助けにならなくてどうすんだ！

「霧！」

　光同士の衝突音に負けないくらいの大声で俺は彼女の名前を呼び、ギュっ、とその手を握り返した。

「何があったって俺はお前を助ける！　絶対にだ！」

　たとえこの必殺技の撃うち合いに負けようとも……ラブエナジーなんていう、わけの分からない力に屈してたまるか！　俺はロザリンドの『魅了チヤーム』だって打ち破ったことがあるんだ！　仮に霧がラシュエルに洗脳されようと、さっき無力化した『ヒロイン』たちが再び操られようと――構いはしない。全員まとめて俺が助け出す！

　強く強く心の奥おく底から、俺は声にも出さずそう叫んだ。

　瞬間。白光。

　ギンガビューティーのスーツの内側から、満天の星全すべてをかき集めたのよりも眩まばゆい光が溢あふれ出でる。

　そして、その手から放たれる光が膨れ上がった。

「ウッウウ……ウワアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　声も嗄かれよとばかりに霧が最後の力を振り絞しぼる。

「ウソっ……キャアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　ラシュエルのラブエナジーは跳ね返され、スターライトヒーリングの奔流に呑のみ込まれた天使は、飛んでいる途と中ちゆうに眠ってしまった鳥のようによろよろと地上に墜つい落らくした。

　墜ちる寸前、彼女の体を取り巻いていたラブエナジーが剥がれ落ちて翼つばさが白に戻るのを見たから、きっと目を覚ましたら元の……ただ単に迷めい惑わくなだけのアホ天使に戻っているだろう。

　それを見届けた俺と霧は同時に、ドッと腰を下ろし、ゼーハーと荒い息を吐はいた。

「ああっ、ドッと疲つかれた……」

「同感……」

「あっ、いや、俺がそんなこと言う資格ないか。最後の撃ち合いは、全部霧に任せっぱなしだったし」

「……そんなことないよ」

「え？」

「だって――」

　霧はマスクのバイザーから覗く口元を笑えみで綻ばせ、トンっと自分の胸を親指で示す。

「――ちゃんと届いたもん。あの時押し潰されそうになった私のすぐ隣から、とびっきりの応援が」

「……おう」

『テメェら乳繰り合うのは勝手だが、そういうのは番組の締めをキッチリやってからにしてくれ』

　ヅィータから静かに怒ど気きのこもった通信を送られ、俺と霧は慌てて立ち上がった。







エピローグ







「ねぇ～烈れつ火かさ～ん」

「……」

「ねぇ～無視しないでくださいよ～」

「……」

「あらあら烈火さ～ん」

「……」

　ここは俺の家で俺の部屋のはずなんだが……なぜか居候がひとり増えていた。

　その居候っていうのは、もちろんさっきから俺の頭の周りをパタパタと飛び回っている天使、ラシュエルのことだ。またおもしろがってアールが彼女のあとついてクルクル回っているが、そっちはこの際どうでもいい。

「……お前、何でウチに居ついてるんだよ？」

「えー、確かに私の担当区域はもっとずぅーっと南ですけど、愛と情熱の狭はざ間まで迷える子羊がいます～って大天使長に言ったらすんなり配置換えしてくれたんです。だから許可は取ってますよ～」

「俺の許可を取れ俺の許可を」

　あのあとスタープリズムの必殺技で過剰なラブエナジーを取り除かれたラシュエルは、すっかり元のお調子者に戻っていた。

　飢うえという、ある意味で最も生死に直結した危機を脱し、彼女のことは『物語』的にもしっかりと救えたはずなのだが……あれ以来、なぜかこの通り俺にまとわりつくようになっているのだ。

　そのことについて軽く問い詰めたこともあるのだが、

「この前はちょっとエナジーもらいすぎましたけど、烈火さんの傍そばにいれば飢え死にの心配はなくなりますからね～。これからもよろしくお願いしますね、私の唯一神様」

　とまぁあっけらかんと答え、言葉の通り俺を崇め奉らんばかりの勢いで毎日拝んでくる。

　……こんな簡単に信仰の対象を替えたら、宗教家だったら速攻で破門されるんだろうけど、天使の場合どうなんだ？

　まぁ、ラブエナジーがあれば飯も必要ないし、夜は雲の上で寝ねるので、居候といってもたまにシャワーを貸してやるくらいだ。ハリッサにかかる負担も少ないので俺は半ば諦あきらめつつ彼女のことを放置していた。

　まぁ、ラシュエルのことはいいとして、この始業式を無断欠席した罰として出された課題をどうするか……一いつ緒しよに欠席した皐さ月つきとイリスとロザリンドも同じ課題を出されてたし、みんなでやるか？　ああ、それよりも彼女たちと一緒にサボったせいで、またクラスメイトたちにあらぬ誤解を受けてしまったのをどうするか考える方が先決か……？

　そんなことをダラダラ考えつつ、結局課題にまるで手をつけないまま過ごしていると、家のインターフォンが鳴った。

「レッカ様ー。お客様ですー」

　ハリッサの声が聞こえ、俺は席を立つ。ラシュエルもついてきた。

　階段を下りてリビングに向かった俺を待っていたのは。

「いよっ」

「ヅィータ！　それに霧きりも」

「おーッス。久しぶり」

「どうしたんだふたりとも？」

　俺は尋ねながら彼女たちの向かいに椅子を持ってきて腰を下ろす。ラシュエルはその辺をぐるぐる飛んでる。

「例の『超リアルタイムヒーロー伝説』の件だよ。あれはいちおうお前の発案でもあるからな、経過報告ってとこだ」

「ああ、なるほど」

　別にそこまでしなくても構わないのだが、ヅィータはその辺キッチリしないと気が済まないタチらしいので特に何も言わず話を聞く。

「とりあえず、第一話でギンガグレイトたちの必殺技に『スターバーストギャラクシー』を使っちまったからな。あれが出せるのはこいつだけだし、ギンガビューティー役は今後もこいつにやってもらう」

「えへへ～」

　霧はなんか照れくさそうに笑ったが、俺はちょっと心配になる。

「けど大だい丈じよう夫ぶなのか？　この前の怪かい獣じゆうとか、ああいうのと戦うことになるんだろ？」

「安心しろ。本物のヒーローが戦ってるのをリアルタイムで見られるってんで、銀河ネット内でも話題騒然だ。あの日の瞬しゅん間かん視し聴ちょう率りつもここ十年でブッチギリのトップ。ピンチになったら応援を送ってくれってナレーションを入れるのも、すでに番組のお約束として定着しつつあるしな。あれだけのパワーアップができるなら大丈夫だろ」

　ちなみにパワーアップ時の霧の戦せん闘とう力を測ったら（そんなものを測る装置が宇宙にはあるらしい）、元々ギンガグレイト役をやるはずだった戦闘民族の戦士さん以上の数値を叩たたき出だしたそうだ。

「それに地球だろうと宇宙だろうと、悪いことする奴は許せないもん。だから、ヅィータさんに協力するのは私的にも全然オッケーだよ」

「あとヒーローゲージの問題もあるしね」

「うおっ！　スタモンもいたのか！」

　まぁ、確かにこのマスコットの言う通り、悪を倒さなきゃヒーローゲージはドンドン減ってしまう。悪と戦う舞台を用意してくれるヅィータとは、目的も希望も合がつ致ちしているというわけか。

「そっか。霧がいいなら、俺からは何も言うことはないよ」

「……ところがどっこい、ひとつ大問題があるんだよ」

　納なつ得とくしかけた俺に向かって、ヅィータが苦々しく呟いた。

「大問題？」

「ギンガグレイト役のことだよ」

　そう言ってヅィータはヘドバンをはずした髪かみをかき混ぜる。

「でも、いい加減あの爺じいさんだってギックリ腰ごしくらい治ったんじゃないか？」

「ギックリ腰はとっくに治ったよ。けどギンガビューティー役が妻の婆さんでなきゃ、自分は役を降りるって言ってきてな」

「ああ……」

　そういやおしどり夫ふう婦ふだって話だったっけ……。

「主役がいないってんじゃ、確かに問題だな……」

「そうだろ。企画の性質上、不定期放映って言っても間が空きすぎれば客は離はなれる。そしたらまた破産の危機だ」

　むぅ、せっかく救った『物語』がまた破は綻たんを迎むかえてしまっては意味がない。

　どうしたものか……。

「いちおう、オーディションをやるか、辞退した爺さんに同じ戦闘民族の若い奴を紹介してもらうかって話もあったんだよ」

「え？　だったらそうすれば……」

「ああ、それで済めば話は簡単だった。そうは行かなかったから〝大〟問題なんじゃねぇか」

「……？」

　何のこっちゃと俺が思っていると――突とつ然ぜん、ガバリと霧が身を乗り出してきた。

「へ？　え？　何？」

「烈火！　私と一緒にヒーローやろうよ！」

　霧は俺の手を両手で握り、キラキラした目で見つめながらそう言ってきた。

「……はい？」

　もっとも俺の方はとっさに反応できず間ま抜ぬけな返事しかできない。

　そこでヅィータは頭を抱かかえてため息をつく。

「こいつがな、お前以外の相方じゃ嫌いやだって言ったんだよ」

「え？　な、何で？」

「だって、烈火ってスッゴい『血』を引いてて、今までもいろんな娘こたちを助けてきたんでしょ!?」

　さらに霧がこっちに顔を近づけて訊いてきたので、俺はしどろもどろになりながら頷うなずいておいた。確かにあのあといろいろ『波なみ乱だれの血』とかの話をしたけど……。

「き、霧さん！　顔が近すぎです！　レッカ様から離れてください！」

　横で話を聞いていたハリッサが声をかけてくるが、霧の耳にはまるで届いていないようだ。

「私、私と同じくらい正義感に溢れてる男の子ってはじめて出会ったの！　烈火とだったらきっともっとたくさんの人を助けられるよ！　だから一緒にヒーローしよ！」

「……ってわけだ。お前責任取ってギンガグレイトの役やれ」とヅィータ。

　当然、俺は慌てる。

「いや！　ちょ、ちょっと待ってくれ！」

「安心しろ。あくまで不定期放映だから、多少はお前の都合に合わせてやるよ。生放送の日に宇宙船で迎えに来るから、あとは高速ワープでパパッと行って、パパッと撮って、パパッと帰ってくりゃ問題ねー。一日もかからねーはずだ」

「いや、だから、あの……」

「断る気か？　……ふーん、お前は自分のやったことに責任を持てる奴だと思ってたんだけどなー」

「うぐっ……」

　元主役の爺さんをギックリ腰ごしにさせてしまったことを持ち出され、俺は言葉に詰まる。

　……まぁ、せっかく救った『物語』がまたバッドエンドのピンチになるなんて、さっき俺も嫌だと思ったしな。

「あー……でもできれば、今度は俺でもああいう怪獣と戦える装備にしてもらえると助かる」

「当たり前だ。この前はギリ何とかなったけど、毎度ギンガビューティーばっかり活かつ躍やくしたんじゃギンガグレイトが名前負けじゃねぇか。今お前の基き礎そスペックを考こう慮りよして、新しい特注スーツを作ってる最中だ」

　それを聞いて少し安心する。

「分かった。引き受けるよ」

　ああけど……いくら俺の都合に合わせてくれると言っても、怪獣やら悪い奴がいつどこで暴れるかなんてそれこそ不定期なんだろうし、また無断欠席が増えそうだなぁ……。

「いい返事だ」

　ヅィータはニッと笑うと、ソファから立ち上がってこちらに近づき――いきなり額に唇を押しつけた。

「わっ！　な、何すんだよ？」

「若い奴にそういう反応されると傷つくな……単なる親愛の証だ。あたしはお前のことが気に入ったよ」

「おお～、なんか余よ裕ゆうのある大人って感じですね」

　アールはそんな感想を漏もらしながら、ヅィータに向かってぱちぱちと拍手を送る。

　俺はといえば唇の押しつけられた辺りを手の平で触れながら、上昇する体温とどう折り合いをつけるか必死に頭を巡らせていた。

「レッカ様がまた浮気を……」

　そんな俺たちのやり取りをハリッサがジト目で見ている。ラシュエルにラブエナジーを送り込まれた時の記憶はみんななくなっているはずだが……なんか、あの時よりも百倍怖こわい……。

「ああ、やっぱり烈火さんの傍は居心地いいですね～」

　その辺を飛び回っていたラシュエルは無責任なことを言いながら、だらんと宙で寝転んでいる。

「そうだ。ついでにお前もゲストキャラ扱あつかいで、また番組に出てみるか？」

　そこでふと思いついたようにヅィータが立ち上がり、暇そうにしているラシュエルに声をかけた。

「えぇ～どうしましょう」

「頼むからそれだけはやめてくれ！」

　なんかスッゲェ悪ノリでまた厄やつ介かい事を持ち込まれそうだから！

　天の神様にも届かんばかりの勢いで、俺は悲痛な叫びを上げた。

―了―
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あとがき







　巻数はついに二桁ですがヒロインの数はとっくに二桁な修羅場コメ第十巻！　今回は特にラブとコメディが強い巻になったと思います。楽しんでいただければこれ幸い。

　って!?　今回あとがき短いですね（汗）。では急いで恒例の謝辞を。まずは和わ狸たぬきナオ様、天使に映画監督に変身ヒロインといつも以上にランダムチックなキャラ選でしたが、みんなかわいくデザインしていただきありがとうございます。担当の南部様、今回もありがとうございました。そしてコミカライズの長は谷せ川がわ光こう司じ様、ＨＪ文庫編集部・営業部のみなさま、この本を棚に並べてくださる書店様方、本当にありがとうございました。そして読者のみなさま、いつも読んでいただきありがとうございます。

　ではでは。次は『俺と彼女が下僕で奴隷で主従契約』（富士見ファンタジア文庫）の２巻でお会いできればと思います。その次はまた『俺がヒロインを助けすぎて世界がリトル黙示録!?』になるかと。なるべく交互に出せるように頑張っていきたいと思いますので、これからもどうかお付き合いいただけますようよろしくお願いします。
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

なめこ印先生／和狸ナオ先生
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